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　　その一　万死一生のデート・プラン







　隕いん石せきに付着したウィルスにより男性の九十九％が死亡して四年。生き残った女性たちの懸けん命めいな努力によってウィルスの特効薬が開発され、男性は避ひ難なんしていたシェルターから地上に戻った。しかしそのとき女性は、ウィルスの作用により男性を遥はるかに上回る肉体を持つようになっていた。

　変化してしまった関係、そして過ぎ去ってしまった時間。これらが原因で全国では様々な問題が発生していた。特に四し季きノの森もり学がく園えんで起こった〝国会事件〟は一男子高校生の意見がテレビ放送されて政府を動かすに至いたり、全国的に大きな話題を呼んだ。そしてその中心人物である久く我が原はら湊みなとは、久しく忘れられていた〝青あお臭くさい男子高校生〟として注目を浴び、全国的な知名度を誇ほこるようになっていた──




　　　♀♀♂♀♀




〝国会事件〟の震しん源げん地ち──四季ノ森学園。

　当初は騒そう動どうの大きさに動どう揺ようしていた学園も二週間の時が経たち、今では安定を取り戻しつつあった。

　だが安定とは言っても、かつてと同じではない。

　内ない閣かく府ふの通達──女子生徒は男子生徒に対し、恥ずべき行為を慎つつしむべし──の例外、久我原湊の存在が新あらたな秩ちつ序じよを構築しつつあった。

「いっや～、このオムレツ、愛あい花かちゃんが作ったの？　いい味してるな～」

　昼休み。湊は恒例となった昼食会を中庭で開いていた。

　その数、総勢十名。少女たちは湊を取り囲み、湊の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注目している。

「あ、当たり前でしょ！　わたしが作ったんだからおいしいのは当然よ！」

　可愛かわいらしいお団子頭が目印の愛花はそっぽを向きつつもまんざらではない様子である。

　湊はそのツンデレぶりに頰ほおを緩ゆるませたが、安易に浸ひたることはできなかった。

　ちょっとした隙すきをつき、横から新たな少女が顔を出す。

「ね、ね、久我原くん♪　あたしの鳥の唐から揚あげも食べて♪」

「お、唐揚げ！　俺おれ大好きだよ～」

「やったぁ！　頑がん張ばって作ったんだ！　はい、久我原くん！　あ～ん！」

　口の前に差し出された小ぶりの唐揚げ。湊はにんまりと笑い、大きく口を開けた。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　少女は頰ほおを赤らめ、唐から揚あげを口の中に運び入れる。湊みなとはゆっくりと嚙かみ締しめると、一言──

「ん[image: ～][image: ～]、うまい！」

　と満面の笑顔でつぶやいた。

「双ふた葉ばちゃん、天才だよ！　これならいつお嫁よめに行っても大だい丈じよう夫ぶだな！」

「やっだぁ～、お嫁さんだなんて～！　もうっ、久く我が原はらくんったら～！」

「ちょっと、あんたずるいわよ！」

　一人が前に出れば、周まわりの少女も見過ごすことはできない。遅れを取るまいと湊との距きよ離りを近づける。

「次わたし！　わたしだよね！」

「ほらほら久我原くん、このハンバーグどう？」

「あ、湊くん！　ご飯はん粒つぶがほっぺたについてるよ？　私が取ってあげる♥」

「ちょっと何やってんのよ！　取るのは私よ！」

　一いつ触しよく即そく発はつの場。しかし湊は慌あわてていなかった。

「落ち着いて、音おと羽わちゃん飛鳥あすかちゃん凪なぎ沙さちゃん千ち恵え子こちゃん杏あん理りちゃん里り穂ほちゃん美み月つきちゃん乃の亜あちゃん。せっかくの昼食なんだ。喧けん嘩かはよくないよ。いや、別に昼食じゃなくてもそうだけど、とにかく争いはよくないと思うんだ。わかってくれるかな？」

「湊くん……」

「久我原くん……」

「大丈夫、俺おれは逃にげないから。一人ずつ、ね」

「……うん、わかった。久我原くんの言う通りだね」

「そうだね。ごめんね、湊くん……」

「みんな……わかってくれればいいんだ……なはっ、なはっ、なはははははははっ！」

　そう、〝国会事件〟から二週間経たち、女の子のアタックに慣なれた湊は──




　物もの　凄すご　く　調　子　に　乗　っ　て　い　た　。




「…………」

「…………」

　湊から少し離れたベンチで、パンをかじりながら湊の姿を横目で見つめている少女がいる。

　一人は長い三つ編みを肩かたから下ろしている少女。清せい楚そな面おも持もちは男性が九十九％死んでしまう事態とならなければ、ひっきりなしに声がかかったであろうほどの美しさを持っている。

　もう一人は可愛かわいらしいツインテールと八や重え歯ばが特とく徴ちよう的てきな少女。豊かな表情と人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きは快活な気性を表している。

「お[image: ～][image: ～]兄[image: ～][image: ～]ちゃ[image: ～][image: ～]ん[image: ～][image: ～]、ちょっと鼻の下伸ばしすぎじゃないの[image: ～][image: ～]」

　三つ編みの少女──有あり栖すの摑つかんでいたベンチがミシミシと悲鳴を上げる。それに対し、ツインテールの少女──千ち湖こは『学校の備品を壊こわさないの』と注意をし、肩かたをすくめた。

「まあ、気持ちはわかるよ。アタシから見ても、ちょっと……ね。ミナトンもさぁ、最初は『お前、ホントいいやつだなぁ！』とか言って泣きついてきたくせに、いつの間にかこれだもんな～」

「あのドロボウ猫ねこども……どうやって駆く逐ちくしてやろうかしら……」

　暗い目をした有栖が不気味に口元だけ笑ってみせる。

　危険を察知した千湖は有栖の前に立ちふさがった。

「ちょっ……アリス、落ち着きなって！」

「でも……でも……わたしのお兄ちゃんが……っ」

　千湖は脱力すると、これみよがしにため息をついた。

「あのさ、アリス。アリスの気持ちはわかるよ。でもさ、アリスはあれから何をしてたの？」

「えっ？」

「〝国会事件〟以降、ミナトン大人気じゃん。そりゃ全国的に名前が知られたんだし、ルールの例外なんだから、アタックする子が増えるのも当たり前だよ。で、それに対してアリスはどうなの、って言ってるの」

「そ、それは……」

　千湖は知っていた。あれから有栖が積極的に動いていないことを。

　あれから──そう、有栖の湊みなとに対する〝兄妹宣言〟は、四月七日に行われたことから〝乙女おとめは死４な７ぬ兄妹宣言〟として学内で知られていた。当然千湖はそれが有栖の意思に沿わぬ宣言であることを理解していたが、問題は有栖の対応である。

　しつこく誤解を解こうと努力し、再告白を試みようと思えばできたかもしれない。なのに肝かん心じんの有栖は──

『何よ、紫し桃とうさん！　わたし、あなたが久く我が原はらくんのこと好きって勘かん違ちがいしちゃったじゃない！』

『えっ？　そ、それは……』

『あんた何を言ってるのよ。二人は兄妹だったのよ。兄妹が恋愛感情を持つわけないでしょ？　真ま面じ目めなありすがそんな〝禁断の愛〟に手を出すはずがないじゃない。ねっ、ありす？』

『ま、まあ元々、完全に禁断じゃないのだけれど……』

『そっかぁ。わたし、紫桃さんから久我原くんに好き好き光線が出てるように見えてたからさぁ～』

『そ、そんな好き好き光線って！　そんなことあるわけないじゃない！』

『だよね～。だってありすだったらもっと高めの男だってゲットできるもんね！』

『それに久く我が原はらくんみたいに女の子にだらしないタイプって、ありす嫌きらいでしょ？　……あ、あそこ！　また久我原くんが女の子にデレデレしてる！』

『うわっ、今度は綺き麗れいどころ三人も集めちゃって……』

『最低だよね～。やっぱり恋人にするなら自分だけを見てくれる男の子じゃないと。ね、ありす？』

『…………そうね！　わたしもお兄ちゃんのこと最低って思うわ！　ホントお兄ちゃんって、いつもいつも可愛かわいい子と見ると弱くって！　こっちが恥はずかしい思いをしてるっていうのに、全然気にもしなくて！　浮うわ気き性しようの男には天てん罰ばつが下るべきなのよ！』

　というような対応をし、『有あり栖すはあくまで妹』と烙らく印いんを押されてしまっている。そして思い切り湊みなとを非難している手前、有栖は身動きがとれなくなってしまっていた。

　千ち湖こは有栖の気持ちがわからなくはない。有栖は湊に一世一代の覚かく悟ごを決めて告白をしようとし、ものの見事に失敗した。そのショックがトラウマとなり、再度告白しようという気き迫はくが湧わいてこないのである。

　だがしかし、今の状況はそんな甘えを許すものではない。食うか食われるか。まさに恋愛戦国時代なのである。気落ちは理解できても、不平不満を鳴らすのであれば何かしら行動するべきだと千湖は思っていた。

「で、どうなの？　あれからミナトンと話の一つくらいした？」

「……………………」

　無言。それはすなわち、まったく会話をしていないと言っているに等しい。

「はぁ～。ねぇ、アリス。アタシがいくら応おう援えんしてあげたくてもね、努力をしない人をどうにもできないよ。勉強をしない人にいくら教えようとしても無む駄だでしょ？　それと同じこと」

「……わかってるよ。チコが言ってること」

「だったら──」

「おや、紫し桃とうと千ち賀が浦うらじゃないか。偶然だな」

　耳の奥底に響ひびく涼やかな声。その声が誰だれのものかわからぬ者は四し季きノの森もり学がく園えんにはいない。

　四季ノ森学園の独裁者にして怠たい惰だなカリスマ──三さん条じよう常磐ときわはプリン片手に立ち止まり、万ばん人にんを蕩とろかす笑顔を見せつける。

「あっ、三条先せん輩ぱい！」

　有栖がとっさにパンを横に置き、立ち上がる。だが千湖は先輩だからといって礼儀を払う気にはなれなかった。

〝乙女おとめは死４な７ぬ兄妹宣言〟

　千湖は有栖のことをよく知っているだけに、他の人のように兄妹宣言を鵜う吞のみにしなかった。

　だとすれば誰かの策さく謀ぼうによる。そして策謀と言えば常磐がもっとも怪あやしい。

　それだけに千湖は常磐に対して不信感を持っていた。

「ちょうどよかった。君たちに話そうと思っていたことがあるんだ」

　千ち湖こは首を傾かしげた。

「君たちって、アタシも入ってるんですか？」

「そうだ」

　千湖は警けい戒かい度どを高めた。

『偶然だな』

『ちょうどよかった』

　まさに疑うたがわしい発言の連続である。

　実際、有あり栖すも疑わしいとは思っているだろう。しかし優ゆう等とう生せいの有栖は『先せん輩ぱい』であり、『生徒会長』でもある常磐ときわの言葉であるがゆえ、まずは聞こうとしている。

　千湖の考えでは、そもそも常磐の言葉は聞いてはいけない。聞いたら動かざるを得ないような内容に決まっているのだ。そして乗ったが最後、ズルズルとペースに引き込まれてしまう。

　千湖は不ふ審しんの目を向けたが、常磐は意図的と思える魔ま性しようの笑みを浮かべ、小気味よく奏かなでた。

「君たちを見込んで依頼がある。受けてもらえるだろうか？」




　　　♀♀♂♀♀




　その日の夜──

　風ふ呂ろから出た湊みなとは、濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふきながら自室に戻ろうとしていたところ、食堂にいたホルストに呼び止められた。

「ミナトくん、あのさぁ……」

「何だ？」

「ちょっと話があるんだ」

「……ちょっとだけだぞ」

　ホルストがあまりに真ま面じ目めな表情をしていたため、湊はため息混じりでホルストの向かいに座った。

「で、何だ？」

「明日、土曜日だね」

「ああ、そうだな」

「先週まではウィルス検査や引越しの片付けなどがあったから、初めてまともに時間がある土日と言えると思うんだ」

「で、それがどうした？」

「君の土日のスケジュール、調べさせてもらったよ」

「っ──」

　ホルストはテーブルの上に置いた携けい帯たいを摑つかみ取とると、手早く画面に指を滑すべらせた。

「君は明日、七時半からとある女と待ち合わせをしているね？」

「さ、さぁ、どうかな……？」

「ボクの調べでは、その女とは二時間テニスを行い、終了したら喫きつ茶さ店てんに移動となっている。まあスポーツで互いの緊きん張ちようをほぐしておいて、その後のトークによって仲を深めようというわけだ。どうかな？　違うかな？」

「んんん～？　なんのことだかわからんな」

　湊みなとはあさっての方向を向いてとぼけるが、ホルストは追及の手を緩ゆるめない。

「……じゃあ、続けようか。テニスをした女とは十一時に別れ、十五分の移動時間を取って、十一時十五分から別の女と今度は美術館見学を予定しているね？　美術館見学の予定時間は約三十分。ああ、君は絵かい画がとか興きよう味みがないから短めに設定したんだね。そして十二時三十分からは予約した店でランチ。ホテルでランチとは、ミナトくんも随ずい分ぶん奮ふん発ぱつしたものだね。食事が終わったら別れて、これまた次の女と一時間ほどショッピングということだけど、あってるかな？」

「……ど、どこでその情報を？」

「あってるんだね。えーと、その後は十五時からまた別の女と水族館。その次の女とは十七時から四し季きノの森もりビルで夕日を観かん賞しよう。その次はまたまた別の女と夕食に行き、そのまま二十一時からレイトショーというわけだ。帰宅予定は〇時。土曜だけで六人。日曜もほぼ同様の内容で、合計十二人とのデートを入れてるみたいだけど、間違っているところある？」

　静まり返る食堂。湊は顔を伏ふせ、ホルストは僅わずかな表情の変化を見み逃のがすまいと凝ぎよう視しする。

　一分が一時間に感じられるような重い静せい寂じやく。その静寂を裂いたのは、湊だった。

「ふふ、ふふふふっ……」

　湊は額ひたいを押さえ、堪こらえきれない笑みを漏もらすと、髪かみをかき上げ、堂々と言い放った。

「バレたらしょうがねぇな……。そう、お前の言った通りだ。俺おれは十二人とのデートをこの土日に入れている……っ！」

　ホルストは顔面を蒼そう白はくにし、椅い子すを弾はじき飛とばして立ち上がった。

「ミ、ミナトくん、君は……っ！」

「驚おどろいたか、ホルスト！　どうだ、完かん璧ぺきな計画だろう！　学園内で女の子と二人きりとなるのは難しいからな！　この土日のため、前々から少しずつ計画していたんだ！　ふっ、自分の才能が怖いぜ……」

「ち、違うよ、ミナトくん！　こんなのミナトくんじゃない！」

「悪いな、ホルスト。俺はすでに新あらたなステージにいるんだ。そう、大人の階段を上り始めているのさ……」

「くっ……。こいつらがミナトくんを変えてしまったんだね……っ！」

　ホルストは隣となりの座席に手を伸ばした。

　座席に置かれていたのは、ピンクの装そう飾しよくが施ほどこされたアルバムである。

　ホルストがそのアルバムを掲かかげると、湊みなとは顔色を変えて立ち上がった。

「ホルスト、それは……俺おれの〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かん〟……っ！　どうしてお前が持っている……っ！」

「さぁ、どうしてだろうねぇ……」

　ホルストは金色の髪かみを整え、余裕をアピールする。

「てめぇ……っ！　俺の部屋から盗ぬすみやがったな……っ！」

「ふふふっ、本意ではなかったけどね。でも、おかげでどの女がどんな面つらを下げているかよくわかったよ」

「返せ……っ！　それは小こ萌もえちゃんに頼んで作ってもらったものなんだぞ……っ！」

　湊はアタックしてくる女の子があまりに多すぎて顔と名前が一致していない子も少なくなかった。そのため小萌に女の子の顔写真、名前、経歴などが書かれた冊子の作成を極ごく秘ひで依頼していた。

　そうしてできたのが〝四季ノ森美少女図鑑〟だった。無論〝四季ノ森美少女図鑑〟というタイトルは、湊命名である。

「こんなものが……っ！　こんなものがあるからミナトくんは……っ！」

　ホルストがおもむろにライターをアルバムに近づける。

　湊は飛びかかって押さえようとしたが、テーブルが邪じや魔まで間に合いそうにない。そのためテーブルを挟んで向かい合ったまま、膠こう着ちやく状態に陥おちいった。

「お、落ち着け、ホルスト……。やめろ、やめるんだ……」

「ふふっ、これがないと明日、ミナトくんはきっと苦労するよね……。そうしたら深い挫ざ折せつ感かんに襲おそわれるはずだ……。でも大だい丈じよう夫ぶ……。ボクは決してミナトくんを見放さないから……。優やさしくボクが包み込んであげるよ……ふふふ……」

　湊は冷ひや汗あせを拭ぬぐい、チャンスを伺うかがった。

　ヤバイ……。ホルストの目は完全にイっている……。ここは何かに注意を惹ひきつけなければ──

　ふと目に入ったのは、髪を拭ふくために使っていたタオルだった。

「……なぁ、ホルスト。お前、以前俺が使ったタオルを欲しがっていたことがあったよな？」

「あったね。今でも欲しいと思っているさ。でも君が嫌いやがったからやめたんだ」

　湊は聖者の眼まな差ざしで語りかける。

「俺は随ずい分ぶんとお前に心労をかけていたみたいだ……。だから、お前が欲しいと言っていたこれをあげてもいいと、今、思ったんだ……」

「ほ、本当かい、ミナトくん!?」

　身を乗り出しかけ、ホルストは我われに返った。

「おっと、危ないところだった。もしタオルをくれるなら喜んでもらうけど、このアルバムは返せないよ」

「ホルスト、お前は俺おれを信じてくれないのか……？」

「!?」

「俺はお前を苦しめていたと思って、これを渡そうと思ったんだ……。なのにお前をだまそうとしているみたいに言うなんて、ひどいぜ……」

「ミナトくん……」

「ほら、受け取れよ。好きに使ってくれ。別にアルバムと交換なんて言わないから」

　湊みなとはタオルを首から外はずし、差し出した。だがホルストは動かない。明らかに興きよう味みを惹ひかれているにもかかわらず、用心深く自制している。

　現状、ホルストは右手にライター、左手にアルバムを持っている。しかし受け取るにはライターとアルバムの距きよ離りが遠ざかってしまう。そうなった場合、現在の『火をつける』だけのアクションから、『ライターの上にアルバムを持っていき』『火をつける』のツーアクションが必要となる。

　それを恐おそれているのだと、湊は理解していた。だからこう言った。

「じゃあ、投げればお前も受け取れるだろ？　行くぞ？　ほらっ」

　湊は無む造ぞう作さにタオルを放り投げた。

「っ──ミナトくんのタオルっっっ！」

　思わずホルストが飛びつく。だがそれこそが湊の策さくだった。

「かかったな！」

　シュパン！

　タオルは湊の手から離はなれていなかった。手放した振りをして摑つかんだまま、湊はスナップを利きかせたタオルでホルストの横よこっ面つらを思い切りはたいた。

「ぐっ──」

　ホルストがアルバムを落とす。その機を逃のがす湊ではなかった。

「今だ！」

　湊はテーブルに飛び乗り、ホルストに全体重をかけて膝ひざ蹴げりをかました。

　その威い力りよくにホルストはバランスを崩くずしたが、根性により倒れることを拒きよ絶ぜつ。すぐに体勢を整え、アルバムを奪うばわれないよう立ちはだかる。

　しかしホルストもアルバムを拾って逃にげるほどの余裕はない。そのため争いは再び膠こう着ちやく状態となりつつあった。

　互いに譲ゆずれぬ戦いがここにある。

　その緊きん張ちようは四つ手の体勢となって頂点に達した。互いの向き合う手を摑み合った状態で、二人は業ごうの深さを背せに宿して押し合う。

「これでもう燃やせはしないぜ……っ！　今なら許してやる……っ！　どけっ！」

「ミナトくん、正気に戻るんだ……っ！　君だってルールの例外になったときはあんなに女に困っていたじゃないか……っ！」

「確かに、お前の言うように、女の子には怖いところがあるのかもしれない……。だが──」

　湊みなとはくわっと目を開け、力強く宣言した。

「やっぱり女の子は優やさしくて可愛かわいくて最高だ！　この気持ち、男なら止められるものじゃねぇ！」

「くっ……！　ならばこれでどうだっ！」

　ホルストはいきなり腕うでの力を弱めた。バランスを崩くずされ、湊が前のめりとなる。

　その先に待ち受けていたのは、両手を広げるホルストだった。

「さぁ、ボクの胸むねに飛び込むんだ！　愛のこもったキスで目を覚さまさせてあげよう！」

「こなくそぉぉぉ！」

　とっさに湊は重心を低くした。足を止めるのではなく、むしろ加速させ、全身を砲ほう弾だんに変えて全力で頭ず突つきをかます。

「ぐっ──」

　胸に強きよう烈れつな一いち撃げきを食らったホルストは弾はじき飛とばされ、床に大の字となった。

　念のため、軽く蹴けりを入れてみる。すると『あぁん』と不快な声を上げたが、目を覚ますことはなかった。

　じわじわと湧わく勝利の喜びに湊は右手を突き上げ、

「いよっしゃあああああああああああぁぁぁぁぁ！」

　勝利の咆ほう哮こうを上げた。

　しかし次の瞬しゆん間かん、何となく視線を感じ、廊ろう下かに目を向けた。

　──するとそこに常磐ときわが立っていた。

「…………」

「…………」

「…………」

「……茶番だな」

「うおおおおぉぉぉ！　何でそこにいるんスかぁぁぁぁ！」

　男だん子し寮りように住んでいるのは二人だけ。しかも女子禁制。本来なら誰だれもいるはずがないのである。

　もし忍しのび込こんだことがわかれば学園から処しよ罰ばつは免まぬがれない。にもかかわらず常磐は制服姿で堂々と立っていた。

「実に楽しそうなことをやっているじゃないか。……茶番だが」

「ぬおおぉぉぉ！」

　湊みなとは頭を抱えた。

　どうしてこの人は人が恥はずかしいと思うところをピンポイントでつけるのか。まさしく悪あく魔まの所業である。

「そそ、それより常磐ときわ先せん輩ぱい、どうして男だん子し寮りように!?　いくら先輩でもただじゃ済みませんよ？」

「ああ、そのことか。蘭らん」

「はい」

　廊ろう下かの奥から蘭が姿を現す。湊が思わずぺこりと頭を下げると、蘭はあいかわずの無表情で軽い会え釈しやくをした。

　蘭がアタッシュケースから一枚の紙を取り出す。そこには大きく男子寮立ち入り許可書と書かれ、立りつ派ぱな印いん鑑かんまで押されていた。

「とまあ、このように教師の許可を取っている」

「そんな簡かん単たんに許可書って取れるんスか……？」

「ちゃんとした理由があるからな」

「理由……？」

　蘭が続けてもう一枚紙を取り出し、湊に差し出す。

「ああ、どうも」

　湊は受け取り、文面に視線を走らせた。
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『──久く我が原はら湊みなとはルールの例外であり、現在の行動も校則に照らし合わせれば処しよ罰ばつすることはできないが、風ふう紀きを乱みだしているのは確実である。そのため生徒会にその是ぜ正せいを求めたい──』

　書類の発行者は教師を代表してか、校長の名前である。

「わかったか？　つまり現在のお前の行動に、教師たちは頭を悩ませているわけだ」

「マジッスか!?　でも俺おれ、ルールとか破ってないッスよ!?」

「ルールを破ってなくても、一人の男がうら若き少女たちをはべらせていたら、教育上良くないだろ？」

　なるほど。教師からの依頼を印いん籠ろうにして、俺のデートの邪じや魔まをするためにここへ来たというわけか。

　どちらに理があるかと言えば、向こう側にあるだろう。

　だが少しずつ築き上げてきた、男の野望が詰つまった神聖なるデートスケジュール。いくら相手が生徒会長だろうと──大人おとなしくやられるわけにはいかない。

　湊はキリリと表情を引ひき締しめ、言い放った。

「それは誤解です！」

「誤解？　ほう、どの辺りが誤解かどうか言ってみろ」

「俺は、俺に好意を持ってくれている女の子に対し、懸けん命めいに応こたえようとしているんです！　それをないがしろにするようでは、男がすたると思いませんか！」

　そう胸むねを張って言うと──

「よくぞ言った！」

「……えっ？」

　意外にも賞賛された。

「先せん輩ぱい、褒ほめてくれるんスか？」

「何だ、おかしいか？」

「いや、別にいいんスけど……」

　何だか拭ぬぐいきれない気持ち悪さがある。

「あのー、常磐ときわ先輩……」

「何だ？」

「先輩って、明日、俺がデートをするって知ってるんですよね？」

「無論だ。私の情じよう報ほう網もうを甘く見るな」

「で、ですよね。それで、先輩は明日のデートを中止させるために来たんじゃないんですか？」

　常磐は鼻で笑った。

「誰だれがそんなこと言った？　私は教師から風紀の乱れの是正を依頼されただけだ。お前の邪魔をしろと言われたわけではない」

「じゃあ何しに来たんですか？」

「事前打ち合わせだ」

「あの、意味がわからないんですが……」

　常磐ときわはこれみよがしなため息をつく。

「お前は〝国会事件〟以降、全国でも名が知られている」

「ああ、誰だれかさんのおかげでそうなってしまったんでしたね」

「くくっ、いい皮肉だ。その意気だぞ」

　……何だろう。嫌いやな予感がする。

「そのお前が外に出ればどうなるか想像してみろ。ちょっとした芸能人より凄すごいことになるぞ？」

「……マジッスか？」

「マジだ」

　と言われてもまるで実感が湧わかない。学園で注目されることには慣なれたが、それは学園内の話。見知らぬ人から注目されるなんて、想像の範はん疇ちゆう外がいである。

「おおごとになっては学園の風評にも影えい響きようが出る。そのため生徒会が全体の進行を取り仕切ってやろうというわけだ」

「え、いや、それは……」

　せっかくのデートなのに誰かが見張っているなんて、気持ちがいいものではない。しかもそんなことになったら、偶然を装よそおってちょっとエッチなアタックを仕掛けてみることができなくなるじゃないか！

「お前の考えていることはお見通しだ。どうせエロいことができなくなると思っているのだろう？」

「いや～、あはは～、そんなことあるわけないじゃないですか～」

　ヤバイ。完全に見破られている。

　湊みなとが状況の打だ開かい策さくを頭でシミュレートしていると、常磐は声を低くして言った。

「やめておけ」

「……はい？」

「下手へたなことをしたら──────死ぬぞ」

「………………………………冗じよう談だんですよね？」

「そう受け取ってもいいが、私は保証しない」

　ぞぞぞ、と恐きよう怖ふが背せ中なかを駆かけ上あがる。

　湊は恐おそる恐る尋たずねてみた。

「り、理由を聞いていいですか？」

「四し季きノの森もり学がく園えんの生徒は、まあ、ある程度身元がしっかりしていると言っていい。だからお前のことを『死ね、クズ男』と思っている輩やからがいて、『殺してやろう』と考えても、実際はやるまい。そんなことをしては殺人で捕まってしまうからな。得るものに比べ、失うものが多すぎる。問題は魔まが差してしまった場合だが、それでも学園生が相手なら重傷で済むだろう」

「あの、それ、全然大だい丈じよう夫ぶな感じじゃないんスけど」

「だが外にはいろんな輩やからがいる。『カッとなってやった。後悔はしていない』という事態もありえるのだ」

「つまり、俺おれがエロいことをしようとすると、切れる人が出てくる可能性があると……？」

「ああ。より正確に言えば、お前が男として情けない行動を外ですると、男が嫌きらいな輩はより憎しみを募つのらせるだろうし、お前に過か剰じような期待を持っていた輩は裏切られたと感じるだろう。そのことにより凶きよう行こうに及およぶ可能性がある」

「マジでええぇぇ!?　俺、どんだけ注目されているんスか!?」

「ちょっとした芸能人より凄すごいと先ほど言っただろう。だから警けい備びしてやると言っているんだ」

　う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、本当は監視なんかされたくないが……仕方がない。

「わかりました。じゃあ警けい護ご、お願いします」

　計画がバレてしまっている以上、デートが成功しないよりはずっといい。何はともあれ安全第一だ。

「ちなみに、今度は生放送しないでくださいよ？」

「……ちっ」

　うわっ、露ろ骨こつな舌打ちをしやがった。

「わかった。生放送はやめてやろう。ただし教師へ報告する可能性も考え、録ろく画がはさせてもらおう」

「……あの、録画もやめて欲しいんですが」

「ほう、愚ぐ民みんの分ぶん際ざいで生放送をやめてやったご主人様に楯たて突つくと？」

「だから俺は愚民になってませんって！」

　愚民の件はずっと拒きよ絶ぜつしているのに認めてくれない。まったくしつこいものである。

「じゃあ話はこれで終わりですね？　俺、明日の準備があるんで」

　それだけ言って、湊みなとは席を立った。

　準備があるのは噓うそではない。デート予定の子のプロフィールを〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かん〟で予習しておく必要がある。

「何を言っている。話はこれからが本番だ」

「まだ何かあるんですか？」

　横にいた蘭らんが常磐ときわにタブレット型パソコンを手渡すと、常磐は画面をスライドさせた。

「これがお前の土日のスケジュールだな？　私の調べでは十二人とのデートの予定となっているはずだが」

「か、変えないですよ？」

「ダメだな。変えてもらう」

　来た……っ！

　どうせこんなことだろうと思っていた。協力する振りをして、ひどい企たくらみをしているのだ。

「そんな……っ！　鬼おに！　悪あく魔ま！　このスケジュールは俺おれが二週間かけて一いつ生しよう懸けん命めい作り上げたんですよ！　誰だれ一人として減らしはしません！」

「お前は何を言っているんだ？」

「……えっ？」

　常磐ときわは口端を吊つり上あげ、悪魔が裸足はだしで逃げ出しそうな表情を形作る。

「足りない、と言っているんだ」

「……はっ？」

「──もっとやれ。これはご主人様からの命令だ」

「そ、それって……」

「お前は言ったな？　『好意を持ってくれている女の子に対し、懸命に応こたえようとしている』と。ならば差別などせず、好意を持つ少女すべてに応える義務があるはずだ。男であれば、全員を満足させてみろ」

「あの、まさか……」

　常磐は涼しげな瞳ひとみを細め、魅み惑わく的てきな冷笑を浮かべた。

「お前の想像通りだ。お前には明日と明後日の二日間で九十六名の女子生徒とデートをしてもらう」

「はっ？　い、今なんと……」

「二日で九十六人とデートしろと言った」

「はあああぁぁぁぁぁぁぁ!?　きゅ、九十六人!?」

　と、ととということは、一日あたり四十八人!?

　ちょっと待て。落ち着くんだ。

　一人あたりのデート時間を一時間としよう。でも一日は二十四時間しかないんだよ？　あれ、計算おかしくね？　何を言ってるんだ、この人は？

「大だい丈じよう夫ぶですか、常磐先せん輩ぱい。最初から頭がおかしいと思っていましたけど、やっぱり狂くるってたんですね」

「吠ほえるな、愚ぐ民みん」

「いぎっ!?」

　踵かかとで足の甲こうをぐりぐりとされる。しかし恐おそろしいのはただ痛みを与えるためにやっているわけではないことだ。ツボを刺し激げきしているところに、この人のＳっ気が見え隠れしている。

　──と、そんな場合じゃない。

「と、常磐先輩!?　そんなの無理ッスよ！　一日六人だって、俺、相当調整したんですよ!?　それが……」

「安心しろ。その辺りはすでに私がやっておいた」

　常磐ときわはタブレット型パソコンを操あやつり、新あらたなスケジュール画面を映し出した。

「デートの時間を午前五時から午後六時に設定し、一人あたり十五分、入れ替わりにかかる時間の合計を一時間以内とすることで、一日四十八人とのデートを可能とした」

「ちょっっ、ご、午前五時から!?　朝早すぎますよね!?」

「寮りようの門限が午後六時なのだから仕方がないだろう」

「そ、それに一人あたり十五分って!?」

「愛で乗り越えろ」

「いやいやいやいや、普ふ通つうに考えてそれ完全に無理ッスよね！」

「久く我が原はら、常じよう識しきにとらわれるな！」

「!?」

　常磐は力強く語る。

「四年前、男の九十九％が死ぬなんて誰だれも考えてはいなかった。しかし現実、起こってしまった。常識など何の意味もない。新たな世界に必要なのは、柔じゆう軟なんな思考と溢あふれるチャレンジ精神だ。お前は我われ々われ女性が作ったルールを否ひ定ていした。ならば新たな秩ちつ序じよを提示すべきではないか？」

「秩序……？」

「お前が好意を寄せる女性と仲良くなることを望み、例たとえば複数人と付き合おうと、私は構かまわないと思っている。しかしそれならば、皆を納得させなければならない。かつてのルール『──四し季きノの森もり学がく園えんの女子生徒は男子生徒に対し、恥ずべき行為を慎つつしむべし』が正しいと周囲に思わせてはダメなのだ。教師たちから問題視されるようでは、やっぱりお前に特例を与えたのは間違いだったとされるかもしれない」

「な、なるほど……」

「忘れるな。お前は与えられた特例によって、女性たちから率そつ直ちよくな愛情表現を受け止めることが許されている。お前はそれを周囲に納得させる役目を背せ負おっているのだ」

「だ、だから好意を寄せてくれる女の子を平等に扱わないといけない、ということなんですね……？」

「ちょっと違うな。女性に対して誠実であれ、と言っているんだ」

　湊みなとは首を傾かしげた。意味がイマイチわからない。

「まだ特例が認められて二週間しか経たっていない。その状況で一部の女生徒だけとデートしているのでは、不公平感が漂ただよってしまうだろう？　それでは好き勝手やっていると見られて、特例自体に疑ぎ問もん符ふがついてしまう」

「……まあ、確かに」

「好すき嫌きらいの好みがあるのは人間誰しもだ。完全に平等なんてありえない。だから選ばれる者と選ばれない者がでることは仕方がないだろう」

「あ、それは別にいいんスか」

「しかし存外そのことは理解されないものだ。だから周囲の理解が進むまで〝自分は誠実にやっています〟というアピールが必要となってくる。そのため最初だけでもチャンスを平等に与える必要があるのではないかと言っているんだ」

「と、とりあえず一回は会えばいい、と？」

「ただし〝誠実に〟だ。さっきも言ったように、邪よこしまな行動をすると、内部外部問わず凶きよう行こうに及およぶ輩やからが出てくる可能性が高い。ちゃんと誠意を持ってデートしろ」

　あいかわず難しい話をする人だ。女の子に対して誠実に接するなんて当たり前だから、まあいいのだが。

　ただ先ほどの会話の中で気になる発言がある。それを確認しなければならない。

「常磐ときわ先せん輩ぱいはさっき、『複数人と付き合おうと、私は構かまわないと思っている』って言ってましたよね？」

「言ったが？」

「なら俺おれが周まわりを納得させれば、ハーレムも……」

「可能だ。現在日本では重じゆう婚こんを認めていないが、古来より愛人の類たぐいは慣習的に認められている」

「マジでぇえぇぇぇぇぇぇ！」

　ハーレム……それは男の野望の到達点ではないだろうか……。

　それが手に届くところにあろうとは……やるしかない……これは男として目指さざるを得ない……。

「ふふふ、ふははははっ……」

「できれば、の話だがな」

「はーっはっはっはっは！　やるぞ！　俺はやってやるぞ！」

　スパンッ！

　常磐は無言で湊みなとの横よこっ面つらを叩たたいた。

「いってぇぇぇ！　何するんスか！」

「話を聞け、愚ぐ民みん」

「だからって叩かなくたっていいじゃないッスか！」

「ほう、文句をほざくのはこの口か？」

「むふ[image: ～][image: ～]！　むむ[image: ～][image: ～]！」

　唇くちびるをつままれ、ひねられる。

「いてててっ……………………んっ？」

　当初は痛みに声を上げたが、やがて湊は奇妙な快感に衝しよう撃げきを覚おぼえた。

　これは計算だろうか……力加減が絶妙すぎる……。痛いだけじゃない。気持ちいい、もこのひねりには隠されている。マッサージをされたとき、痛みと快感が紙かみ一ひと重えなように、気持ちよさと苦痛が一体となって襲おそいかかってくる。

　この人は神か悪あく魔まか……。このままじゃ新あらたな世界が開けてしまいそうじゃないか……っ！

「あの、常磐ときわ様。そろそろデート相手である九十六名についての説明が必要ではないでしょうか？」

「ふむ、そうだな」

　蘭らんの発言により、常磐は指を離はなした。

「久く我が原はら、これを見ろ」

　タブレット型パソコンがかざされる。今度は先ほどのスケジュール表とは違い、棒ぼうグラフや円グラフが並んでいた。

「これは先日行った〝全校久我原湊以外アンケート〟の結果だ」

「はぁ？　それって、どういう意味の……」

「その名の通り、お前以外の全校生徒に取ったアンケートだ」

「それ陰いん湿しつなイジメッスよね！」

　あいかわらず無む駄だなところで権力を使ってくる人である。

　湊みなとは非難する念を送ったが、常磐は相手にしない。

「アンケート項目の一つに〝久我原湊とデートをしてみたいか〟がある。そこにＹｅｓと回答したのは男一名、女九十六名だ。なお、土日にデートを予定している十二名は全員Ｙｅｓと回答していた」

「ちなみに男一名って……」

「ホルストに決まってるだろう」

「あいつ、アンケートのこと俺おれに言えよぉぉ！」

　湊がホルストのことを蹴けろうと思って探すと──いつの間にか姿がなくなっていた。

（……ん？）

　何だろう。どこからか紙を燃やす匂においがする。

　出で処どころを探って周囲を見渡すと、庭でホルストが灯とう油ゆ缶かんに〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かん〟を入れて燃やしていた。

「ふふふっ、燃えろ……みんな燃えてしまえばいい……」

「死ねえええぇぇぇぇぇぇぇ！」

　湊は裸足はだしで庭に飛び出し、シャイニングウィザードをかました。

「ぐふっ！」

　ホルストがその場で地面に突つっ伏ぷす。

　湊はホルストを放置し、慌あわてて水を汲くみに向かった。

「くそっ、俺の〝四季ノ森美少女図鑑〟が……っ！」

　バケツを逆さにし、火を消す。しかしすでに全体の八割は燃えてしまっており、水で濡ぬれてしまったこともあって、内容は読めない状態となっていた。

「ちくしょう……どうしてこんなことに……」

　湊みなとが膝ひざを落としてうなだれていると、突とつ如じよ背せ中なかから声をかけられた。

「先せん輩ぱい、落ち込まないでください……」

「こ、小こ萌もえちゃん!?」

　気配はまったくなかった。おそらく気配を断つ彼女の固有能力──【少女は見ていたベイビーステツプ】により近くにいたのだろう。

　小萌はおどおどとしている。それが小動物的な可愛かわいらしさを醸かもし出だしてたまらないのだが、いつもと比べて悲しそうな雰ふん囲い気きを醸し出していた。

「あっ……」

　湊は〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かん〟を作ってくれたのが小萌であることを思い出した。

　おそらく時間をかけて作ってくれただろうに、今は燃えてしまい、読めなくなっている。

　それだけに湊は申し訳なさでいっぱいになった。

「ごめんよ、小萌ちゃん……。せっかく作ってくれたのに……」

「いえ、気にしないでください……」

　そう言ってくれるが、小萌の目には涙なみだが浮かんでいた。

　こんな状況で言うには酷こくだと思った。しかし言わずにはいられなかった。

「小萌ちゃん、ホントごめんよ……。でもそれを承知でお願いがあるんだ」

「……何でしょうか？」

「これ、もう一度作ってもらうことって、できないかな……？　いや、もちろん苦労をかけるってわかってる！　でもこれが俺おれには必要なんだ！」

〝四季ノ森美少女図鑑〟にはたくさんの女の子のデータが載のっている。これは土日のデートにも、今後にも絶対に欠かすことができない代しろ物ものである。

「今度はホルストなんかに奪うばわれないようにする！　絶対大切にするよ！　だから、お願いだ！　作ってもらえたら、俺、何でもするから！」

　謝しや罪ざいとお願いの二つの意味を込め、深く頭を下げる。

　数秒間の静せい寂じやくの後、小萌はか細い声でつぶやいた。

「何でも、いいんですか……？」

「……えっ？」

　どこか引っかかる物言いである。しかしここで退ひくわけにはいかなかった。

「あ、ああ、もちろんだ！」

「じゃあ、これをどうぞ」

　小萌が差し出してきたのは、〝四季ノ森美少女図鑑〟の倍の太さはあろうアルバムだった。

「名づけて〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かんまーくつー☆〟です。先せん輩ぱいとデートをしてみたいとアンケートで回答した女性九十六人全員のデータが入っています」

「ほ、本当!?」

「はい。なお、わたしのデータも入っているので、あまりじろじろ見ないでくださいね……？」

　く～、なんて仕し草ぐさをするんだ！　可愛かわいいなさすが小こ萌もえちゃんかわいい。

「あ、でも、すでにアルバムができてるなんて、俺おれが頼むより前に作っていたの？」

「私の命令でな」

　食堂から常磐ときわが顔を覗のぞかせつぶやく。

「それならもう少し早く言ってくれても……」

「あの、それはタイミングを外はずしてしまって……」

　確かに焦あせるあまり間かん髪ぱついれず頼んでしまっていた。責めるのは筋すじ違ちがいだろう。

「そ、そうだよな。ごめんよ、小萌ちゃん」

「いえ、気にしないでください……」

「いやいや、小萌ちゃんも自分のデータも入っているって言ってたし、恥はずかしかったんだろうから……って、あれ？　と、いうことは……」

　小萌ちゃんともデートをすることに……？

「あっ！」

　気がついたときにはすでに消え始めていた。

　頰ほおを赤く染めた姿を最後に、小萌は【少女は見ていたベイビーステツプ】によって見えなくなってしまった。

　常磐はパンッと手を叩たたいた。

「さて、説明は終了だ。次はお前の準備だ」

「……はっ？」

「何だその表情は。明日は四十八人とのデートを予定している。顔や名前が一致せず、満足させられると思っているのか？」

「ま、まさか……」

「これから覚おぼえろ。そのために取った男だん子し寮りよう立ち入り許可書だ」

　考えてみれば、今までの話はもっと前から話してくれてもいいことである。ギリギリで調整がついたのかもしれないが、電話で済む話だ。男子寮立ち入り許可書は居残って教えるために取っていたのか……。

「あ、あの～、俺おれ、暗記苦手なんですけど……」

「安心しろ。そのために全国トップクラスの秀才が二人いる」

「ひ～！」

　逃にげようとしたところで、湊みなとは蘭らんに襟えり首くびを摑つかまれた。

　細身なのにパワーは段違い。やはり女性から逃にげることなどできないのか……。

　襟えり首くびを摑つかまれたまま連行される。

　しかし階段の前まで来たところで、突とつ如じよ常磐ときわが玄げん関かんに行き先を変えた。

「……えっ？　常磐先せん輩ぱい、帰るんですか？」

「当たり前だろ。私にはプリンが待っているんだ」

「あれ、でも全国トップクラスの秀才が二人って……」

　当然常磐先輩と蘭らん先輩に決まっている──と思っていたが、違うとはどういったことだろうか。

「もう一人は部屋で待っていますよ」

　蘭がさらっと補足をする。

「誰だれですか？」

「行けばわかります。ちなみに、常磐様は秀才とは言えません。なにせ常磐様の成せい績せきは最下位ですから」

「……はっ？」

「常磐様は勉強しないので」

「くくっ、補習と留年は金と権力で握にぎりつぶした」

「常磐先輩って、ホント世の中舐なめてますよね！」

「褒ほめてもいいことはないぞ？」

「だから褒めてませんって！」

　常磐は鼻で笑うと、上じよう機き嫌げんで寮りようを去っていった。

「では行きましょうか」

「お、お手て柔やわらかに……」

　蘭の淡たん々たんとした仕し草ぐさがかえって恐おそろしい。

　本来、年下とも思える童どう顔がんと氷像のごとき美び貌ぼうを併あわせ持もつお姉さまにつきっきりで教えてもらえるなんてご褒ほう美びだ。しかしきっとこの人は、容よう赦しやも妥だ協きようもない。それが今までの雰ふん囲い気きから感じられるだけに、単純に喜ぶことはできなかった。

　すると蘭が階段を上り終えたところで立ち止まった。

「……どうしました？」

「いえ、気にしないでください。ちょっと動どう揺ようしているだけです」

「え？　動揺？　どうしてです？」

「あなたは本当に無神経ですね。私も女性です。男性の部屋に初めて入るときくらい、多少の緊きん張ちようをします」

　やばっ、蘭先輩って、可愛かわいくね？

　いつも常磐先輩の影に隠れているから気がつかなかった。知性のにじみ出た横顔がほんのり赤くなっているところがたまらなく愛らしい。

「いや～、それは気がつきませんでした！　蘭らん先せん輩ぱいでも緊きん張ちようすることってあるんですね！」

「何ですか、その勝かち誇ほこった表情は。だからあなたは無神経なんです」

　いいよいいよ～、蘭先輩～。

　俄が然ぜんテンションが上がってきた。こんな先輩と一夜じっくりと部屋で一緒だなんて、素晴らしい！

「すいません！　あんまりにも蘭先輩が可愛かわいらしかったもので！　あ、ここが俺おれの部屋です！　どうぞ中へ！」

　自室のドアを開け、促うながす。すると──

「お兄ちゃん……」

　パジャマ姿の有あり栖すがベッドに座って待っていた。

　ですよねー。そんな甘いことってないですよねー。

「残念だったわね、お兄ちゃん。可愛らしい御堂先輩と二人きりじゃなくて」

　声が物もの凄すごく低い。そりゃドア越しの声くらい聞こえますかそうですか。

「お、お前かよ、もう一人の秀才って！」

「紫し桃とうさんは二年生でトップクラスの成せい績せきです。しかもあなたとは元兄妹。適任でしょう」

「ああ、そうッスね……」

　湊みなとは脱力した。

　客観的に見れば確かに適任と言えるだろう。だが──

　湊は二つの理由から有栖と顔を合わせたくなかった。

　一つは女の子と仲良くすると、有栖の機き嫌げんが悪くなって邪じや魔まをしてくるため。

　もう一つは──

「…………」

　湊は無む意い識しきに有栖のパジャマ姿を凝ぎよう視ししていた。

　ピンクのパジャマって、女の子だよな。

　しかも女子高生のパジャマ姿って、グラビアでも見たことがないだけに新鮮でかわい──

「って、ちげーよ、俺ぇぇぇ！　こいつは有栖だぞぉぉ！　何考えてるんだよぉぉぉ！」

「ど、どうしたの、お兄ちゃん!?」

　そう、もう一つは、〝国会事件〟及および〝兄妹宣言〟以降、有栖を〝妹〟ではなく〝女の子〟として見てしまう時間が増えている──と湊が感じていたためだった。

　有栖は〝兄妹宣言〟をした。だからもはや完全に〝妹〟として見るべきであって〝女の子〟として見るのはおかしい。

　だからこそ湊は〝女の子として見ていることがある〟と有栖に悟さとられるわけにはいかなかった。

「な、何でお前がいるんだよ、有あり栖す」

　気づかれまいとするあまり、つい言葉がきつくなってしまう。そのことに『しまった』と湊みなとは感じたが、一度言ったことを取り消すことはできなかった。

「いちゃダメなの？」

　有栖が露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔をする。

　こっちは避けたいと思っているのに、有栖はお構かまいなし。そのことに湊はムカついた。

「別にんなこと言ってねーだろ。何でいるのか、って言ってんだよ」

「三さん条じよう先せん輩ぱいに頼まれたのよ。暗記は深夜までかかるだろうから、妹として助けてやってくれ、って」

「受けなきゃいいだろうが」

「こっちはお兄ちゃんのことを心配して手伝いに来てあげたんだけど」

「はぁぁぁ？　俺おれは頼んじゃいねーだろうが！」

「何よ！　お兄ちゃんのせいでわたしは貴重な金曜の夜が潰つぶれるのよ！　少しくらい感かん謝しやしてくれてもいいじゃない！」

「じゃあ今から戻ればいいだろ？　はいはい、それで解決っと」

「むっか[image: ～][image: ～]！　へ～、そういう態度取るんだ。わたしから見放されちゃったら、お兄ちゃんどうなっちゃっても知らないよ？」

「んなもん知るか！　お前なんかいなくても全っっっ然余裕に決まってるだろ！」

「本当かしらね～。いいわよ。じゃあ──」

「二人とも、そこまでにしてください」

　蘭らんの無機質な声が二人の間を切り裂く。

「久く我が原はらさん。心配してきてくれた妹さんに向けてその言葉はひどいと思います」

「で、でも……」

「紫し桃とうさん、あなたは兄が素直ではない人物だとよく知っているはずです。怒りはもっともですが、火に油を注ぐのはやめたほうがいいと思います」

「……はい」

「理解してもらえたのなら握あく手しゆをしてください」

　蘭が言うことは正論だ。だからといって素直に握手することには抵抗がある。

　湊は横目で有栖を伺うかがった。すると有栖と目が合った。

「──ふんっ！」

　有栖が視線を背そむける。それを見て湊もお返しとばかりに『けっ』とつぶやいてそっぽを向いた。

　蘭はそうした姿をじっと見ていたが、やおら湊と有栖の腕うでを摑つかみ、強制的に手を触れさせた。

　湊は温かな感触に思わず手を引いたが、蘭の腕わん力りよくはそれを許さなかった。

「握あく手しゆしてください」

「けど、蘭らん先せん輩ぱい、俺おれ……」

「してください」

　ほんのり青みがかった蘭の目が湊みなとを射抜く。

　これ以上迷惑をかけられないと思った湊は──折れた。

「ほらよ！」

　半なかばやけになって握手をする。思い切り握にぎり、ぶんぶんと振って、それで終了。

「これでいいですよね、蘭先輩！」

「しょうがありませんね」

　蘭はため息をついた。

「では始めましょうか。紫し桃とうさん、シャープペンシルとルーズリーフの用意は？」

「ここに」

　有あり栖すが備え付けの勉べん強きよう机づくえを指差す。

　と、そのとき、湊は衝しよう撃げきを覚おぼえた。

「あ、有栖、そそ、それは──」

「ああ、これ？　ゴミよ。この世には存在してはならない不ふ浄じようなゴミ」

　湊は目を疑うたがった。

　机の上に積まれた本らしきもの。間違いない。これは……秘蔵のエロ本だ。

　しかし、なんという厳げん重じゆうさだろうか。ビニール紐ひもで何重にも渡って縛しばられ、まるで悪あく魔までも封印されていそうな様相である。

「焼しよう却きやく処分しようと思ってね──」

　有栖の目が黒光りする。死を連想させる凶きよう悪あくな目つきに、湊は震ふるえ上あがった。

「あ、はい、それで結構です……」

「そう、なら私がこの世から抹まつ消しようしておくから」

　ああ、シェルター時代から慣なれ親したしんだエロ本が有栖の鞄かばんの中にドナドナされていく……。

　湊が涙なみだを浮かべて見つめていると、ポンッと蘭が肩かたに手を置いた。

「あなたも大変ですね」

　なにこの人!?　冷れい徹てつだと思っていたけど、超ちよういい人だよ!?

　常磐ときわ先輩と一緒にいたから同じ類たぐいだと思っていた。やはり話してみなければわからないものである。

「じゃあお兄ちゃん、始めるわよ」

「……ちっ、わーったよ」

「何か不満なの？」

「……別に」

　湊みなとは乱暴に椅い子すに座り、机つくえに向かった。

　エロ本の恨うらみはそう簡かん単たんに忘れられるものではない。かといって明日出会う女の子のことをおろそかにしていいわけではない。

　湊は気分を変えるため、〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かんまーくつー☆〟をパラパラとめくってみた。すると──

「んっ？」

　ある少女が目につき、手を止めた。

「あれ、この子……」

「ああ、この子可愛かわいいもんね～。お兄ちゃん、こういう子が好みなんだ～」

　横から入る有あり栖すの皮肉が痛い。

「確かに可愛いな。お前と違って」

「はぁぁぁぁ？　お兄ちゃん、今、なんて言った！」

「あ、すいません。何でもありません。マジごめんなさい」

　冗じよう談だんでもシャープペンシルの先をこっちに向けないでください。生きた心地がしないッス。

「久く我が原はらさん、紫し桃とうさんを挑ちよう発はつしないでください」

「挑発のつもりじゃなかったんですけど、つい」

「お兄ちゃん！　ついって何よ！　ついって！」

「はい、そこまでにしてください。暗記を始めますよ」

「わかりました……あっ、メールが。蘭らん先せん輩ぱい、ちょっとだけ待ってください」

「…………」

　蘭が眉み間けんに皺しわを寄せる。

　可愛らしいにらみだが、あまり怒らせるとどうなるかわかったものではない。

　湊は手早くメールを開いた。

「あっ……」

「何、お兄ちゃん？　どんなメールだったの？」

　湊は慌あわてて携けい帯たい電でん話わを背せ中なかに隠した。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　何で言わなきゃいけないんだよ！　兄妹といってもプライベートがあるだろ！」

「まあ、そうかもしれないけど……」

「久我原さん、もういいですか……」

　やばい。蘭先輩の機き嫌げんがどんどん悪くなっている。

　湊は急いで〝了解〟とだけ返信した。

「お待たせしました！　これで大だい丈じよう夫ぶです！」

「じゃあ、始めましょうか」

　蘭らんがシャープペンシルを手の甲こうでくるくると回す。

　それを見て湊みなとは思った。今夜は辛つらい戦いになるだろう、と。




　　　♀♀♂♀♀




　翌日の土曜、午前四時四十五分──

　日の出までまだ時間があり、一帯は暗い。寮りようを取り囲む木々は深い闇やみを宿しており、頼りになるのは道を照らす街がい灯とうのみである。

　そんな中、湊は最初のデート待ち合わせ場所に赴おもむくべく、寮を出た。

「ねみぃ……」

　この日のために用意したデート用の服も眠気を吹き飛ばすには至いたらなかった。

（本当に一いつ睡すいもさせてもらえなかった……）

　湊は先ほどまで続いていた暗記の過か酷こくさを思い出した。

『お兄ちゃん、また違うじゃない！　真剣にやってるの!?』

『久く我が原はらさん、ここ、さっきも間違えていたところですよね？　何を見ていたんですか？　では最初からもう一度やり直しましょう』

　はい、二人ともマジ鬼おに教きよう官かんでした。

　特に有あり栖すのキレっぷりが半はん端ぱではなく、いつも以上にツンケンしていた。中でもひどかったのが有栖の固有能力──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】によって腕うで毛げを一本ずつ抜かれたことである。奇妙な快感に新あらたな扉とびらが開けそうになっ──ではなく、腕を襲おそう鋭するどい痛みにギブアップしかけたほどだった。

　しかしその地じ獄ごくを乗り越え、ようやく女の子とデートの時間である。

「ふふ、ふふふふ……」

　湊は内側から力が湧わいてくるのを感じた。

　眠い。だが美少女との出会いは男に無限のパワーを与えてくれるのである。

　ここまで来ればあとは楽しむだけだ──

「しゃっ！」

　気合を入れるため湊が両りよう頰ほおを叩たたいたとき、右耳につけたイヤホンから常磐ときわの声が届いた。

『おい、久我原。聞こえているか？』

「あ、はい！」

　これは今朝けさ、寮で朝食を取っているときに常磐から渡されたものであり、必ずデート中につけていろと厳げん命めいされたものだった。

『よしっ、ちゃんとつけているな』

「つけなきゃひどいことするって言ったの、先せん輩ぱいですよね？」

『そんなこと言ってないぞ。お前にとって良くないことが起こるかもしれないとは言ったが』

「それマジ脅きよう迫はくッスよ！」

『なんのことだか。つけているならいい。久く我が原はら湊みなとデート対たい策さく本ほん部ぶのスタンバイは完了した。いつ始まってもいいぞ』

「そんなもんができてたんですね……」

『一応、簡かん単たんに警けい備び態たい勢せいについて説明しておこう』

　常磐ときわは口早に語っていく。

『まずお前から半径二十メートルより離はなれた地点は、警けい察さつが五十名態勢で警けい護ごしている。そのためやらないと思うが、走ったりすることは厳げん禁きんだ』

「えっ……？　け、警察……？」

『次に半径二十メートル以内は、私の直じき参さん部ぶ隊たいや警護を買って出てくれた生徒たちが通行人を装よそおって警護をする。この中には紫し桃とうと千ち賀が浦うらも入っている』

「はっ？　どうして有あり栖すや千ち湖こが？」

『お前の警護にはうってつけの人材だと思って、私が特別に依頼したのだ。紫桃なんて徹てつ夜やをさせたので途中から合流させるつもりだったのだが、構かまわないと言って出てきてくれている。素晴らしい兄妹愛だな』

　ということは、デートしているところを有栖がずっと見ていることになるのか……？

「ちょ、ちょ───っと待ってください！」

『却きやつ下か。死にたくなければ私の言う通りにするんだな』

「いえ、言う通りにしたほうが死にます」

『紫桃のことか？　お前が〝誠実に〟対応すれば問題なかろう？　それとも何か？　公衆の面前で邪よこしまな行動をするつもりということか？』

「ぐっ──」

　ここで押し問答をしていても無む駄だだ。とりあえずぶっつけ本番で乗り切るしかないだろう。

「す、するわけないじゃないですか！　任せてくださいよ！」

　湊は自信を見せつけるべく胸むねを叩たたいてみせた。

「あ、そういえばホルストのやつ、昨夜から見ないんですけど、先せん輩ぱいは知ってますか？」

　昨夜絶対邪じや魔ましてくると思いきや、ホルストは姿を見せなかった。そのため常磐が何かしら手を打ったのだと察していた。

『ああ、ホルストには遠いところに行ってもらった』

「なんか不ふ穏おんな響ひびきッスね」

『事実だ。今いま頃ごろニューヨークに着いているだろう』

「……はっ？」

　ニューヨーク？　なぜに？

『昨夜気絶しているホルストを車に運び入れ、そのまま飛行機に乗せた』

「どど、どうしてそこまで!?」

『あいつは牢ろう獄ごくに入れても脱獄してくるようなやつだからな。可能な限り距きよ離りを遠ざけるのがいいと判断した』

「ええ、それはよ～く理解できます」

　鎖くさりで繫つないでおいても何か問題を必ず起こすやつだ。ある意味、これがもっとも穏おん便びんな解決方法なのかもしれない。

『ということで、ホルストの対処はすでに完了済みだ。お前は気にせず目の前のデートに集中するといい。では私も楽しみにしているぞ』

　それだけ言って、イヤホンから音声が途絶えた。

　あいかわらず滅茶苦茶だ。しかもこっちの意見にまるで耳を貸さない。

　湊みなとは大きくため息をついた。息に怒りや不満をすべて込め、外に吐き出す。

「よしっ！」

　湊は仕切り直しに再度両りよう頰ほおを叩たたいた。気持ちの切り替え完了である。

　久く我が原はら湊デート対たい策さく本ほん部ぶ？　それがどうした！

　ハーレムだ、ハーレムを作るんだ。そのためには本部の言うことなんて聞いてられない。デートを楽しみつつも女の子も楽しませて、そして、そして……。

「ぐふふふふふっ！」

　湊は理想の未来を思い描き、スキップしながら最初の待ち合わせ場所に向かった。




　　　♀♀♂♀♀




　湊から一キロほど離はなれた山中。雄お々おしく生い茂る木々の合間に、数十人もの少女たちが潜せん伏ぷくしていた。

「ついにこのときが来たわね」

「……ええ」

　一人で双そう眼がん鏡きよう片手に湊を追っている少女もいれば、十名近くもの集団となっている一団もあった。

　こうした差は彼女たちの思おも惑わくが各々で違うことを示していた。

　以前まで、四し季きノの森もり学がく園えんは大きく三つの派は閥ばつに分かれていた。

　──常磐ときわ会かい。

　──餓が狼ろう会かい。

　──百合ゆり会かい。

　そのためどの会に属しているかで一定の統制は取れ、行動方針は読めていた。しかし久我原湊みなとという爆ばく弾だんの存在が、最さい大だい派は閥ばつであった常磐ときわ会かいを大きく揺ゆらがせていた。

　元々常磐会に所属していた少女たちは〝白馬の王子様がいつかやってきてくれる〟といった純じゆん粋すいな恋への憧あこがれを持ち、節度を保っていた。そしてその夢は、男がいない学園において壊こわれることなく維持されていた。

　だが久く我が原はら湊という現実が、多くの少女の目を覚さまさせた。

（待っているだけでは──）

（男の子と付き合うことができない──）

　夢見る少女じゃいられない。そう考えた少女たちが数多くいたのである。

　このことにより、常磐会は大きく勢力を減退させていた。

　これには常磐会代表者である三さん条じよう常磐の行動にも原因がある。

〝国会事件〟は常磐が湊に『女子生徒は男子生徒に対し、恥ずべき行為を慎つつしむべし』の例外を認めさせた事件とも言える。これは常磐会の少女たちにとって裏切りに等しい行動だった。

『今まで常磐先せん輩ぱい自身が恥はずべき行為を慎むべしって言っていたのに、例外を認めちゃうって、裏切りじゃない？』

　と堂々と話す少女まで現れる始末だった。

　その結果、二週間前まで全校生徒の過半数に届こうとしていた常磐会は分裂と離り脱だつを繰くり返かえし、三日前、ついに代表である三条常磐は、常磐会の解散宣言を行った。

『私は、ここに常磐会の解散を宣言する。しかし、後ろ向きな考えにより解散するわけではない。私は常磐会の目標が達成されたと考えたから解散を行うのだ。よく思い出して欲しい。私は一人の女として誇ほこり高たかく生きていく仲間を集めるため、常磐会を結成した。これは来たるべき男が入学してくる日、醜みにくい奪うばい合あいを避けたかったがため結成したものだ。決して男との交際を否ひ定ていしていたのではない。あるべき清き交際のために常磐会はあったのだ。わかるだろうか？　私が〝国会事件〟を起こしたのは、皆が誇り高き魂たましいを持つに至いたったと考えたためだ。恥じらいを忘れず、一人の女として誇り高き恋愛を行う。それができるだけの心を皆が持っていると確信に至ったならば、男が入学してきた以上、次の段階に進むのは当然のことである。そのため目標を達成した常磐会は、ここに解散する。今後は皆が誇り高き魂を持ったまま、〝恋愛戦国時代〟の勝者となることを私は望んでいる。──以上だ』

　常磐会が解散したことにより、常磐会からの防ぼう衛えいを主おもな目的とした餓が狼ろう会かいも存在意義を失いつつあった。決定的だったのは餓狼会の仲間同士で同じ男を奪い合う事態が発生したことである。このことにより、餓狼会も自然消滅へと向かっていった。

　かろうじて百合ゆり会かいは継けい続ぞくして会を存続させているが、男の入学は恋愛を同性へと向かわせる理由を減少させ、勢力は縮しゆく小しよう。三大派閥はすべて崩ほう壊かい、あるいは大幅に縮小することとなった。




　──こうして、四し季きノの森もり学がく園えんは群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代へと突入した。




　現在、湊みなとを観察している少女たちは大きく分けて二つに分類されていた。

〝久く我が原はら湊をゲットする会〟（通称：ゲット会）と〝久我原湊を抹まつ殺さつする会〟（通称：抹殺会）である。

　常磐ときわ会かい解散後、数十もの会が乱立することとなったが、その中でもっとも人数が多いのがこの二つの会だった。

　ゲット会はその名のごとく、湊を狙ねらう少女たちの会である。

　この会は元常磐会の少女たちが中心となって結成されている。

　湊を狙う少女が増える以上、その裏で血みどろの争いが行われるのが必然だった。しかし湊に想おもいを寄せながらも、見苦しい足の引っ張り合いをするのは本意じゃない少女も多かった。こうした一定の規き律りつを求めた少女が集まり、ゲット会は結成された。

　ゲット会では湊の前での無む秩ちつ序じよな能力の使用やゲット会同士での足の引っ張り合いを禁止している。湊に関する情報の収集なども行っており、通常のアプローチを行うには最適な組そ織しきだった。また湊が誰だれからか攻こう撃げきを受けた際、協力して守る防ぼう衛えい協きよう定ていも結ばれており、今回の常磐のデートプランにも協力的だった。そのため自分のデート番でないときは警けい護ごを行う少女も少なくない。こうした理性的な行動は、常磐会の教えを受うけ継ついだものと言えた。

　無論、ゲット会の中でも過か激げきさはまちまちで、規律を順守しようとする少女もいれば、出し抜こうとする少女もいる。

　これは最終的に湊の彼女の座を奪うばい合あうことになるのが必然なためである。しかしできる限り恨うらみが残らぬよう配はい慮りよしており、数ある会の中でも穏おん健けん的てきと言っていい組そ織しきである。

　逆に抹殺会は非常にシンプルな組織と言っていい。

　抹殺会は美少女と見れば鼻の下を伸ばし、ふらふらと吸い寄せられる湊に幻げん滅めつし、抹殺を企くわだてようとする会である。

　好きと嫌きらいは紙かみ一ひと重え。期待が裏切られたことに腹はらを立て、湊を抹殺し、心の安定を保とうとしているのがここにいる少女たちだった。また現百合ゆり会かいの少女も多く存在しているなど、男への嫌けん悪おが強くにじみ出た会と言える。

　抹殺会にとって湊が外に出る今日、天てん誅ちゆうを与えるいいチャンスだった。

　校内ではゲット会の勢力もあって手が出しづらいが、外ならばいくらでも機会はある。そう考え、様々な罠わなを画かく策さくしていた。

　そうした抹殺会の策さく謀ぼうにゲット会は気がつき、湊を守ろうと準備を進めていた。

　ゲット会と抹殺会。正反対な二つの会は山中で牽けん制せいし合あっており、一部では前ぜん哨しよう戦せんがすでに始まっていた。

「きゃっほほ～っ！　確か最初は……そう、七なな海みちゃん！　ポニーテールがかわゆいんだよなぁ～」

　校門へ向けてスキップする湊みなとの遥はるか後方。木々の合間から湊に狙ねらいを定めた少女の一人がつぶやく。

「──今だ！」

　少女──ソフトボール部のエースとして名を馳はせている敷しき原はら玉たま美みは、腕うでを一回転させて渾こん身しんの一球を投じた。

　シュゴゴゴゴ！

　敷原玉美は抹まつ殺さつ会かい特とく務む隊たい長ちようを任されているほどの剛ごうの者ものだった。加えてソフトボール部のエースとして鍛きたえ上あげたボールの威い力りよくとコントロールは余よ人じんの追つい随ずいを許さない。ボールは邪じや魔まとなる枝をへし折り、凄すさまじい音を上げながら一直線に湊に向かっていく。

　抹殺会と言えど、殺人をしたいわけではない。その証拠にボールは足元をめがけて投げられていた。

「甘い！」

　一人の少女が枝から飛び降りる。

　彼女の名前は手て塚づか鞠まり奈な。空手部エースにしてゲット会の特務隊長である。

　彼女は右みぎ拳こぶしにぐっと力を溜ためた。みなぎる殺気に周囲を飛んでいた鳥や虫が気を失い、枝から落ちていく。

　鞠奈が迫せまり来くるソフトボールに向けて放ったのは正せい拳けん突づきだった。

「【我が拳に砕けぬものなしヘブンズ・ドライブ】！」

【我が拳に砕けぬものなしヘブンズ・ドライブ】は鍛え上げられた拳により、その名の通りすべてを破は壊かいする。




　──スパンッ！




　けたたましい音が山合に響ひびき渡わたる。

　敗やぶれたのは──ソフトボールだった。ソフトボールは木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び、僅わずかな残ざん骸がいが宙を舞まい散ちるのみだった。

「くっ、鞠奈、あんたがゲット会に入っているとはね……。まったく昔から趣しゆ味みが悪いわよね。久く我が原はら湊なんてどこがいいの？」

「あんたにだけは言われたくないね、玉美。たかしくんだって、あんたがいなければあのころあたしが付き合えていたのに」

「それ、あんたの被ひ害がい妄もう想そうだから。たかしくんが好きだったのはわたし。邪魔したのはあんたでしょ？　まあ今いま更さらどうでもいいけど」

　彼女たちは同じ小学校に所属し、そして同じたかしという男の子に恋をした。しかし双そう方ほうが振られてしまい、それを相手が悪かったせいだと考えていた。

　元々彼女たちは共によく学校から表ひよう彰しようされてきたスポーツ少女だった。それだけに顔見知りであり、一定の共感もあった。しかしその失恋がきっかけで、互いを嫌きらい合あい、その後因いん縁ねんめいた関係となっている。

「どうもわたしたち合わないわね」

「うん、話は平行線だしな」

「でもいいわ。一つわかったもの」

「そうだな、あたしもわかったよ」

「「──ただ、あんたが気に食わない」」

　二人は一気に距きよ離りを詰つめていく。

　そんな中、湊みなとは遠く離はなれた山中を見上げ、

「今日は何だか山が騒さわがしいなぁ」

　とつぶやいていた。
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　ゲット会が抹まつ殺さつ会かいと対たい峙じしているころ、学園の校門前に一台のワゴンが止まった。

　建築業者が使っているような白のワゴンだが、一つ違う点を挙げれば屋根についたアンテナだろう。

　外観は通常のワゴンに毛が生はえた程度だが、中身はかなり違う。

　八人乗りのワゴンの真ん中と最後部の座席が取とり外はずされ、後部が丸ごと部屋と言えるだけの改造が施ほどこされている。座席は高級ソファーに変えられ、真ん中の座席があった場所にはテーブルが設置されていた。また運転手との間には液えき晶しようテレビが備え付けられており、移動を快適に過ごせるだけの設備が整っている。

　そんなワゴンのソファーに常磐ときわが足を組んで座っていた。

「どうだ、蘭らん？　配置は完了したか」

「はい」

　助手席から蘭が応じる。彼女の膝ひざの上にはノートパソコンが置かれており、本日の警けい備び状況や無数に配置されたカメラの映像が映し出されていた。

「ゲット会と抹殺会の状況は？」

「すでに小こ競ぜり合あいが始まっています。現状はゲット会が何とか抹殺会を押さえ込んでいる模様です」

「ならばいい。それより問題は──」

「〝埋まい伏ふくの毒どく〟ですね」

「そうだ」

　常磐は形の整ったあごに手をやり、しばし考え込んだ。

「出方はおおよそ見当がついている──が、警けい戒かいだけはしておけ」

「了解しました」

　蘭らんがノートパソコンに視線を落とす。すると湊みなとがデート相手の少女を発見したところだった。

「常磐ときわ様、ターゲットが接触しました」

「──では始めようか」

　蘭がマイクに向けてデートの開始を宣言する。その声は警けい察さつや警けい護ごの少女たちに伝わり、各自が臨りん戦せん態たい勢せいを整えた。

　こうして一日四十八人のデートは始まりを告げた。
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　最初のデート相手と湊が待ち合わせしていたのは学園の校門前である。

　しかしそこにいたのは、四人の少女たちだった。

「えっ……？　あれ……？」

　湊は慌あわてて徹てつ夜やで記き憶おくしたプロフィールを思い出してみた。

　一人は最初のデート相手である七なな海みである。そして残り三人は五時十五分から六時までの間に予定していた少女たちだった。

「ふふふ、久く我が原はらくん。別に間違ってないわよ」

「わたしたち、十五分ずつじゃなくて、四人で一時間にしようってことで話がついたの」

「だって十五分じゃ短すぎるでしょ？」

「そうそう。四人だと話す時間が減っちゃうかもしれないけど、一時間一緒にいたほうがいいもんね」

　これはゲット会の少女たちだからこそできた芸当と言える。

　彼女たちは昨夜に発表されたスケジュールを見て、同じゲット会であれば協力できる余地があると見て相談し合い、〝一人で十五分〟より〝四人で一時間〟のほうが有効と判断した。

　こうなれば後はライバルよりいかに自分をアピールするかが勝負となる。

　そのため彼女たちは表面的に友好を保ちつつも、各自有効打のタイミングを狙ねらっていた。

「「「「ダメ、かな……？」」」」

　四人の少女がそれぞれ違うおねだりポーズで尋たずねてくる。

　そんな可愛かわいいことされて、湊が答えられる言葉は一つしかなかった。

「そんなことはないよ。俺おれもみんなとは一秒でも長く一緒にいたいと思っていたから、全然オッケーさ」

「ホント!?」

　一人の少女が湊に抱きつく。それを見た他の三人は、抜けがけをさせまいと積極的な行動に出た。

「ありがとう、湊みなとくん！」

「みなとくん、かっこいい！」

「さすが久く我が原はらくん！　心が広いよね！」

　前から後ろから、右から左から、四人の美少女が湊に抱きつく。

「なはは、いや～、困っちゃうなぁ～！　なははははははっ！」

　柔やわらかな胸むねの感触が四方から襲おそいかかり、湊の精神を蕩とろかせる。

　だがそのとき、湊の生死を知らせるレーダーが敏感に反応した。




　──殺気！




　湊がビクッと身体からだを震ふるわせ、首を反転させる。するとそこに有あり栖すがいた。

　言わなくてもわかる。物もの凄すごく怒っている。というか、怒っているってレベルじゃない。近くを飛んでいた虫が邪じや気きに当てられ地面に落ちている。

　隣となりにいる千ち湖こが手を振ってきた。とりあえず湊が手を振り返すと、千湖はにこっと微笑ほほえんでくれたのに、有栖は阿あ修しゆ羅らのごとき形相のままピクリとも反応しない。

（これは、なんというか……）
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　居心地が悪い。可愛かわいい女の子に抱きつかれて嬉うれしいのに、心の奥底から楽しめない感じがある。

　何だろう、これは。……罪ざい悪あく感かん？

　って、罪悪感って何だよ!?　誰だれに対してだよ、それ!?

　ちょっと落ち着こう。

　別に悪いことはしていないはずだ。デートしている女の子と触れ合っていたって、そう、これはスキンシップ！　ましてや自分から抱きついたわけでもない。相手から抱きついてくれたのだ。ならばセクハラでもない！　完全無欠なるスキンシップと言えるのではなかろうか！

　ならばオッケーだ。罪悪感？　そんなものはないに決まっている！

「ちょっとちょっとみんな、これじゃ俺おれ、動けないよ～。なはっ、なはは──」

　と湊みなとが押し切ろうとしたときだった。

　ピピーッ！

　千ち湖こが笛を鳴らす。そして近寄ってくると、懐ふところから黄色のカードを取り出して掲かかげた。

「ミナトン、イエローカード」

「……はっ？」

「やりすぎって言ってるの。今の、校門だし、朝の五時で人がほとんどいなかったから良かったけど、外で見せられないレベルだから」

「ちょ、ちょっと待てよ、千湖！　どういう権限があってそんな──」

『私の決定だが』

　イヤホンから常磐ときわの声が耳に届く。

　ですよね、そんなことするの先せん輩ぱいしかいないッスよね。

『昨日も言ったように、お前が調子に乗りすぎるといつ凶きよう行こうに及およぼうとする輩やからが現れてもおかしくない。そのためあまりにもひどい有あり様さまを見せるようなら、危機管理上、デートを中止せざるを得ない。なお、累るい積せき四枚のイエローカードでレッドカード──強制退場だ』

「そ、そんなご無体な！」

『だから言っただろう。〝誠実に〟デートをしろ、と』

　それで常磐からの通信は切れた。

　その間、千湖がデートをしている四人の少女に事情を説明していた。

「昨日、三さん条じよう先輩から通達があったでしょ？　やりすぎると危険だからダメだって」

「でもセンセン、これくらいいいでしょ？　せっかくのデートなのよ」

「そうそう。周まわりにわたしたち以外にいないじゃない。これくらい、ねぇ？」

「そうよそうよ！」

「三条先輩の判断だからって納得いかないわよ！」

　少女たちは一歩も引かない姿勢を見せる。

　すると困り果てた千ち湖この肩かたに有あり栖すがそっと手を置いた。

「チコ、わたしから話すわ」

「アリス──」

　有栖は千湖を後ろに追いやると、ニコリと微笑ほほえんだ。教科書的と言える完かん璧ぺきな笑顔である。

　が、全身に鳥とり肌はだが立つのはなぜだろうか。

（ひるんじゃダメだ……）

　湊みなとは自みずからを激げき励れいする。

　ここがデートのターニングポイントだ。これを認めてしまえば、今後女の子はきっと抱きついてきてくれないだろう。そう、ここの対応でデートで行っていいラインが決まる。

　またここで折れては、女の子たちにはどう見えるだろうか？

　情けない男？

　妹に頭の上がらないお兄さん？

　──ダメだ。

　そんなことになったら、夢のハーレム計画なんて、実現不可能になってしまう。

　バシッと言ってやるのだ。有栖に兄貴としての威い厳げんを見せるのだ。

　有栖は妹。妹なら兄貴のほうが立場は上。それを見せつけ、このデートを素晴らしいものにするんだ！

　湊は大きく息を吸い込み、口を開けた。

「あのな、有栖──」

「お兄ちゃん、待って」

　スッと有栖が手を掲かかげる。

　穏おだやかな声に湊は肩透かしをくらい、思わず口をつぐんだ。

　有栖は笑顔のまま、四人の少女の顔を一人ずつ確認するように見回した。

「左から広ひろ松まつさん、山やま城しろ先せん輩ぱい、都と甲こうさん、石いし附づきさんでいいわよね？」

「そうよ」

「それがどうしたの？」

「警けい護ごの人は黙だまってて」

「デートの時間、減らさないでよ」

　少女たちから浴びせられた言葉は冷たい。しかし有栖は微み塵じんも笑顔を崩くずさず、語りかける。

「わたし、お兄ちゃんと話があるの。少し時間をもらっていいかしら？」

「だからこうして話している間もデートの時間が──」

「い　い　か　し　ら　？」

「うっ──」

　有栖の背せに、般はん若にやが見える。

　あの笑顔は闇やみを覆おおい隠かくすための衣ころも。そのことに明敏な少女たちが気づかないはずはない。あまりの恐おそろしさに萎い縮しゆくし、強制的に頷うなずかされていく。

「ば、馬ば鹿か言わないでよ！　お、脅おどしたってわたしは譲ゆずらないんだから！」

　しかし全員が屈したわけではなかった。勇ゆう敢かんな一人の少女──七なな海みが果敢に反抗してみせる。

　蛮ばん勇ゆうと大だい胆たんさは紙かみ一ひと重えである。七海はそれを知らなかった。

　有あり栖すは無む造ぞう作さに腕うで時ど計けいを見た。

「あら、こうしている間に一分過ぎちゃった。貴重な時間をごめんなさいね」

「だからあなたがいなくなれば…………えっ？」

　七海が驚おどろいたのも無理はない。有栖がつけていた腕時計は七海のものだった。

「──それ、わたしの！」

「わたしの……何？」

「だから──」

　と言ったところで、七海は気がついた。可愛かわいらしいマスコットキャラクターをかたどった腕時計が元通り手首に収まっていることに。

　驚きよう愕がくが隠せない七海に対し、有栖は愛用しているディオールの腕時計の位置を直した。

「それで、何だったかしら？」

「いえ、あの……」

　それ以上七海は言葉が続かず、やがて『どうぞ』と声を絞しぼり出だした。

「ありがとう。ごめんなさいね」

　と有栖は言うものの、この場にいる全員が、

　──邪じや魔まをすれば命はない。

　という意思が込められていることを無言で悟さとっていた。

「それじゃあお兄ちゃんを借りるわね」

　そう言って、有栖は湊みなとの腕を摑つかんだ。

　湊は誰だれよりも近い関係であるがゆえ、有栖の恐ろしさを骨ほねの髄ずいまで知っていた。

（だが──）

　引いちゃダメだ。やるときはやる男だと見せなければならない。

　そう決意し、湊は摑まれていた手を力づくではがした。

「おい、有栖。何かあるならここで言えよ」

　有栖の目が怪あやしく蠢うごめく。

「……いいの？　お兄ちゃんのことを思って、人目のないところに行こうと思っていたんだよ？」

　こえええぇぇぇ！　有栖さん、口が笑っていても目が笑ってないッス。

　逃にげ出だしたい気持ちを懸けん命めいに押さえ、湊は胸むねを張った。

「構かまわねぇよ。彼女たちが言ってたように、今、俺おれ、デート中なんだよ。貴重な時間を使ってるんだぞ？　なら早くしろよ」

「へ～、おモテになる方は大変ね～」

「自分がモテないからって嫉しつ妬とすんなって」

「は？」

　あ、言いすぎた。

　もはや有あり栖すに怒りを隠す気はない。脳のう天てんから邪じや気きがとぐろを巻いて放たれている。

「あ、有栖……？　ちょ、ちょっと落ち着こう、なっ！　お、俺もちょっと言いすぎたかなーなんて……」

「お兄ちゃんの……お兄ちゃんの……馬ば鹿かぁぁぁぁ！」

　パシンッ！　と湊みなとの頰ほおに平手打ちが決まり、景気のいい音が一帯に広がる。

　湊は有栖に押し出されるような形で、ふわりとバランスを崩くずした。

　デートしている四人の少女には、一発の平手打ちにしか見えなかった。しかし有栖が行ったのはそんな生なま易やさしいものではない。




　──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】




　彼女の常人を遥はるかに凌りよう駕がしたハンドスピードは、一秒間十七回の往復ビンタという狂きよう気きの所業を達成。湊は感知しきれないビンタになすすべなく崩れ落ちた。

　地面に倒れこむ寸前、湊を助けたのはデート中の少女たちだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、みなとくん！」

「怪け我がはない!?」

「ひどいよ、紫し桃とうさん！」

「そうよそうよ！」

「大丈夫よ。男女の力の差くらい理解してるわ。だから気絶なんて楽をさせない程度に加減してあるわよ」

　湊は震ふるえあがった。

　なんて恐おそろしいことを言う妹だろうか。まさに鬼おに妹いもうとである。

　強きよう烈れつな痛みに心が折れそうだ。しかし──

　湊は今後デートを予定している美少女たちの顔を思い浮かべた。

　ダメだ。ここで負けてはいけない。有栖の言いなりになってたまるものか！

「いってぇぇ！　何すんだよ、有栖！」

　湊が起き上がり反はん撃げきに出る。しかし有栖はあくまで冷静だった。

「何って、お仕置きだけど」

「はぁ？　何で俺おれがお前にお仕置きなんてされなきゃならないんだよ！」

　有あり栖すは鼻で笑った。

「お兄ちゃん、イエローカードが出る判断基準って聞いた？」

「いや、累るい積せき四枚で強制退場とは聞いたが……」

「判断しているのは、三さん条じよう先せん輩ぱい、チコ、そしてわたしよ。三人がすべて〝問題あり〟と判断したらイエローカード。加えて警けい告こくに対し、あまりにも順守しない姿勢を見せるようであれば、多少のお仕置きもやむを得ない──そういうことよ」

「生徒会長の常磐ときわ先輩ならともかく、何でお前や千ち湖こまで絡からんでいるんだよ！」

「三条先輩から依頼されたの。普ふ段だんのお兄ちゃんをよく知っている人が判断したほうがいい、って。〝ご近所様にお見せできない様子〟だったらイエローカード。わかりやすいでしょ？」

　ご近所様にお見せできない様子って────あ、うん、確かに近所のオバさんに見られたら絶対噂うわさに上っちゃう有あり様さまだったかな……。

　いやいやいや、もしそうだとしても、気にしなきゃいいじゃないか！

　って言っても有栖が納得するはずないし、恥はずかしい思いをするのは確かに有栖だしな……っと、待て待て。

　ここで認めたらハーレム計画なんて非道徳的なこと、達成できるはずがない！　ここは道理を無理で押し通すんだ！　せめて体たい罰ばつだけでも免まぬがれなければ、身体からだが保もつわけがない！

「ス、ストップ！　あ、有栖、どこかで妥だ協きよう案あんを見出そう！　そうだ、そうしよう！」

「──妥協はないわ。これは先生たちからの通達を三条先輩が生徒会の閣かく議ぎにあげて正式決定したものよ。もう決まったものは変えられないわ」

　優ゆう等とう生せいたる有栖は、決定したルールを順守する傾向がある。権力の後押しを受けて完かん膚ぷなきまでに理論武装した有栖は僅わずかな隙すきさえない。

　こうなった有栖の意思を曲げる手段を湊みなとは知らない。しかしそれでもあがかなければならなかった。

「あのな、有栖。暑いときに汗あせを流しちゃダメなのか？　歯医者に行ったら痛いって言っちゃダメなのか？　そういう──」

「──例とはまったく関係ない話よね。お兄ちゃんの〝ご近所様にお見せできない様子〟を学園生以外が見たら問題になるって話なんだし」

「あ、はい、そうですね……じゃなくて！　せめて体罰だけは勘かん弁べんしてくれ！」

「お兄ちゃん、誰だれにでも吠ほえてしまう犬がいるとして、怒っても直らないようならどうする？」

「それはもうちょっと厳きびしめに調教を──」

　と言いかけて、湊は慌あわてて口を押さえた。

「そう、お兄ちゃんもわかってるじゃない。つまり、そういうことよ」

「うっ──」

　マズイぞ。完全に墓ぼ穴けつを掘ってしまった。

　落ち着け。何らかの打だ開かい策さくはないものだろうか。発想を変えるんだ。有あり栖すを納得させて、しかもハーレムが達成できるような案はないものか──

（って、思いつかねぇぇえぇぇぇ！）

　理は有栖にある。道徳的に言えば、体たい罰ばつの良し悪しはあるにせよ、有栖の言うことは道理が通っている。そして有栖はそれを確信しているだけに、妥だ協きようの余地さえ見せない。

（……いや、待てよ）

　ここは一いつ旦たん、冷静に事態を見つめ直してみよう。

　三さん条じよう先せん輩ぱいが求めているのは〝誠実な行動〟だ。例たとえば女の子に抱きつかれてもにやけたりせず、『ここじゃ人目があるから』なんて大人おとなの切り返しができれば、オッケーと言えるのではないだろうか？

　となると、にやけたりするのがマズイのか。

　考えてみれば、にやけ顔を好まない女の子が多いのは間違いないだろう。ならばにやけないのは、自分にもメリットがある。真剣にデートをすることで女の子の好感度を稼かせぎ、ハーレムの礎いしずえを築くのだ。

　……よし、それならそれでやってやる。急がば回れ、ということわざもあるじゃないか。今は我が慢まんのとき。見事やり遂とげてみせようじゃないか。

「……有栖、お前の話はよくわかった」

「い、いきなり真ま面じ目めになって、どうしたのよ、お兄ちゃん。気持ち悪い」

「それだけお前の言葉が胸むねにしみたということだ。となれば、これでお前の仕事は終わったはずだ。さっさと行け」

「な、何よ、そんな風に言わなくてもいいじゃない！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　俺おれは彼女たちを待たせているんだ！」

「くっ……」

　理論を失った有栖は弱い。

「お兄ちゃん、後で覚おぼえてなさいよ……」

　そう捨すて台詞ぜりふを残し、有栖は離はなれていった。

　少し離れた位置から目を光らせている有栖を無視し、湊みなとは四人の少女たちに言った。

「さあ、これで邪じや魔ま者ものは去った！　これからみんなで楽しもう！」

　七なな海みが目を潤うるませ、湊の胸に飛び込んだ。

「みなとくん、ありがとう！　そんなにわたしたちのことを考えてくれて！」

　そうなると他の少女も黙だまってはいない。肩かたから背せ中なかから次々に抱きついていく。

「紫し桃とうさんに叩たたかれたところ、痛くない？」

「ねっ、くがはらくんのこと、くーがーって呼んでいい？　何かカッコよくない？」

「久く我が原はらくん、だ～いすきっ！」

「いや～、困っちゃうな～…………なはははっ！」

　これが夢に描いていた美少女サンドイッチ（湊みなと命名）か！

　なんたる柔やわらかさ！　なんたる心地よさ！　これぞ男の夢といえ──

　ピピ──ッ！

　早朝の校門を貫つらぬくホイッスル。千ち湖こがタッタッタと駆かけ寄よってきて、イエローカードを掲かかげる。

「ミナトン、アウト！」

「ちょっっっっっ！」

　一分も経たっていないのに、再び有あり栖すの登場である。

「お兄ちゃん、覚かく悟ご、できてるわよね？」

　あいかわらず有栖は取とり繕つくろった笑顔をしているが、おでこには怒りマークがついている。

「ちょっ、落ち着け！　落ち着いて話を聞いてくれ、有栖！　これには理由があってだな……」

「理由？　いいわよ。言ってみて」

「女の子に胸むねを押し付けられてにやけない男なんていない」

　そこまで言って、ふと湊は有栖の胸に目がいった。

「……すまん、少し訂てい正せいだ。そこそこ胸のある女の子に胸を押し当てられ──」

「お兄ちゃんの馬ば鹿かぁぁぁぁっ！」

「ぎゃああああああああぁぁぁぁ！」

　一秒間十九回の往復ビンタという奇跡がここに実現する。無論これはギネス記き録ろくだったが、そのことを知らず湊は悶もん絶ぜつした。




　　　♀♀♂♀♀




　なるべくデート時間を潰つぶさないよう、次のデート予定の少女は、常磐ときわが陣じん取どるワゴンで待機し、時間を見み計はからって出ていくことになっている。

　当初、交代する際に混乱が予想されたが、午前十時現在、少女たちはちゃんと時間を守り、順調にデートは進んでいた。

　これは少女たちの予想を超こえて、生徒会の統制に付け入る余地がなかったためである。

　少女たちはイエローカードが出ることまでは知っていたが、もう少し隙すきがあると思っていた。その隙をついて自分だけ得をしようと考える少女も少なくなかったが、ここまで完かん璧ぺきなる布陣が敷しかれているとは思っていなかった。

　下手へたなことをすればお仕置きでデート時間が終わってしまう。

　少女たちはそう懸け念ねんし、『いかに湊みなとをデレさせず好感度をアップさせるか』に思い悩んだ。

　これを達成するにはボディタッチを減らさざるを得ない。押し倒さんばかりの積極性で湊を物にしようとしていた少女が多かっただけに、対たい策さくが取れず十五分間当あたり障さわりのない会話で終了してしまう少女が相次いだ。

　しかしその中にも一風変わった行動に出た少女もいる。

「三み島しま優ゆう華か、体たい操そうをやります！」

　などと言って特技の新体操を十五分間やった少女もいた。

　また一発芸を行って印象を与えようとしたが、大きく滑すべってしまい、デート時間のほとんどを湊が慰なぐさめて終わった場合もあった。

　狡こう猾かつなのは予定自体に工夫をしてきた少女たちだった。

「あれ、君って、順番次だよね？」

「ふふっ、実は友だちにデート時間を確保してもらっていましたの。だからこれから三十分は私との時間ですわ」

　いいのかなぁ、と思って湊が本部に聞いてみると、回答は『問題なし』だった。

　こうした工夫は行われているものの、十時までの時点でデート内容自体は平へい凡ぼんと言えた。またイエローカードも連続二枚以降出てはいなかった。

　だが大きな脅きよう威いが蠢うごめきだしていた。

　それは時を経へると共に現れる。

　早朝から昼に近づくにつれて起こった変化。それは街まちに人が増え始めたことだった。

　そう、真の脅威とは学園生以外の市民である。

　男を見ずに育った幼女から八十を越える老ろう婆ばまで、ありとあらゆる女性が一目男を見ようと徘はい徊かいを始めていた。

　無論、湊が外でデートを行うことは公表されていない。だが人の口に戸は立てられない。

　常磐ときわはツイッターなどネット関連での情報漏ろう洩えいには金と権力にものを言わせて抑おさえ込こんでいたが、口コミで広がった情報まで封じることは不可能だった。

　こうした事態を想定し、生徒会では危険度を五段階（ＡＡＡトリプルエー、ＡＡダブルエー、Ａエー、Ｂ、Ｃ）に設定していた。そしてもっとも脅威の高いＡＡＡトリプルエーに分類されているのは、〝二十代～三十代の独身女性〟だった。

『ああ、可愛かわいいわ、湊くん……』

『年下の男……やんちゃなところを受け止めてあげる……ふふっ』

『もう男であれば他の部分は問わないわ！　とにかく捕まえて結けつ婚こん届とどけに判さえ押させればこっちのものよ……っ！』

　わざわざ湊を見に来る女性に欲望がないはずがない。元から独身であった者もかつて既き婚こんであった者も、ほの暗い欲望を暴ぼう走そう寸前まで抱えており、いつ犯はん罪ざいに走ってもおかしくない様相を呈ていしていた。

　なお、抹まつ殺さつ会かいも危険度はＡＡＡトリプルエーだったが、ゲット会が牽けん制せいしているため、実質の危険度はＡＡダブルエーとされている。

　その他危険度ＡＡダブルエーに属するのは、若い子にちょっかいをかけたいと考える厄やつ介かいな女性たちである。

『あの子、テレビに出ていた男の子よ？』

『あら、ホント、見に行ってみましょうか？』

『……せっかくだから触っても構かまわないわよね？』

『……そうね、きっと大だい丈じよう夫ぶですわよ。でも早く行かないと先を越されそうですわ。早く行きましょう！』

　彼女たちはかつての世界なら〝うざいオバさん〟程度で済んだかもしれないが、対象が湊みなとに集中することでトラウマとなりえる事態が考えられた。

　危険度Ａエーと言っても侮あなどることができるレベルではない。

　同学年の男を求めてはるばる遠えん征せいしてきた少女たちが四し季きノの森もり学がく園えんの生徒と対立する可能性があり、危険度Ａエーとされている。また幼女が子供ゆえの無分別さから爆ばく弾だんと言える発言を繰くり出だす可能性が考こう慮りよされ、危険度Ａエーとされていた。他にもうるさ型の老ろう婆ばが説教をしたくてうずうずして待ち受けている場合も危険度Ａエーである。

　このように日が高くなり、街まちが活性化するほど湊の危険度は上がっていた。

　街はすでに臭しゆう気きを帯おび、ＲＰＧに例たとえるならばラストダンジョンさながらの緊きん張ちよう感かんを醸かもし出だしている。女性たちは勇者を撃げき滅めつしようと徘はい徊かいするモンスターのごとき獰どう猛もうさを身に宿し、息を潜ひそめて湊の動向を伺うかがっていた──




　　　♀♀♂♀♀




　十時十五分、二十二人目となるデート相手の少女を見て、湊は少し救われた気持ちになった。

「そっか。次は小こ萌もえちゃんだったな」

「……はい。よろしくお願いします」

　可愛かわいらしいワンピースが心地よい風を心に呼び込んでくれる。

　湊がこれまでデートしてきた少女たちは、集団で昼食を取ったことがある程度の接点しかなかった。そのためいざ二人きりとなると会話のネタに窮きゆうすることも少なくなかった。

　しかし小萌とは〝国会事件〟や〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かん〟等で関わりが深く、当然顔、名前、性格を知っている。

　共通の話題を見み出いだすことに苦戦していた湊にとって、小萌の出現はありがたかった。

「こっちは任せて～！」

　少し離はなれたところで千ち湖こが手を振る。肩かたに担かついでいるのはテレビ局で使っているようなカメラである。それで湊みなとは、小こ萌もえが今までのデートをカメラで撮とっていたこと、今回だけ千湖が代役をやることを悟さとった。

「さて、と」

　デート時間は短い。目の前の小萌に集中しなければなるまい。

「いや～、小萌ちゃんが俺おれとデートしたいと思ってくれてたなんて嬉うれしいよ」

「そんな……恥はずかしいです」

　小萌は頰ほおを赤らめ、うつむいてしまう。

　今までの少女たちにはない控ひかえめな仕し草ぐさに湊は胸むねを摑つかまれた気持ちになった。

「小萌ちゃん、どこか行きたいところある？　たった十五分だけど、小萌ちゃんの行きたいところに行こう」

「もしかしたら先せん輩ぱいが行きづらいところかもしれませんが……」

「いいよいいよ。小萌ちゃんの行きたいところならどこでも」

「どこでもいいんですね？」

　気になる確認の仕方である。でもここで断るには角が立つ。

「あ、ああ、いいよ」

「じゃあ……」

　と言って小萌が指したのは目の前にそびえ立つデパートだった。

「そんなところなら全然いいよ！」

　そうしてデパートに入ることになった。しかし連れて行かれた店が問題だった。

「あの、小萌ちゃん……ここって……」

「ランジェリーショップです」

　見晴らす限りのランジェリーは鮮やかだが、それだけに入りづらい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「だよね……。で、でも俺、男だからちょっと入りづらいっていうか……」

「先輩、『どこでも』って言いましたよね……？」

「うっ──」

　小萌の得意技──天然上うわ目め遣づかいおねだりの登場である。これをやられると湊は勝てる気がしなかった。

「いやさ、でも……」

「先輩は『どこでもいい』って……」

　小萌は時折強引になるときがある。しかもそれが控えめなのに断れないほどの圧力があるから不思議である。

「ああ、わかった！　わかったよ！　行こう！」

　湊は半なかばやけになりながらランジェリーショップに踏ふみ込こんだ。

　白、ピンク、しましま……。

　数え切れないブラとショーツの乱みだれ咲ざきに湊みなとはめまいがした。

　さすが女性中心となってしまっただけのことはある。メンズコーナーがなくなったせいか、ランジェリーショップの広さが半はん端ぱなく大きい。

「ほんのちょっとだけ待っていてください。見てもらいたいのがあるんです」

「ちょっっ！　置いてかないで！」

　ここで独ひとりぼっちになるなんて、心細すぎる。

　小こ萌もえは行きかけた足を止め、

「先せん輩ぱい、何だか子供みたいです」

　と言ってくすりと笑った。

「い、いや、でもさすがに一人になると周囲の目が……」

「わかりました。じゃあ一緒に行きましょう」

　小萌は店の奥に進んでいく。その後ろを湊はすごすごと付いていった。

　小萌が立ち止る。そして並べられた中から一つのブラジャーを手に取った。

「先輩、これなんてどうでしょう？」

　黒！　そういうのもあるのか。

　しかし小萌ちゃんって意外に大だい胆たんだな。いきなり黒をチョイスする辺り、なかなかの強つわ者ものである。

「う～む」

　湊は小萌が身につけた姿を想像してみた。

　う～む、黒自体はいい。セクシーだし、嫌きらいではない。

　だが──

「それも悪くはないけど、小萌ちゃんにはもっと可愛かわいらしいのがいいんじゃないのかな？」

「えっ？　そうでしょうか？」

「うんうん。セクシータイプより可愛いタイプのほうがいいよ」

　そう、ここは譲ゆずれない。

　例たとえば理り沙さ先生のようなセクシータイプなら黒は見事にマッチする。また常磐ときわ先輩のような黒がイメージカラーと呼べそうな人なら高校生であっても着こなせるかもしれない。

　しかし小萌ちゃんの売りはあくまで小動物的可愛らしさ。ギャップとミスマッチは違うのである。

「じゃあ先輩はどういうのがいいと思いますか……？」

「これええええええぇぇぇぇ！」

　湊はノータイムでグリーンストライプの下着を指した。

　小萌と言えば緑の中に溶とけ込こんでいるイメージが湊にはあった。となれば色はグリーンで決まり。なお、ストライプなのは湊みなとの好みである。

「ちょっと子供っぽくないですか？」

「小こ萌もえちゃんは子供っぽいからちょうどいいんじゃないのかな？」

「…………」

　あれ？　怒った？

　小萌は口をつぐみ、苦にが々にがしい顔つきで見上げている。

　うん、怒った顔も可愛かわいい！　だが堪たん能のうしてばかりもいられないだろう。

「あっ、ご、ごめんよ！　子供っぽいって悪い意味で言ったんじゃないんだ！　凄すごく可愛らしいっていうか、そういう意味で！　大だい丈じよう夫ぶ！　胸むねだって有あり栖すなんかよりちょっとだけど大きいし、女性らしさも──」

「ふっ！」

　気合の入った声。湊が恐おそる恐る声の方向に目をやると、有栖が柱に向けて素振りをしていた。

「ふっ！　ふっ！」

　ふっ、の合間に響ひびく、ガンッという金属音がその威い力りよくを物語っている。

　するとイヤホンから常磐ときわが話しかけてきた。

『あ、久く我が原はら、後ろで紫し桃とうがお仕置きの練習をしているが気にするな。ちなみにさっきから紫桃がぶつぶつと〝お兄ちゃん死ね！〟とつぶやいているんだが、それは聞こえているか？』

「き、聞きたくなかったッス！」

『教えておかないとお前の命に関わると思ってな』

「あ、ありがとうございます……。ち、ちなみに先せん輩ぱい、お願いがあるんですけど……」

『何だ？　私を使おうだなんて高いぞ？』

「有栖をなだめてもらうことはできますか……？」

『無理だ』

　ぷつっ、と音声が途切れた。その後残った静せい寂じやくに、湊は絶望した。

「……………………死ぬ」

「先輩、大丈夫ですか？」

「いや、大丈夫じゃないかもしれない……」

「じゃあわたしが先輩を元気づけます！」

　小萌がグリーンストライプの下着を持って試着室に走っていく。

「ちょっっっ、まっっっ！」

　止める間もなく小萌は試着室に入ってしまった。

　マズイぞ……これは本気でマズイ……。下着姿の小萌ちゃんを見たら、にやけてしまうに決まっているじゃないか……。

　となればイエローカードは必然。そして有栖の登場──とすでに流れが見える。

　なんて悩ましいんだ……。デートっていうのは、楽しくて、開放的なものじゃないだろうか……？

　もっと自由なデートがしたい、と湊みなとは心から思った。

　だが現げん実じつ逃とう避ひをしている余裕はない。まずは現在の懸け念ねんを取り除かなければならないだろう。

　湊は試着室に近づき、カーテン越しに話しかけた。

「あ、あのな、小こ萌もえちゃん……」

「着替えました」

「はやっ！」

　試着室のカーテンがちょこっとだけ開く。奥から見えたのは、完全下着姿の小萌だった。

　控ひかえめだと思っていた胸むねだが、こうして寄せて上げればちゃんと谷間が見える。何よりも惜おしげもなく晒さらされた肌はだと幼げな体型がどこか背はい徳とく的てきで、血圧を急上昇させる。

　湊はにやけるのを懸けん命めいに堪こらえ、率そつ直ちよくな気持ちを言葉にした。

「あ……うん、凄すごく似合ってるよ……」

「本当ですか!?」

　いいよね、小萌ちゃん。素直に喜んでくれるとこっちも嬉うれしくなる。こういう子と付き合ったらきっと楽しいだろう。

「じゃあ先せん輩ぱい、こっちに入ってきてください」

「……えっ？」

「先輩、わたしが〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かんまーくつー☆〟を渡したとき、〝何でもしてくれる〟って……」

　ああ、言ったね。確かに言ったよ。でも──

「それはさすがにマズイんじゃ……」

「あれ、噓うそだったんですか……？　わたし、信じていたのに、そんな……」

　小萌の目に涙なみだが溜たまる。

　いいのか!?　入っちゃったら、我が慢まんが限界超こえちゃうかもしれないぞ!?

　そうなったらイエローカードは確実。体たい罰ばつも来るだろう。

（……いや、違う）

　イエローカードは現在二枚。逆に考えればあと一枚まではオッケーということだ。

　後は覚かく悟ご次し第だい。

（体罰を恐おそれて四十八人とデートなんてやってられるかぁぁぁぁぁ！）

　湊は有あり栖すや千ち湖こが制止するタイミングを与えず、試着室に飛び込んだ。

「……ふう」

　恐きよう怖ふは未いまだあるが、やってしまったからにはもう後戻りはできない。ここに至いたっては、堪たん能のうしようじゃないか！

　ふと湊みなとは鏡に映った自分と小こ萌もえの姿を見て、思わず唾つばを飲み込んだ。

　客観的に見ると、なんて凄すごい光景なんだ……。可愛かわいい女の子と密室で二人きり。しかも相手は下着姿。エロい。エロ過ぎる。

「ちょっと失礼しますね」

　小萌が湊に近づく。ミルクの匂においがして、湊の鼓こ動どうは跳はね上あがった。

　小萌は湊の右耳につけられたイヤホンをゆっくりと取った。そして自分が着ていたワンピースにそっと、だけど厳げん重じゆうにくるんだ。そして湊に身体からだを寄せたまま、耳元で囁ささやいた。

「ここならカメラも入ってこられないですし、これで聞こえないはずです」

「な、なるほど……」

　なぜ小萌がこんなことをするのか。

　湊には見当がつかなかった。しかし期待が膨ふくらみ、血流が勢いを増して全身を駆かけ巡めぐっていく。

「──先せん輩ぱい、お願いがあります」

「な、何かな？」

「よければ、ハグしてくれませんか？」

「ハ、ハグ!?」

「そそ、それと、ハグしたまま、前みたいに頭をなでてもらえたらなぁって……」
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「そ、それは……」

「前、続きをしてくれるって、約束してくれましたよね……？　デート時間が終わるまででいいんです。ダメ、ですか……？」

　下着姿の美少女にこんなことを言われて断れる男なんているはずがない。

「そんなお願いなら喜んで叶かなえるよ」

　湊みなとは恐おそる恐る小こ萌もえの肩かたに手を置くと、そっと自分の胸むねに抱き入れた。

　小萌は頭一つ以上小さい。そのためちょうどいい具合に小萌の頭が湊の胸に収まった。

　湊はそっと小萌の頭をなで始めた。

　やはりこの小動物的もふもふ感がたまらなく気持ちいい。しかも現在はお腹なかに胸の感触まである。

　たまんないね、これ！　昨夜から無茶苦茶なスケジュールだったけど、すべて報むくわれた気分だよ！

　そのとき──

　ピピーッ！

　ホイッスルが聞こえていた。

「ミナトン、アウト～！」

　湊は慌あわてて見上げた。するとそこにはカメラを持った千ち湖こが天井に張り付いていた。

「ち、千湖!?　お、お前……!?」

「ミナトンは【巨人殺しジヤイアント・キリング】を甘くみすぎだよ。アタシの【巨人殺しジヤイアント・キリング】なら天井に数秒間張り付いてられるんだ」

　千湖の行った技は、その強きよう靭じんな脚きやく力りよくにより可能となったものである。

　三角飛びをやってみたことがある人ならばわかるかもしれない。三角飛びは壁かべを蹴けり、より高く飛ぶ技だが、作用と反作用の力により壁に足がついた瞬しゆん間かん、溜ためがある。

　それと同様の原理により、千湖の【巨人殺しジヤイアント・キリング】はその驚きよう異い的てきな脚力により、ジャンプをした後、忍にん者じやのように天井に張り付くことができた。

　突とつ如じよ、試着室のカーテンが思い切り開かれる。開いたのは、無論先ほどからしなくてもいい練習に勤いそしんでいた鬼おに妹いもうとである。

「会いたかったわ、お兄ちゃん」

「お、俺おれは会いたくなかったんだが……」

　こいつ、殺やる気だ……。しかも、こんな密室じゃ逃にげられない。ヤバイ、人生終わった……。

　絶望していた湊に救いの手を差し伸べたのは小萌だった。

「わたしが先せん輩ぱいを助けます！」

　小萌は湊の手を握にぎり、発動させた。




　──【少女は見ていたベイビーステツプ】




【少女は見ていたベイビーステツプ】は気配を断つ小こ萌もえの固有能力である。これは小萌自身だけでなく、小萌が触れたものにも影えい響きようを及およぼす。

　小萌自身だけが消えたように感じられるのであれば、着ている服などが見えることになる。小萌の【少女は見ていたベイビーステツプ】は触れたものを含めて気配を断つからこそ効力を発はつ揮きするのである。

　湊みなとは【少女は見ていたベイビーステツプ】の発動を肌はだで感じられなかった。しかし有あり栖すや千ち湖こは明らかに姿を見失っている。

「水みず島しまさんだったかしら？　素晴らしい力ね。でも場所が悪かったわね」

　にもかかわらず、有栖は慌あわてていなかった。絶大な自信を全身から放ち、笑顔を見せる。

　しかし自信という点で言えば小萌も負けていない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　小萌はそう囁ささやいて力強く湊の手を引くと、確信に満ちた足取りで有栖の脇わきを抜けて試着室から脱出しようとした。

「あたっ！」

　声を発したのは小萌だった。有栖の横を通り抜ける寸前、何かにぶつかったのである。

「──そこだったのね」

　視線が小萌を捉とらえていた。【少女は見ていたベイビーステツプ】が解けたのである。

「まさか、紫し桃とう先せん輩ぱい……【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】で……」

「そう、ブロックしていたの」

　有栖は【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】によって千せん手じゆ観かん音のんのごとくバリアを張り、レーダーに引っかかるのを待っていた。小萌には試着室の上から逃にげる手もあったが、小萌だけであれば音もなく越えられても、湊には無理だった。

　つまりこの閉所の出入口を固められた時点で小萌の敗北は決まっていたに等しい。

「はいはい、モエモエはこっちね～」

　千湖が小萌を確保し、湊から離はなす。

　湊は覚かく悟ごを決め、服装を整えた。

「あのな、有栖。一つ言っておきたいことがある」

「……いいわ。聞いてあげる」

「小萌ちゃんの胸むねはお前より大きいぞ」

「お兄ちゃんなんて死んじゃえぇぇぇぇ！」

「ぎゃあああああああぁぁぁぁ！」

　湊の絶ぜつ叫きようはデパート内に広がっていった。










　　　♀♀♂♀♀




　一方、湊みなとの見えないところで、デパートは一種の混乱状態となっていた。

「ちょっとどきなさいよ！　あたしはこの店に入りたいだけなのよ！」

「ダメです！　あなたは先ほどから久く我が原はら湊の近くをうろついていましたね？　危険を考え、中に入れることはできません！」

　湊がデパートに入ったことで配置されていた警けい官かんは、不ふ審しん者しやを抑おさえきれなくなっていた。

　外であれば警官は一時的な通行規制である程度対処できた。しかしデパートは商業行為をしている。無む秩ちつ序じよな入場制限によって営業を妨害することは警察にできない。そのため目立つ者の排除だけで手て一いつ杯ぱいの状態となってしまっていた。

　こうなると頼りになるのは常磐ときわの直じき参さん部ぶ隊たいである。

　直参部隊のほとんどは常磐会の生き残りだった。常磐会にいたころから常磐を崇すう拝はいし、常磐の意のままに動く──そんなメンバーが直参部隊として動いている。

　直参部隊の指し揮き官かんは蘭らんだった。その彼女は湊がデパートに入って以来、めまぐるしい状況の変化に的確な指示を出して防ぼう衛えいを行っていた。

『クリムゾンレッド、二時の方向に不審者発見。すぐさま確保を』

『了解』

『オリエンタルブルーはクリムゾンレッドが抜けた穴のカバーをしてください』

『しかしそれではこちらが手て薄うすになってしまいますが……』

『やむを得ません。そちらは人ひと気けが少ないので、クリムゾンレッドの穴のカバーが優ゆう先せんです。ただ移動後も警けい戒かいだけは続けてください。オリーブグリーンがあと五分で戻るので、それまでの辛しん抱ぼうです』

『わかりました』

　常磐は十台のカメラを今回のデートに持ち込んでいた。その一つが小こ萌もえの持つもので、これは湊固定カメラと名付けられている。残り九つは直参部隊の少女が撮さつ影えいを行っており、不審者の動向を探ることを目的として使用されていた。

　この合計十台のカメラ映像は秘ひ匿とく回線により蘭のノートパソコンに送信され、護ご衛えいの重要なツールとなっている。無論警察とも共有されており、この十台によって湊の安全が確保されていると言っていいものだった。

「綾あや乃のちゃんはピースメイキングが好きなのかぁ。いや～、俺おれも大好きだよ～。奇遇だな～。いいよね、ロックな感じがさ～」

　そして皆の注目を一身に浴びる湊は、現在頰ほおに赤い手形をつけたまま、ＣＤショップで新あらたな少女とデートをしていた。

（大体のラインは読めてきた……）

　デートに慣なれてきた湊みなとは、そう感じ始めていた。

　いくら有あり栖すが恐おそろしいと言っても、こちらが過失を犯さない限りイエローカードも体たい罰ばつもない。そのため有栖の視線は変わらずあるものの、ハメを外はずさなければ大だい丈じよう夫ぶ、という自信が生まれていた。

　ならばそのラインを越えないよう楽しむだけである。

　イエローカードもすでに三枚。もう無茶はできない。ならばある程度わきまえた上で楽しもう、と前向きな気持ちとなっていた。

　だがしかし、裏では魔まの手てが忍しのび寄よっていた。

「いいわ……久く我が原はらくん……。これでわたしのものよ……」

　包ほう囲い網もうを巧たくみにくぐり抜け、一人のＯＬが湊に近寄る。

　彼女の名は立たて見み可か奈な子こ。昼はＯＬ、夜はＳＭクラブの女王を行っている女性である。

　彼女が日常から行っている顔の使い分けはここで威い力りよくを発揮し、『ＣＤを見に来たＯＬ風の女性』として完全に周囲に溶け込んでいた。

　そんな彼女が警けい備びの隙すきをつき、夜の仕事で愛用している縄なわをバッグからそっと取り出した。

「!?」

　それを発見した蘭らんは顔を青くした。慌あわてて指令を出す。

『オリエンタルブルー、至急戻ってターゲットの警けい護ごを！　今、縄を取り出した不ふ審しん者しやが！』

『了解です…………いたっ！』

　オリエンタルブルーの声に蘭は報告を求める。

『誰だれか状況の説明を！』

『こちら三カメ！　まきびしです！　まきびしがまかれています！』

『くっ──三カメ、カメラを放ほう棄きしても構かまいません！　ターゲットの警護を！』

『わかりました！』

　蘭の指示もこのときばかりは遅かった。すでに立見可奈子は輪っかとなった縄を湊に向けて投じていた。

　縄の勢い、タイミング、すべて完かん璧ぺきだった。

　可奈子は以前、ＳＭクラブの得意客（女性）から『カウボーイに捕ほ獲かくされるプレイをしたい』と懇こん願がんされたことがあった。そのときの練習が今、活いきた。

「わたしの縄に触れたが最後──もう離はなさないわ！」

　可奈子の夜の顔が、昼前のデパートに浮かび上がる。

　投げられた縄と湊の距きよ離りは一メートルを切っている。まだ湊は気がつかない。

　可奈子は勝利を確信した。

「獲とった……っ！」

「ふふふ～ん」

　だが彼女にとって予期せぬことが起こった。突とつ然ぜん、湊みなとがデート相手の少女と正反対の方向に動き出したのである。

　可か奈な子こは湊の動きを予測して縄なわを放っている。そのため湊が急に方向を変えては何の意味もない。結果、縄は無情にも湊の後方を通り過ぎていった。

「何……っ!?　かわされた……っ！」

　これは湊が先ほど、洋楽コーナーでセクシーなジャケットのＣＤを見つけたためだった。

　可奈子が湊を狙ねらうのと同様、湊もまたアムールトラのごとく獲え物ものに狙いを定めていたのである。

　セクシーなジャケットというものはデート相手と一緒に凝ぎよう視しするものではない。そのため湊は密ひそかに一人になって手に取るタイミングを見み計はからっていた。

（これだけは、ちゃんと見ておかなければ……っ！）

　湊が手に取ろうとしたＣＤジャケットは、男子高校生となれば逃のがせない逸いつ品ぴんだった。

　下した乳ちち、へそだし。しかもただの下乳ではない。

　なんとジャケットの美少女はスウェーデン人の十五歳さい（帯に『世界を魅み了りようする新しん進しん気き鋭えいの十五歳』と記載）なのである。成長期特有のあどけなさを残した金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女の豊かな下乳のエロさたるや、母なる地球が育はぐくんだ大いなる実りを実感させるのに十分なものだった。つまり世界の広さを経済大国日本に見せつけるジャケットなのである。

　かといってデート相手の綾あや乃のに魅力がないわけではない。綾乃はいわゆる姫系の女の子で、コケティッシュな魅力に満みち溢あふれている。

　双そう方ほうには双方の魅力がある。それゆえ、どちらも捨てておけるものではなく、両立できるものでもない。

　解決方法は一つ。何とかフリーとなる時間を絞しぼり出だすことである。

　そのため湊は綾乃が好きな音楽の傾向を把は握あくしつつ、静かにタイミングを計っていた。

　──そして、機は訪れた。

「ピースメイキングのコーナーって、あそこじゃない？」

「あ、ホントだ！」

　湊の誘ゆう導どうに、綾乃が食いついた。綾乃が四年ぶりに戻ってきたある男性アイドルの特集コーナーに向かった隙すきをついて、湊は正反対にある洋楽コーナーを目指した。

　この行動が、結果的に湊の身を守る結果となっていた。

「くっ……！」

　計画が崩くずれた可奈子にもはや余裕はなかった。

　バッグから愛用のムチを取り出すと、一気に湊めがけて駆かけ出だした。

「湊く[image: ～][image: ～]ん！　あたしの豚ぶたになりなさい[image: ～][image: ～]！」

「えっ!?」

　ここでようやく湊みなとは不ふ審しん者しやの存在に気がついた。

　しかし元より男性と女性の力の差は歴然としている。逃にげようと湊はするが、速度において完全に劣おとっていた。

「もらった！」

　可か奈な子こがしなやかにムチを振るう。

　もはや避けられる距きよ離りでもスピードでもない。湊は覚かく悟ごを決め、目をつぶった。

「……？」

　だが来きたるべき痛みは襲おそってこなかった。

　湊が恐おそる恐る目を開けると、有あり栖すが立ちはだかっていた。

「有栖!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃん……？」

　服の脇わき腹ばら部分が裂け、その奥にある肌はだにはうっすら血が滲にじんでいた。

　そんな姿を見て、湊は有栖が身体からだを張って助けてくれたことを知った。

「有栖、お前……」

「もう、お兄ちゃんはわたしがいなきゃホントにダメなんだから……」

　ムチで打たれたところがミミズ腫ばれになっており、見るからに痛そうだ。

　湊は申し訳ない気持ちになった。

「すまん、俺おれ──」

「どきなさいよ、小こ娘むすめ！」

　可奈子が再びムチを振るおうとする。

「くっ──絶対お兄ちゃんを傷つけさせはしない……っ！」

　有栖は身を固めた。有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】と言えど、捉とらえられない速度で襲いかかるものを摑つかむことはできない。

　可奈子が手を振り下ろすその瞬しゆん間かん、彼女の背はい後ごに千ち湖こが現れた。

「ごめん、遅くなっちゃった！」

「えっ？」

　可奈子が振り向いたところに千湖の蹴けりが飛ぶ。可奈子はその威い力りよくに弾はじき飛とばされた。

　その隙すきを見て蘭らんは指令を出した。

『オリエンタルブルー、不審者の確保を！』

『オリエンタルブルー、確保しました！』

　可奈子が体勢を整える前に直じき参さん部ぶ隊たいの一人が間に合い、手て錠じようをかける。それで可奈子の動きは完全に封じられた。

「くそっ、離はなしなさいよぉ！」

「観念しなさい！」

「この小こ娘むすめがっ！　わたしの何がわかるのよ！　四年前に夫に先立たれて以来、身体からだが火ほ照てってるのよ！　少しくらい貸してくれたっていいじゃない！」

　蘭らんは無表情のままため息をついた。

『まったく下品な……。オリエンタルブルー、早く警けい察さつに渡してください』

『はっ！』

　そうして可か奈な子こは警察に連行されていった。

「ごめんね、ミナトン、アリス。アタシ、大だい丈じよう夫ぶだと思ってお手洗いに行っちゃってて……」

「気にすんな。それより有あり栖す、怪け我が大丈夫か！」

　湊みなとがそう尋たずねると、有栖は痛みに汗あせを流しながらも微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃんこそ、怪我ない？」

「俺おれのことなんて心配すんな。大変なのはお前のほうだ。三さん条じよう先せん輩ぱい！　聞こえているんでしょう？　有栖の手当を！」

『今、治ち療りよう班はんを向かわせている。その場で安静にさせておけ』

「わかりました」

　通信が切れる。

　湊はすぐ近くにあった自動販売機の横に有栖を座らせた。

「ごめんね、お兄ちゃん、せっかくのデートの時間使わせちゃって……」

「何言ってんだよ。こういうときはそんなの気にしなくていいんだよ」

「うん、ありがと、お兄ちゃん……」

　そこまで言って、会話は途切れてしまった。

　湊は気まずさを感じた。

　有栖とは今日散々ぶつかり合っていただけに気の利きいたネタがない。別の話題を振ろうにも、地じ雷らいを踏ふんでしまいそうで切り出すには勇気がいる。

「アリス、せっかくだから今、言っておいたほうがいいよ」

　突とつ如じよ、千ち湖こがそう言った。

「チ、チコ!?　それは──」

「何だ？　言いたいことがあるのか？」

　有栖が落ち着きをなくし、身体からだを縮ちぢこまらせる。

「言わないの？」

「だ、だから、まだ心の準備というか──」

「何なんだよ。言いたいことがあるなら言えって」

「でも──」

　業ごうを煮にやした千湖が切り出した。

「あのさ、ミナトン。〝兄妹宣言〟あったじゃん？」

「っ──あ、ああ、あったけど、それがどうかしたか……？」

　湊みなとは動どう揺ようを隠すので精せい一いつ杯ぱいだった。

〝兄妹宣言〟は〝兄〟と〝妹〟という立場をはっきりさせた分ぶん岐き点てんである。また湊にとっては、有あり栖すをより〝女の子〟として見るきっかけとなった事件でもあった。

　そのため蒸むし返かえしたくない話題だった。それだけに心の中は焦あせりでいっぱいとなっていた。

「ほら、アタシにできるのはここまでだよ、アリス。後は自分でね」

「チコぉ～」

「情けない声出さないの。ほら、しっかり」

　有栖が顔を上げる。その顔は真っ赤になっていた。

　湊は唾つばを飲み込んだ。

　な、何だよ、何で赤くなってるんだよ!?　そんな風にされたらこっちまで意い識しき──じゃなくて、緊きん張ちようしちゃうだろうが!?

　有栖は決意を秘めた目をして、口を開いた。

「──あのね、お兄ちゃん」

「な、何だ……？」

　お、落ち着け。慌あわてることなんて何もないはずだ。

　もったいつけておいて大した話じゃないなんて、よくあるじゃないか。ドンと構かまえていればいいのだ。期待も心配もする必要は──って期待って何だよ、俺おれぇぇぇぇ！

「い、いや！　ちょ、ちょっと待て、有栖！　あのな──」

「〝兄妹宣言〟なんだけど──」

「だ、だから待てって──」

「あ、あれはね、本当はね──」

「ありす、怪け我がゎ大だい丈じよう夫ぶ？」

　湊と有栖が思わず固まる。

　声をかけてきたのは有栖の天敵と言える少女だった。

「あたし、実ゎ近くで見てぃたんだけど、間に合ゎなくって……。それで謝あやまりに来たの……」

　そう言って、瞳ひとみは可愛かわいらしく身体からだをくねらせた。

「ごめんね、ありす。もっとすぐ謝りに行けばょかったんだけど、勇気が出なくて……。でもありすがみなとくんと話してぃる姿を見て、今しかなぃって思ったの」

　ん？　今、微び妙みように言葉にトゲがあったような……。

　有栖は『へ～、そういうこと』とごく小さな声で独ひとり言ごとをつぶやくと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「気にしないで、ひとみ。あなたが心配したことは十分に伝わったから」

　あれ？　心配してくれた、じゃなくて、心配した……？

　どこかおかしい。はっきりとはわからないが、どことなく。

「そぅ、ょかった。でもありす、これからゎ気をつけてね。どこで誰が狙ってぃるかゎからなぃんだから」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ひとみ。もう油断したりしないから。だから安心して」

「そっかぁ、ふふふふ……」

「そうよ、ふふふふ……」

　でもこうやって笑い合っているんなら気にすることもないだろう。

　そう思い、湊みなとは言った。

「よかったな、有あり栖す。友達が心配してくれて」

「どうしてわからないのよ！　お兄ちゃんの馬ば鹿か！」

「何でだよおおおおおぉぉぉぉ！」

　有栖の平手打ちで湊が吹き飛ばされる。

　医い療りよう班はんがやってきたので千ち湖こは、『あ、怪け我が人にん一人追加です』と声をかけた。




　　　♀♀♂♀♀




　湊の見えないところでの攻防はランチを挟み激はげしさを増していた。しかしゲット会は抹まつ殺さつ会かいを完封する勢いで魔まの手てを防ぎ、蘭らん率ひきいる直じき参さん部ぶ隊たいも一度の失敗を教訓とし、警けい察さつと連れん携けいしつつ凶きよう行こうを抑おさえきっていた。

　そういった血で血を洗うような争いを夏なつ秋あき瞳ひとみは静かに見守っていた。

　瞳は元々縁えんのあった有栖、千湖といったメンバーを除けば、もっとも湊に近づいている人物という評価を得ている。そのためどの陣じん営えいからも要注意人物として名前が挙がっていた。

『ふふっ、これでみなとくんもィチコロょ！』

　とつぶやく姿が学内で目もく撃げきされているが、実際は各陣営の予測に反して大人おとなしい。

　動いたのは有栖が怪我したとき一度のみ。ただしそのときも軽く会話をしただけですぐさま引き返すというあっさりさだった。

　その静けさが、逆に各陣営には恐おそろしい。

『あれは擬ぎ態たいよ。きっと悪あく辣らつな企たくらみをしているんだわ』

『いいえ、有利な位置にいるからってあぐらをかいているのよ。今がチャンスね』

『どちらにせよ、注意しておいて損はないわ。同じゲット会のメンバーならともかく、あんな女に湊くんを奪うばわれては泣くに泣けないわ。マークを外はずさないで』

　といった感じでゲット会は警けい戒かいしている。

　一方、抹殺会は戦せん闘とう時じの警戒を行っていた。

『夏秋瞳の【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】……私は〝国会事件〟の際に見ていたが、あれは油断ならないぞ』

『遠えん距きよ離り攻こう撃げき班はんを増やす……？　いえ、強化するなら近距離攻撃を増やしたほうが……』

『問題は突入タイミングだ。今は動いていないが、フリーなだけにいつ牙きばをむくか……。あの女は餓が狼ろう。奇き襲しゆうにも用心しておけ』

　直じき参さん部ぶ隊たいとしても瞳ひとみは油断ならない存在だった。

『夏なつ秋あき瞳は何をしでかすかわかりません。不ふ発はつ弾だんと同じものだと考え、細心の注意と最大の警けい戒かいを持ってあたってください』

　と蘭らんは直参部隊に警告していた。

　このようにすべての陣じん営えいは、瞳が何らかの動きを見せれば排除するだけの用意があった。

　だが瞳は動かない。同じデート予定の少女たちと一緒に湊みなとの動向を伺うかがっているだけでは、排除するには理由として弱い。

　その瞳の出番が、あと五分に迫せまっていた。

　現在の時刻は十四時四十分。湊はデパートに入っているマカロンで有名な洋よう菓が子し店てんでケーキを食べていた。

　問題はまだケーキを食べ始めたばかりということだった。

　たった十五分で店に入り、ケーキを食べるなんてことは不可能に近い。しかし現在デートしている少女はそれを承知で洋菓子店に突っ込んだ。そのため、

『もう少しだけ！　ケーキを食べ終わるまで待って！』

　などと言って揉もめることが予見された。

　それだけに各陣営の緊きん張ちようは一秒ごとに高まっていた。

　余談ではあるが、このときしびれを切らした有あり栖すが、

『ひとみを狙そ撃げきしてください！　何かあってからでは遅いんです！』

　と蘭に進言しているが、一いつ蹴しゆうされている。

　十四時四十五分──ついに時は来た。

　瞳が洋菓子店に入っていく。そして前の順番の少女と対たい峙じした。

「もう少しだけ待ってよ！　ケーキを食べ終わるまでくらい、いいでしょ！」

　案の定の発言が飛び出し、各陣営は頭を抱えた。

　しかし──

「あ、そぅなんだ。じゃぁ、ちょっとだけなら待ってもぃぃょ。あたしぉ手洗ぃに行ってるから、それまでに食べてょね」

　と言って背せを向けた。

　完全に肩かた透すかしである。各陣営は焦あせって緊きん急きゆう対たい策さく会かい議ぎを開き、

『騙だまされるな。あれは偽にせ物ものだ。本当の夏秋瞳は地中に隠れている』

『いや、きっと悪い食べ物を食べたのだ。そのせいで丸くなっているだけだ』

　などと検けん討とうされたが、どれも的を射ていなかった。

　その後、ケーキを先に食べ終えた湊みなとが席を立つ。

「俺おれもちょっとお手洗いに」

　過密スケジュールの中、湊はトイレの時間すら確保することは難しい。そのためすんなり見送られ──それから十五分以上出てこなかった。

『おかしい……。大きいほうでもこれは長すぎるんじゃないか？』

　という女性にあるまじき発言まで出たところで、各かく陣じん営えいは気がついた。




　──まだ夏なつ秋あき瞳ひとみがトイレから出てきていない。




　この洋よう菓が子し店てんだけでなく、すべての店でトイレは女性用のみとなっている。

　なぜなら四年間トイレを使うのは女性しかいなかった。また男性が外に出てきた後も、一％しかいない男性のことを考こう慮りよに入れてトイレの仕様を変更ないしは新設するのはコストパフォーマンス的に困難だった。

（と、いうことは、二人は一緒にトイレの中で……）

　そう考えが至いたったのは、各陣営同時のタイミングだった。

　ゲット会、抹まつ殺さつ会かい、直じき参さん部ぶ隊たいもこのときばかりは敵味方を越えてトイレに突入する。

　何の変哲もない三つの個室。しかし室内にはある声が響ひびき渡わたっていた。

「ダメだょ、みなとくん！　こんなところじゃ！」

「ひとみ……っ！　ひとみ……っ！」

「っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　あまりの事態に全員赤面する。恋愛に飢うえていた少女たちにとってこの声は刺し激げきが強すぎた。

　しかし徐々に理性を取り戻すとともに、怒りがふつふつと湧わいてきた。

「てめぇばっかりいい思いしやがってぇぇえぇぇぇぇ！」

　一人が叫さけぶと、他の者も我われに返った。

　声が聞こえるのは一番奥の扉とびらからだった。

　となれば答えは一つ。あそこの中でうらやまけしからんことをしているに違いない。

「覚かく悟ごしやがれぇぇぇ────えっ!?」

　と先頭の少女が扉を開いた瞬しゆん間かん、驚おどろきを見せた。しかし集団の勢いは止まらないところまできていた。

「うわっ、わああぁぁぁ！」

　人の波に飲まれ、将しよう棋ぎ倒だおしになってしまう。

　もみくちゃになり、誰だれもが痛みとめまいを覚おぼえる中、いち早く立ち直った少女が叫ぶ。

「──いない！」

　あったのはボイスレコーダーだった。

「どこよ!?」

「二人はどこにいったの!?」

　慌あわてる集団が見つけたのは、窓だった。

　開けてみると一定のところで歯止めがかけられていたのに、壊こわされている。元々通り抜けられない状態だったのに、今は可能となっていた。

　洋よう菓が子し店てんはデパートの三階にある。ならば湊みなとには脱出が不可能である。しかし瞳ひとみが抱えれば──

「っ……逃にげられた！」

　不測のことに混乱しながらも、各かく陣じん営えいは再編成をし、湊と瞳を追っていった。
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「あのチャーシューめ……っ！　今度という今度は中までじっくり焦こがしてあげるわ……っ！」

　トイレから出てきた有あり栖すの第一声がこれだった。

　千ち湖こは乙女おとめにあるまじき凶きよう悪あくさに眉まゆをひそめたが、注意はせず、自みずからの考えを口に出した。

「ミナトン、本当に窓から逃げたのかなぁ。無理じゃないと思うけど、窓からならそろそろ包ほう囲い網もうに引っかかる気がするんだけど」

「確かに……。チャーシューのことだから、もっと別の方法かも……」

「アタシは別の方法だと思うな」

　千湖は思考を推おし進すすめた。

　すでに湊との通信は途絶えている。それは湊消失後、真っ先に確認されたが、何度呼びかけても湊からの応答はなかった。小こ萌もえのカメラもトイレにまでついていくわけには行かず、湊がトイレに入った時点で見失っている。

　最後に聞こえてきた言葉は、

『あ──』

　だった。それがトイレに入ってすぐの言葉だったため、おそらく瞳と出会ったときに出た言葉である可能性が高い。それだけに瞳が事件に関与しているのは確実な情勢だった。

　本部の反応が遅れたのは、音声が途絶えていなかったためだった。破は壊かいされれば、常磐ときわがすぐに気がつく。おそらく小萌のときと同じように、何かに包んだりすることで一時的に音声を遮しや断だんした可能性が高いと思われた。

　有栖が苦にが々にがしくつぶやく。

「やはり狙そ撃げきをしておくべきだったのよ……」

「いくらヒトミンが【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】を持っていても、それはやりすぎだって」

　千ち湖こは冷静に突っ込むが、有あり栖すは聞く気になれなかった。

「わたし、探しに行ってくるわ！」

　有栖が駆かけ出だそうとしたとき、常磐ときわからの通信が入った。

『紫し桃とう、千ち賀が浦うら、聞こえているか？　今、音声をお前たち二人に絞しぼっている。聞こえているなら反応しろ』

「あ、はい、聞こえていますよー」

　千湖がそう反応すると、

「こっちもです」

　有栖も頭が冷えたのか、落ち着いた声で応答した。

『紫桃、お前は探しに行こうとしていたが、場所はわかっているのか？』

「……いえ。でも必ず見つけます」

『闇やみ雲くもに行っても無理だと思うが』

「それでも見つけます」

『やれやれだな』

　千湖には気になっていることがあった。

　タイミングである。あまりにも常磐が話しかけてくるタイミングが良すぎる。

　だから千湖は聞いてみた。

「もしかして三さん条じよう先せん輩ぱいって、見当ついてるんじゃないですか？」

『どうしてそう思う？』

「いえ、何となく」

　ほう、と常磐は感嘆の吐と息いきを漏もらした。

『千賀浦、お前はいい勘かんをしているな。それとも紫桃より私を警けい戒かいしているからか？』

「どっちもじゃないですかねぇ。アタシ、先輩のこと、凄すごく共感できる部分もありますし、敵対すべき部分もあるんですよ」

『共感できるというのは物事を楽しもうとする姿勢だろう？　それと敵対すべき部分とは、紫桃のことで、だな？』

「先輩はすべてお見通しだと思うんで、あえて答えません」

『素直なほうがいいぞ。あらゆる意味で、な』

「……何のことだかわかりませんね」

「千湖、それよりお兄ちゃんの行方ゆくえよ」

　有栖がしびれを切らし、横よこ槍やりを入れる。

「三条先輩、お兄ちゃんがどこにいるかわかっているなら教えてください」

『ふむ、千賀浦がなかなか面白い反応をしたことだし、教えてやってもいいか』

「それで、どこに？」

『場所まではわからない。でも脱出した方法ならわかる。それで多少は絞しぼり込こめるだろう』

「お兄ちゃんは何をしたんですか？」

　常磐ときわは僅わずかに間を空けて焦じらすと、声を弾はずませて問いに答えた。

『お前も〝国会事件〟のとき、似たようなことをしているじゃないか。灯とう台だい下もと暗くらしってやつだ』
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　そのころ湊みなとと瞳ひとみはデパートの隣となりにある映画館に入ったところだった。

「ぅまくぃったね」

「ああ」

　瞳が行った策さく略りやく。それはすでに昨日から始まっていた。

　瞳は昨夜湊に『あたしとのデートの前に、一番近くのトイレに入って』とメールを送っていた。湊は意味がわからなかったが、ちょうど有あり栖すと蘭らんが近くにいたため、とりあえず『了解』と返信していた。

　その伏ふく線せんによって、空白の十分が作られる。

　瞳は一足先にトイレに入ると、一番奥の個室に合成しておいた音声が収しゆう録ろくされているボイスレコーダーを設置した。またすぐさま自身はウィッグと度の入っていない色メガネを着用。窓の破は壊かいを行ったのもこの僅わずかな時である。

　その後、トイレに入ってきた湊に対し、瞳はまずイヤホンを奪うばい取とった。そしてガムで包み、外部から音声と映像を遮しや断だんしたあげく、窓から放り捨てた。これで一時的ながら、湊を監視するものはなくなった。

　それから瞳が湊に施ほどこしたのは、女装だった。

　湊がどこに行っても目立つのは、男性であるためである。これでは湊を連れて逃にげても、すぐに目もく撃げき証言が出てきて逃げ切ることは不可能に近い。

　そのため考え出したのが女装である。

　瞳は迷う湊を強引に説得。ショルダーバッグに入れてきたゆったりとした長なが袖そでＴシャツを取り出し、帽ぼう子しとサングラス、そしてカツラを身につけさせた。これだけ肌はだを隠せば、まだ骨格の固まっていない男子高校生ならば少々背せの高い女性に見えなくもない。そしてすぐさま湊を出入口から一番近い個室の扉とびらに入れ、自身はその隣となりの個室に入った。

　あとはタイミングだけだった。

　皆が刺し激げき的てきな音声に気を取られ、突入したのを見届けて何食わぬ顔で脱出。隣の扉が開いたことくらいはいくらうるさくてもわかるから、湊も同タイミングで出た。

　当然二人の変装は見知った人間から見れば完かん璧ぺきと言えるものではない。しかしいかがわしい音声に血が上って一番奥の個室に注目している少女たちは、完全に見落とした。

　瞳ひとみの作戦には、トイレが一つしかなかった場合はどうなるか、といった問題点がある。その場合、瞳はリスクが高いが、二人とも洗面所にいる予定だった。服装が変わり、背せ中なかを向けているなら見み逃のがす可能性が十分にあると考えていた。

　こうした瞳の賭かけは成功し、そのまま映画館まで移動してきたのだった。

「でも、いいのかな……。他の子とのデートも残ってるのに……」

「またすればぃぃじゃなぃ。他の日もぁるんだからさ。それに今日のスケジュールでゃってたら、みなとくんまぃっちゃぅょ？」

「まあ確かに……。でも……」

　湊みなとは瞳の強引さ（というより素早く退路を断つ鮮やかな手並み）に負けてここまで来てしまっただけに、罪ざい悪あく感かんが広がっていた。

　イエローカードもすでに三枚。今回の事態は確実に退場ものだろう。そうなっては今回のデートプランは完全崩ほう壊かいする。それだけに申し訳ない気持ちがあり、せっかく望んでいた監視のない自由なデートにもかかわらず、心が乗り切れていなかった。

　だが瞳には強力な武器があった。他の女の子を遥はるかに凌りよう駕がする強力な武器が。

　迷いを見せる湊に対し、さらなる磨みがきをかけた伝家の宝刀を──瞳が抜く。

「ねぇ、みなとくん。今ゎあたしのことだけを考ぇて欲しぃな」

　そう言って、瞳が湊の腕うでに胸むねを押し付けた。

「っ──」

　湊に衝しよう撃げきが走る。無論、胸の感触に対してである。

　しかし今回の衝撃は今までの比ではない。

（この感触は……まさか……ノーブラ……？）

　なんてことだ！　絶対的幸福感とでも言おうか！

　湊は生なま唾つばを飲み込み、瞳の胸に視線を落とした。

　瞳のファッションの肝きもは上から見れば透すけて胸が見えそう、というところにある。

　瞳は胸元の開いたファッショナブルなセーターを身につけ、インナーに白の長なが袖そでＴシャツを着込んでいる。これは近くで見るのと離はなれて見るのでは、違った効果がある。

　離れて見ればセーターが全面に押し出されているため、ファッショナブルな出いで立たちである。制服で見み慣なれた学園内と違った服装なだけに、可愛かわいさ倍増でこれだけでも威い力りよく十分と言える。

　しかし問題は隣となりから見下ろすと、Ｔシャツとセーターの隙すき間まが見え、Ｔシャツが少し透けて見えることにある。

　もしこれが計算づくならば、なんとすば──恐おそろしい頭ず脳のうを持っているのだろうか。男心を手玉に取るという意味では、常磐ときわ先せん輩ぱいとツートップを張れそうな勢いである。

「ああ、瞳の言う通りだな！　終わったことはしょうがない！　今を楽しもう！」

[image: ]

「でしょでしょ～」

　しかもイヤホンを外はずし、カメラから解き放たれた今、にやけてもビンタをしに来る凶きよう暴ぼうな妹はいない。

　この瞬しゆん間かん、湊みなとの不安はすべて吹き飛び、頭は桃もも色いろ一色に染まった。

（そうだ……これだったんだ！）

　求めてたのはこういうデートなんだよ！

　溢あふれる開放感！　セクシーで欲望に火をつける美少女！　男の邪よこしまな夢がここにはある！

「じゃ、入ろ」

「うんうん、入ろ入ろ～」

　湊は口元を緩ゆるめると、瞳ひとみに促うながされるがまま券を買って館内に入っていった。
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『お前のことが好きだったんだよ！』

『えっ……？　だって私のこと嫌きらいって……』

『違うんだ、あれは──』

　大型スクリーンで繰くり広ひろげられる話題のラブストーリーは盛り上がりを見せつつある。

　しかし湊みなとは映画の内容がまったく入ってこなかった。

（ノーブラ……）

　男子高校生にとって脳のう天てん直ちよく撃げきレベルの問題である。そのことに比べれば、映画の内容などちり紙に等しい。

　有名な説話に〝魚の釣つり方かた〟がある。

『空くう腹ふくの人に魚を与えても、一時的に飢うえをしのげるだけで、根本的な解決にはならない。いつでも自分の力で魚を手に入れられるように、魚の釣り方を教えるのが正しい』

　しかし空腹時、目の前に魚があったほうが嬉うれしく感じるのが人間である。今、湊はその飢えを実感していた。

（くそっ、映画にするべきじゃなかった……）

　暗くら闇やみに紛まぎれて追っ手を撒まくという案は理りに適かなっている。しかし上映中はおしゃべり厳げん禁きん。胸むねをチラ見しようにも姿勢を変えづらく、光が少ないせいで見えにくい。

　これが外であれば、良いポジショニングを取れただろう。また会話をしつつ、瞳ひとみの開放度を確認することができた。

　湊は思う。

　瞳がノーブラなのは『見せてもぃぃのょ』というアピールなのではないか？　いや、さらに踏ふみ込こんで『触ってもぃぃのょ』ということもありえるのでは？

　ここで力を発はつ揮きするのは会話である。

　軽いジャブを入れつつ、黄金の右ストレートのタイミングを図りたい。なのに休きゆう憩けいばかりで始まりのゴングはいつまで経たっても鳴りそうにない。

　そのとき──

　──スッ。

　突とつ如じよ、湊の手に温かみが伝わった。

「っ──」

　瞳が上から手を重ねようとしてきた──その事実を認にん識しきする前に、湊は思わず手をどけてしまった。

「っっ！」

　湊が横を見ると、赤面の瞳が大おお慌あわてで手を膝ひざの上に戻すところだった。

（──しまった）

　瞳と手を重ねて、嫌いやな思いなどするはずがなかった。なのに驚おどろきのあまり条件反射で引いてしまった。

　これでは瞳が『嫌だったから手をのけた』と勘かん違ちがいし、傷ついてしまう可能性がある。

　声が出せればすぐに誤解を解くところだった。でも上映中では話すことができない。

（ならば──）

　自分から手を重ねに行くしかない。それこそ誤解を解く最善手ではないだろうか。

　そう考えた湊みなとは瞳ひとみの様子を伺うかがった。

　瞳の手の位置は膝ひざの上から移動していない。ただ軽く手を組んでいるため、

『コーラを取ろうとしたらつい触っちゃった』

　なんて誤ご魔ま化かしが効きくような状態ではない。

　これはかなり勇気のいる作業だ──

　湊は深呼吸をした。

　考えて見れば、手を重ねつつ映画観かん賞しようだなんて、四年間のシェルター暮らしで憧あこがれていた光景の一つではないのか？

　しかも相手は美少女！　さらにオッケーっぽい雰ふん囲い気き！

　ならば──行くしかない。

　湊は大きく息を吸い、手を伸ばした。

「ここ、空いてますよね？」

「っ──」

　隣となりからかけられた声に、湊は慌あわてて手を引っ込めた。

（くそ……っ！）

　せっかく行けそうだったのに、タイミングを逸いつしてしまった。

　しかしこうなってはしょうがない。もう一度やり直せばいいだけの話である。

　湊は気を取り直し、左から声をかけてきた少女に答えた。

「ああ、どう──」

　──ぞ、と言いかけたところで、湊は固まった。

「じゃあ、失礼します」

　湊が口をパクパクさせている間に、少女が淡たん々たんと左隣に座る。少女は一度チラリと湊を見ると、『何か文句ある？』といった表情をして画面に視線を向けた。

　少女は特とく徴ちよう的てきな三つ編みと白すぎる肌はだを持っている。

（有あり栖すさん、マジタイミング悪すぎッス）

　なんという間の悪さ！　有栖には悪あく魔までも憑ついているのか!?

　……いや、落ち着け。むしろ疑うたがうべきは意図的であるか否いなかだ。

　元々バレていた？　そして隣に座るタイミングを狙ねらっていた？

　う[image: ～][image: ～]ん、ちょっと苦しい。それなら常磐ときわ先せん輩ぱいの追っ手が大挙してきてもおかしくない。だということは──ただ単に一番に見つけただけか。

『何でお前がいるんだよ』

　湊は小声で有栖を非難した。有栖は意に介かいさず、ドリンクに口をつける。

『別に』

『別に、じゃねぇだろ！　こっちは大事なとこ──じゃなくて、ようやくゆっくりしてたところなんだぞ？』

『みんなお兄ちゃんを探してるわよ。嫌いやなら呼んでもいいけど？』

『くっ──』

　弱みを握にぎったときの有あり栖すは天下無敵である。一いち分ぶの隙すきも見せない。

『っ……好きにしろ！』

　これ以上話すと周まわりに迷惑がかかるため、それだけ言い放ち、湊みなとは正面に視線を向けた。

　もはや映画のストーリーなどどうでもいい。問題は瞳ひとみの手に重ねに行くかどうか、だ。

　隣となりに有栖がいる以上、リスクはかなり高い。ただ上映中なだけに、有栖も派は手でな行動はできないだろうという期待もある。

　さて、どうするか──

　そう迷っていたところ、右隣の瞳から腕うでが伸びた。

（こ、これは……）

　瞳の手が、湊の手の上にある。

　先ほど失敗したにもかかわらず、瞳はもう一度チャレンジしてくれたのだ。

（なんてありがたい展開……っ！）

　二度目ならすでに免めん疫えきはできていた。だから先ほどの過あやまちは犯さない。

　湊は深呼吸をし、瞳の手を握り返した。小さいけれど、温かな感触を今度こそじっくりと味わう。

　刺し激げきで言えば胸むねを押し当てられたときのほうがずっと上だ。しかし──胸の高まりなら今のほうが激はげしい。

　左隣に有栖がいるという緊きん張ちよう感かんからか、それとも妹の側で秘密のことをしている背はい徳とく感かんからか無性にドキドキする。

『お兄ちゃん、ゴミが……』

　有栖はそう耳元で囁ささやき、湊の膝ひざ下したに身体からだを伸ばした。

　その僅わずかな時間、二人の繫つながれた手が有栖の射しや程てい距きよ離りとなる。




　──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】




「……あれ？」

　湊はふいに瞳の手が離はなれたことに戸と惑まどいを隠せなかった。

　瞳から触れてきたということは、手を繫ぎたい、繫いでいてもいい、という表われだろう。にもかかわらずすぐに離はなしてしまうとはどういうことだろうか？

　湊は首を右に向けた。

「!?」

　猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんな顔で瞳ひとみが左手を押さえている。あまりの表情の険けわしさに、湊みなとは思わずビクッと身体からだを震ふるわせた。

「ひ、瞳……？」

「ゃってくれたゎね、ありす……」

「わたしはゴミを取っただけよ。ほら、これ」

　有あり栖すは糸くずを掲かかげて見せた。

「何言ってるのょ！　ぁんたあたしの手を払ったでしょ!?」

「ああ、そのこと？」

　有栖はゆっくりと小首を傾かしげ、まぶしい笑顔で返す。

「もう一つゴミがあったから、払っておいたことかな──」

　有栖さん、マジ怖こわいんで笑顔でそういうセリフやめてください。

「ょく言ったゎ！　決着つけょぅじゃなぃ、このまな板！　ピッカピカにしてキッチンで陰かげ干ぼししてぁげる！」

「上等よ、チャーシュー！　あなたをラーメン屋の奥でじっくり熟じゆく成せいしてあげるわ！」

　ヤバイ。二人とも完全にヒートアップしてここがどこであるか忘れている。

「お、おいおい、ここは──」

　と言いかけると、瞳が可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「みなとくん、少し待っててね。すぐかたをつけるから」

「いや、そうじゃなくて──」

「お兄ちゃんは黙だまってて！　今大事なところなの！」

「あ、はい、ごめんなさいすいません」

　湊は覚かく悟ごを決めた。

　もうここまでやってしまったら止まらない。あとはどうにでもなれ、だ。

　周囲の視線が痛い。そりゃそうだ。映画を思いっきり邪じや魔まされたら誰だれだってこうなる。

　湊は大きくため息をつき、周囲に向けて深々と頭を下げて回った。




　　　♀♀♂♀♀




　映画館で騒そう動どうを起こしたことで直じき参さん部ぶ隊たいに保護された湊は、瞳と離はなされ、服装を元のものに着替え直した。そして常磐ときわたちの乗ったワゴンに連れられ──正座をさせられていた。

「お前のおかげでスケジュールが台だい無なしだ」

　さすがの常磐も不機嫌──と思いきや、さほど悪くない。

「まあ済んでしまったことだ。順番を飛ばされた生徒とは来週やり直せばいいだろう」

　意外な反応に、湊みなとは率そつ直ちよくに驚おどろいた。

「あれ、イエローカードじゃないんですか？」

「今回は夏なつ秋あき瞳ひとみが暴ぼう走そうした結果であって、お前が〝誠実じゃなかった〟とは判断しなかった。だから続行だ」

「常磐ときわ先せん輩ぱい、悪いものでも食べました？」

「私の主食はプリンだ。それは常つね日ひ頃ごろから変わっていないぞ」

「それはそれで問題だと思いますよ!?」

　そんな無茶苦茶な食生活でどうしてこの素晴らしいプロポーションを保てるのだろうか。あいかわらず男心を狂くるわせる太ももなんて、無む駄だな脂し肪ぼうがまるでついていないじゃないか。まったく世の中不平等である。

「まあとりあえず元のスケジュールに戻すつもりだが、次の生徒がインフルエンザでな。残念ながら来られなくなった」

　今の時間は三時二十二分。となると、三時三十分から予定していた望のぞ美みちゃんがインフルエンザになってしまったのか……。

「……望美ちゃんには俺おれが残念だと言っていたことを伝えておいてください」

「ほう、感心だな。ちゃんと誠意を持っているじゃないか」

「俺が病気の女の子の心配をしちゃおかしいですか？」

「先ほど数人のデート予定をすっぽかした男のセリフとは思えない言葉だ」

「うっ──」

　瞳の色いろ香かに騙だまされほいほい乗ってしまったが、確かにデートをすっぽかしたのは言いい逃のがれのできない過失である。

「必ず埋うめ合あわせはします！　そうみんなに伝えておいてください！」

「いいだろう。伝えておいてやる。それで、だ。一人欠席が出てしまったことによる補充だが、争いが起こった」

「……えっ？」

　争い、という言葉にはかなり血ち生なま臭ぐさい響ひびきがある。

「私としてはお前がすっぽかしたデート予定の生徒の誰だれかを当てるつもりだったが、争いが起こり──被害が出た」

「……ひ、被害？」

「被害、だ」

「き、聞かないほうがいいんですね……？」

「お前も物分りが良くなったな。その通りだ。まあ命に関わるものではない、とだけ言っておこう」

「わ、わかりました……」

　そういえば自分でデートの予定を立てていたとき、こんなおおごとになるとは思っていなかった。もう少し希き少しような男という立場を考えたほうがいいのかもしれない……。

「それで一番各方面から非難の少ない人選をした」

　常磐ときわが流し目を横に送る。そこにいたのは──

「というわけで、よろしくね、ミナトン」

　ああ、なるほど。だから千ち湖こがワゴンにいたのか。納得の人選である。

「あ、でもデートっていうより、昔みたいな感じで──」

「わかってるって。でも相手がお前で正直助かった」

「まあ十五分だけど、一緒に楽しもうよ」

　千湖が相手だとほっとする。

　もちろんデートがつまらないわけじゃない。可愛かわいい子とデートできるなんて感かん涙るいものだ。

　でも肉ばっかり食べていたら苦しくなるように、休みが欲しくなる。そういった意味で、千湖の存在はありがたかった。

「じゃあ時間もないし、アタシ行きたいところあるんだけど、いい？」

「オッケー。付き合うぜ」

　ワゴンが止まる。どうやら目標地点に着いたらしい。

　湊みなとがワゴンを降りると、目の前にゲームセンターがあった。

「ここに行きたいって、あらかじめ伝えておいたんだ」

　さすが千湖、わかってる。

　美術館やショッピングなんかよりも、正直ゲームセンターのほうが嬉うれしい。確かにデートにはそぐわないかもしれないが、それが本音だった。

　千湖は慣なれているのか、ゲームセンターに入るなり、狭い空間を巧たくみにかき分け先せん導どうしていく。

　だいぶゲームセンターも変わってしまった。店内は明るく可愛くなっているし、格かく闘とうゲーム、カードゲームなど、以前は大きくスペースを取っていたジャンルが小さくなってしまった。

「到着！」

　千湖はプリクラコーナーの前でそう言った。

　減った分の面積を補っているのがこのプリクラコーナーだった。四年前の倍以上のスペースがある。

「っ──」

　ふいに横から歩み寄ってきた少女に、湊は動どう揺ようせざるを得なかった。

「有あり栖す、どうしてここに？」

「……チコに呼ばれたから」

　先ほど大おお騒そう動どうを起こした有栖とは一いつ旦たん離はなされていた。そのためここで会うとは思っていなかった。

「…………」

「…………」

　有あり栖すは伏ふし目めがちで、居心地が悪そうである。

　それは湊みなとも同じだった。また会ったな、なんて声をかけるのもおかしいし、新あらたな話題も思いつかない。

　すると千ち湖こが背せ中なかを優やさしく押してきた。

「さ、三人でプリクラ撮とろ。アタシ、三人で撮りたいって前から思っていたんだ」

「三人で……？」

「そう。アタシたちの写真、四年前のものはあっても、最近のものはないでしょ？　だから」

「……そうだな」

　新しく時間が動き出したのに、三人のアルバムは四年前で止まっている。

　これには有栖も異論の出ようはずもなく、素直に頷うなずいた。

　三人で中に入り──千湖が『あっ』と声を上げた。

「しまった。両替してなかった」

「千湖、俺おれが出すよ」

「わたしも」

「アタシはたくさん撮りたいの。ちょっと待ってて」

「おい──」

　止める間もなく千湖は飛び出していく。あまりの素早さに呆あつ気けに取られた湊は、次の瞬しゆん間かん、置かれた環かん境きように戸と惑まどった。

　……気まずい。有栖も同様らしく、互いに何かを言おうとして結局は口をつぐんでしまう。

　有栖は一度深呼吸をすると、ゆっくりと口を開いた。

「──ねぇ、お兄ちゃん」

「な、何だよ」

　どうしたのだろうか。やけに有栖が落ち着いている。

　顔がすっきりしており、そこには歪ゆがみも緊きん張ちようもない。

「とりあえず一個いい？」

「ん？　何だ？」

「さっき言おうとしていたこと」

　湊の血圧が急上昇する。

　しかし動どう揺ようする前に、有栖はさらっと告げた。

「〝兄妹宣言〟はわたしが言ったんじゃないの。誰だれかわからないけど、わたしの声を真似まねして言ったの。とりあえずそれだけは知っておいて」

「ああ、わかった────んんんっ!?」

　湊みなとは目をパチクリさせた。

　有あり栖すがあまりにもすんなり言うものだから普ふ通つうに答えてしまったが、これ、大変なことじゃないのか……っ!?

　一度引き直した〝兄〟と〝妹〟のライン。それが今の言葉で完全にふりだしに戻ってしまった。

　だがしかし、有栖は『兄だと思っていない』とは言っていない。ただ『自分が〝兄妹宣言〟をしたわけじゃない』と否ひ定ていしただけだ。

　となると、色々問題が発生してくる。

〝兄妹宣言〟の際、有栖は何を言おうとしていたのか、とか、〝兄妹宣言〟の際、有栖は何を言おうとしていたのか、とか……って、同じじゃねーか!?

　落ち着くんだ。有栖はこんなに自然に否定したんだ。ということは、事実を伝えたかったのであって、『変な勘かん違ちがいはしないでよ』とアピールするための自然さとも考えられるのではないだろうか？

　いやいや、迷うこと自体が間違いなんだ。あれだけ〝有栖は妹〟と決めていたじゃないか。それを根底から崩くずすのはおかしいだろ!?

　湊は頭を冷やすため、トイレに行こうと思った。狭いプリクラのカーテン内は、あまりに有栖と距きよ離りが近すぎる。

　しかし慌あわてていたためか、思わず足がもつれた。

「っ！」

「お兄ちゃん、危ない！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで有栖に助けられる。しかし距離が一層縮ちぢまってしまっていた。

　顔が至近距離にあり、まつ毛の長さまで見えてしまう。腰こしと腕うでには有栖の小さな手の平が感じられ、有栖は女の子なのだと意い識しきさせられてしまう。

　顔が熱い。だが有栖も同様で、顔を真っ赤にしていた。

「お兄ちゃん……」

「有栖……」

　お互いそれだけ口にして、黙だまり込こんでしまう。心しん臓ぞうが暴れて、音が聞こえてしまいそうだ。

「あ～、これこれ！　先週撮とったらすっごくよくってさ～」

「「!?」」

　隣となりの機体に少女たちが入っていく。

　湊と有栖はＳ極とＮ極のように弾はじかれ合あうと、背せを向けて押し黙った。

「ねぇ、お兄ちゃん。今度は一つ、聞いていい？」

　有栖の口調には落ち着きがある。しかし依然として背を向けたままで、顔は隠していた。

　湊みなとは動どう揺ようを心の奥底に押し込め、応こたえた。

「……あ、ああ、何だ？」

「お兄ちゃんって、今日、たくさんの女の子とデートしたよね？」

「それが悪いっていうのか？」

　言ったとたん、自分でもしまったと思った。今、事を荒あらげるつもりはないのに、つい口をついて出てしまった。

　だが有あり栖すはいつものように怒りはしなかった。

「ううん。悪いとかじゃないの。確かにわたしは複数の子と遊んだりするのはどうかと思うけど、人それぞれやり方があるから仕方がないよね」

　映画館のときの有栖とまるで違う。先ほどいきなり〝兄妹宣言〟を否ひ定ていしてきたことといい、何があったのだろうか？

（……そうか）

　きっと千ち湖こが有栖を冷静にさせてくれたのだ。そして男からの視点も考こう慮りよに入れて、丁てい寧ねいに話してくれたに違いない。〝兄妹宣言〟の件も、『慌あわてず言えばいいじゃない』とでも言って諭さとしてくれたのだろう。

「私が聞きたいのはね、お兄ちゃんはそれでいいの？　ってこと」

「よく意味がわからないんだが」

「お兄ちゃん、今日、大変じゃなかった？」

　有栖から労いたわりの気持ちが伝わってくる。それだけに素直な言葉が出た。

「……まあ、正直な。一日四十八人はさすがに無理だ」

「じゃあ、三人とかなら良かった？」

「……わからん」

　三人の女の子と楽しくやれるなんて最高だと思うが、うまく全員のケアができるかと言えば、ちょっと自信がない。

「お兄ちゃんの中で、誰だれか一人、いいなって思う子いないの……？」

「ちょ、ちょっと待てよ。そ、それを俺おれが言う必要はないだろ」

「動揺したってことは、いるってこと？」

「な、何でそうなるんだよ！」

「もしかしてひとみ？　それとも……」

　だから『それとも』で止めるのはやめて欲しい。

　有栖の物もの憂うげな眼まな差ざしが呼吸を困難にさせる。まるで『自分も勘かん定じように入っている？』と訴えているかのようだ。

　……いやいや、そんなわけないだろ？　そ、そう！　有栖は自分で〝兄妹宣言〟をしたんだ──って、それはさっき否定したばかりじゃないか!?　で、でも、この言い方はそれ以外の取り方ってあるのだろうか……じゃなくて、あるはずなんだ、きっと！

「…………」

「…………」

　背せ中なかから嫌いやな汗あせが出る。酸素が薄うすくなったのだろうか。どうにも息苦しい。

　有あり栖すの顔はいささか苦にがい。言いすぎてしまった、と言わんばかりの表情だ。

「…………」

「…………」

　以前見つめられたときと同じプレッシャーを感じる。後悔と寂しさを滲にじませる有栖の横顔は、兄としてフォローを入れたいと思うと同時に、別の案がよぎってしまう。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「──お待たせ！」

「おわっっ！」

「きゃっ！」

　千ち湖こがカーテンカバーを広げ、姿を現す。

　足音なき登場に、湊みなとと有栖は慌あわてて飛とび退のいた。

「お、おい、千湖！　何だよいきなり！」

「どしたの？　何で慌ててるの？」

「あ、慌ててねぇよ！　なぁ、有栖！」

「う、うん！　そんなことないわよ！」

「そう？　ならいいよ。……よくないけど」

「いいことにしておけ」

「まあ、ミナトンがそう言うなら」

　言葉通り千湖はそれ以上突っ込むことはなかった。

　しかし一度離はなれてしまった有栖との距きよ離りはすぐさま縮ちぢむことはなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　結局、五種類ものプリクラを撮とらされた湊は、それらを財布に入れてゲームセンターを出た。

「楽しかったね～。また今度撮ろうね！」

「うん、また撮ろ」

　有栖と千湖はご機き嫌げんでワイワイやっている。女の子は写真で元気を吸収できるらしい。

　写真自体はいいのだけれど、どこに貼はるか迷う。ただホルストに見つかると焼かれかねないので、帰ったらどこか鍵かぎのある場所に保管しておこう。

「久く我が原はら湊みなと先せん輩ぱいですね」

　ゲームセンターを出て、すぐの交差点。彼女はそこで待っていた。

「私、十五時四十五分からデートを予定している神かん崎ざきです」

「あっ、君か！」

　湊は思い出す。〝四し季きノの森もり美び少しよう女じよ図ず鑑かんまーくつー☆〟を。

　パラパラめくっていたときに気になった少女──それが彼女だった。

　実物を間近で見ると、また趣おもむきが違う。

　身長は平均並。ただ腰こしのくびれが素晴らしい。こう千ち湖こや理り沙さ先生はボンッキュッボンッといった感じだが、彼女はスレンダーなままキュッと腰が細い。春らしいワンピースにそのなめらかなラインが浮かび上がり、たまらなく魅み力りよく的てきだ。そんな彼女にキュートなポニーテールがまた似合っている。

　不思議なのは、彼女が白い手袋をつけていることである。タクシー運転手がつけているようなものだ。春なのにそんな手袋をつけているなんて、手荒れがひどいのだろうか？

「私のことを覚おぼえていてくれたみたいで嬉うれしいです」

　と彼女は言うものの、抑よく揚ようがなく、義務感が全面に出ている。
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　印象的なのは強い眼まな差ざしだった。見つめられているというより、にらまれているのではと思ってしまうほど目つきが険けわしい。しかし眉み間けんに皺しわが寄っているわけでもないため、元々こういった女の子なのだろう。

　それだけに覚えていた。

　昼食会や廊ろう下かを歩いているときなど、彼女はよく見つめてきていた。今のように、怒っているのではないかと思うような表情で。

　だから嫌きらわれているのではないかと思っていた。それだけに〝四季ノ森美少女図鑑まーくつー☆〟に載っていたことに驚おどろいた。嫌いな人間とデートしたがる女の子はいないはずだから。

「うん、よく覚えているよ」

　彼女のことを覚えていた理由はもう一つある。

　その理由は──

「名前、にょもろって言うんだよね？」

　ピシッ、とにょもろの表情が石せつ膏こうのように固まる。

　一いつ瞬しゆんで名前を気にしていたことを察した湊みなとは必死にフォローした。

「あ、いや、にょもろって名前、凄すごく可愛かわいいと思うよ！　それに一発で覚えられるし──」

「その名前で呼ばないでください！」

「ぶっ！」

　平手で殴なぐられた。

　容よう赦しやねーな、オイ！　滅茶苦茶痛かったぞ！

　湊がにらみつけると、にょもろは携けい帯たい型がたのスプレーを取り出してシュッシュと手袋に吹きかけていた。

「……何やってるんだ？」

「消毒ですが、それが何か？」

「ちょっっ、本気で傷つくんだけど！」

「だって、汚いですよね？」

　ヤバイな、この子……。手袋って、潔けつ癖ぺき症しようだったからしてたのか……。

　こんな子とどうやってデートするんだよ？　ていうか、そもそもどうしてデートを申し込んできたわけ？　そこからわからないよ！

「あれ、神かん崎ざきさん？」

　にょもろに声をかけたのは、有あり栖すだった。

　その瞬しゆん間かん、にょもろが変へん貌ぼうした。

「あ、紫し桃とう先せん輩ぱい！　委員会ではいつもお世話になってます！」

　先ほどまでの険けわしさはどこへやら。まぶしいほどの笑顔である。

「そういえば次、神崎さんだったわね」

「はい」

「神かん崎ざきさんもお兄ちゃんに興きよう味みが？」

　そんな風には見えないけれども一応確認、といったニュアンスである。

「まあ後学のため、といった感じです」

「そう。神崎さんならお兄ちゃんの魔まの手てから逃のがれられそうね」

「俺おれから女の子を襲おそったことはねーぞ！」

　そもそも腕わん力りよくで負けているのに襲えるはずないだろうに、なんてことを言い出すんだ。

「あ～ら、そうだった？　お兄ちゃんってよくデレデレしてるけど、あれ、一歩間違えればセクハラなのよ？　わかる？」

「う、それは……」

「ほらほら、アリス。次の子の時間を取っちゃダメでしょ！」

　千ち湖こが中に入って有栖をなだめる。ありがたい采さい配はいである。

「うん、そうね……」

　有あり栖すは千湖に背せ中なかを押されながら去っていった。

　二人きりになったものの、湊みなとは気まずくて言葉が出なかった。

　しかしにょもろはまったく気にしていないらしい。

「とりあえず喫きつ茶さ店てんにでも行きましょう。話はそれからで」

　そう告げ、先に歩き出す。しょうがなく湊はにょもろの後ろをついていった。




　　　♀♀♂♀♀




「はーい、いらっしゃいませー。二名様ですねー。こちらへどうぞー」

　接客に出てきた女子大生風の快活な美人が、百点満点のスマイルを浮かべて出迎える。彼女の案内を受けて、湊は席に着いた。

　……やっぱり話題がない。

　向かい合わせで座り、湊はとりあえず飲み物を頼んだ。

　するとにょもろがショルダーバッグの中を探り始めた。そして一枚の紙を取り出し、差し出してくる。

「これをどうぞ」

「ん？」

　パソコンで作ったのだろうか。花はな柄がらがいっぱいの可愛かわいらしい名めい刺しである。

　そこにはこう書かれていた。

『久く我が原はら湊を抹まつ殺さつする会　代表　兼けん　百合ゆり会かい　会計　　神崎にょもろ』

　………………………………えっ？

「ちょ、ちょっと聞いていいかな？」

「何でしょう」

「久く我が原はら湊みなとを抹まつ殺さつする会って……？」

「そのままの意味ですが？」

「そ、そんなのあるの？」

「あります。私が代表です」

「……………………ま、抹殺って、どうやるの？」

「抹殺は抹殺です」

　こえええぇぇぇ！　ちょ、何でそんな子がデートに出てくるんだよ！

「ちょ、ちょっと待った！」

　湊はにょもろに背せを向け、イヤホンの先にいる人物に向けて話しかけた。

「と、常磐ときわ先せん輩ぱい！　聞こえてますか！」

『何だ？』

「彼女、どう見ても危険すぎるでしょう！　除外対象とかないんですか！」

『あるぞ。何もなければ当然神かん崎ざきは除外対象だ』

「ど、どういうことです？」

『神崎と直接話し、デート中に危害を加えないことを条件に許可した』

「あの、俺おれ、さっきいきなりビンタされたんですが」

『あの程度の慣なれ合あいでは退場させる理由にはならない。その証拠に今お前はピンピンしているじゃないか』

「あれが慣れ合いですかそうですか……」

　まあ確かに本気で抹殺してくるのであれば、とっくにこんなことやってられないだろうけれども。

『というわけだ。意図はわからんが、危害を加えそうであれば助けてやるから安心しろ。じゃあな』

　それで通信は途切れた。

　落ち着け。一応、相手の希望でデートをしているんだ。ならばすぐに抹殺してこようとは思っていないはずだ。

　いっそこちらから尋たずねてみようか。あまり突っ込まないほうがいいかもしれないネタだが、彼女がどういう子なのか見えてくるはずだ。

「し、質問いいかな？」

「何でしょうか」

「ちなみに百合ゆり会かいっていうことは……」

「それは私がレズビアンであるか聞いてるんですか？」

「……まあ」

「百合ゆり会かいはそれほど閉へい鎖さ的てきな組そ織しきではありません。私は女性を恋愛対象として見ていませんが、男が嫌きらいなので、百合会に所属しています」

「あ、そういう解かい釈しやくもあるんだ」

　なら何でデートに立りつ候こう補ほしてくるんだと湊みなとは突っ込もうとしたが、やめておいた。

　ここで揉もめてもいいことはない。とりあえずもう少し話を聞いてみるのが先決だろう。

「じゃあちなみに、百合会のメリットって何？」

「やはり素晴らしい女性の情報や写真が手に入ることですね」

「ん？　そういうのもあるんだ。百合会って、メンバー同士が恋愛しているイメージが強いんだけど」

「勝手なイメージで決めつけないでください。確かにそういう女の子もいますが、私みたいなタイプも多いです」

　ちょっとしたファンクラブみたいな側面もあるのか。男がいなかった世界でアイドルっていうと、宝たから塚づか的てきなものしか浮かばないだけに、憧あこがれを集める象しよう徴ちようがいなかったのかもしれない。そのためこうした小規模なファンクラブ的なものが発展したと考えれば、ちょっと納得できる。

　にょもろは盛り上がってきたのか、会話に熱がこもっていく。

「人気のある女性と言っても、男性的で人気になる女性もいれば、憧れの女性として人気になる女性もいます。私はやはり女性的な人のほうが好きですね。美しく、気品に溢あふれ、優ゆう雅がな女性は素晴らしいです。そういう女性に勉強を教えてもらったり一緒に買い物に行ったりしてみたいです」

「……それ、やっぱ百合じゃないのか？」

「いいえ、違います。そんなこともわからないんですか？」

「…………」

　そこはかとなくムカつく。『違います』で話は終わっているのに、『そんなこともわからないんですか？』と付け加えられてはカチンときてしまう。

　ある意味新鮮である。外へ出てきて以来、女の子に怖いとか恐おそろしいとかはあっても、ムカつくと思ったのは初めてだ。

　にょもろは一度大きなため息をつくと、眉まゆ尻じりを吊つり上あげた。

「じゃあ今度はこちらから言わせてもらいます。あなたは紫し桃とう先せん輩ぱいに近づく害虫です。紫桃先輩みたいに美しくて成せい績せきがよくてしっかりした人が、どうして……」

「どうしてって言われても、あれが本性だからじゃないのか？」

　ギラリ、と抜き身の刀のような眼まな差ざしでにょもろがにらみつけてくる。

「今もあなたが関わらなければ、紫桃先輩は尊敬に値あたいする人です。あなたが関わったときだけおかしくなっているんです。ということは、あなたのせいですよね！」

　あー、有あり栖すは内うち弁べん慶けいだからな～。ここ四年間、ずっと愛想よくやってきたんだろう。それが積もり積もって彼女のような崇すう拝はい者しやが出てしまったというわけか。

「ちょ、ちょっと待てくれよ！」

　湊みなとは両手を掲かかげて制止した。

　相手がヒートアップしてるときにこちらがカッカしていては収まりがつかない。ここは多少主張を受け止めつつ反論を試みよう。

「君の言いたいことは理解した。確かに俺おれの影えい響きようもあるとは思うけど、全部が俺の責任ってのは納得いかねーぞ」

「いいえ、あなたが全部悪いんです。あなたの存在が紫し桃とう先せん輩ぱいを狂くるわせているんです」

「だからそれはあいつが隠してきた性格が表に出たから──」

「違います。ではなぜ、紫桃先輩と同様な状況の女性が多数現れているんですか？　まさかあなたはそれをすべて〝恋〟の一言で済まそうだなんて思っていませんよね？」

「い、いや、さすがにそれは──」

「一人ではなく、集団で同じような現象が起きているのであれば、紫桃先輩だけを責めることはできません。紫桃先輩の状態を私は一種の〝病気〟と解しています」

「……へっ？」

　びょ、病気？　何を言い出すんだろう、この子は。

「つまりあなたが病原体であり、あなたに近づいた人が感染し、昨今の混乱を引き起こしている──そう例たとえれば、わかりやすいのではないでしょうか？」

　他人から見てもやはり今の状況はおかしいのだろうか？

　外に出て以来、騒そう動どう続きで感覚が狂くるっているのかもしれない。かといって『お前は病原体みたいなものだ』と言われるのは心外である。

「核心を突いたらだんまりですか？　私の勝ちですね」

　どうしてこの子はイラッとする言葉を付け加えるのだろうか。それさえなければ少々不ふ機き嫌げんそうな表情をマイナスにしても、容姿的にはかなりタイプなのに。

「だからあなたは害虫なんです。いいですか？　紫桃先輩の元義兄か何か知りませんが、今後紫桃先輩に近づくのはやめてください。これは忠告です」

「……なるほど、それを言いたかったからデートに立りつ候こう補ほしてきたのか」

「そうです。なかなかあなたの時間を取る機会はありませんでしたから。でも頭の悪いあなたでもわかりましたよね？　あなたは紫桃先輩の近くにいていい人じゃありません。自覚したなら自重してください。そうしてくれたなら抹まつ殺さつ会かい会長として、追っ手を緩ゆるめる用意があります」

　彼女は有栖を尊敬するあまり、有栖がつい本性を出してしまう俺が邪じや魔ま者ものとなるわけか。

　事情はよくわかった。彼女の立場から見れば、そう考える理由もわかる。

　しかし──『わかりました』なんて素直に言う気にはなれない。

　後こう輩はいから上から目線でズバズバ言われ、さっさと要求を吞のめなんて冗じよう談だんじゃない。何で言う通りにしなきゃいけないんだ？

　シェルターにいたときは決まりごとだらけだった。でも決まりごとを守る必要性はよくわかっていたから、嫌いやなことでも我が慢まんした。

　三さん条じよう先輩にも同じことが言える。

　あの人は無茶苦茶なことを言ったりやったりするが、一応納得できるだけの理由がある。理由があれば我慢してもしょうがないと思える。

　だがこの子にはそれがない。この子が言っていることはただのワガママだ。

　そんなワガママ認めたら大変だ。これからもたくさん同じような要求を突きつけられるだろう。

　でもそんなことよりもっと許せないのは──先輩として舐なめられているのはたまらない、ってことだ。

　湊みなとは息を吸い込み、にょもろをにらみつけた。

「あのさ、俺おれも言わしてもらうぜ。お前は好き勝手言うけどな、俺は──」

「あっ！」

　声を上げたのは先ほど満点スマイルで出迎えてくれた女子大生風の美人店員だった。彼女は手を滑すべらせ、持っていたコーヒーを落とした。

「あっちぃぃぃ！」

　運が悪いことに落下先は湊の膝ひざだった。おかげで湊は熱々のアメリカンコーヒーの直ちよく撃げきを受けることとなった。

「あっちっち！」

「す、すいません！　今、冷たいおしぼりを取ってきます！」

　美人店員はそう答え、カウンターに走っていく。

　とりあえず湊はおしぼりを手にとった。そうして応急処置として上から拭ぬぐうものの、ジーンズにたっぷりコーヒーは染しみ込こんでおり、熱も十分に持っている。

「……どうぞ」

　ふと見ると、自みずからのおしぼりを差し出すにょもろの姿があった。

「助かるぜ」

　抹まつ殺さつ会かいの会長と言っても、人が苦しんでいるところを笑って見るほどひどい少女ではないようだ──

　そう思いつつ、湊は手を伸ばした。

「っ！」

　軽いやけどとなっているのか、膝に痛みが走る。そのためおしぼりを取ろうとした手がぶれた。

「ひっ──」

　にょもろが小さな奇声を上げたのは、目測を誤あやまって彼女の白い手袋に触れてしまった瞬しゆん間かんだった。

　湊みなとは驚おどろき、様子を伺うかがった。

　にょもろは身体からだを小こ刻きざみに震ふるわせ、顔を真っ赤にしている。

　何かを我が慢まんしているようだ。しかし痛みとか苦しみとかいう類たぐいではない。

「ど、どうしたんだ？」

「な、何でもありません！」

　にょもろは口を震わせ、消毒スプレーを触れたところに吹きかけた。

「何でもないわけないだろ？」

　触れたところに何かあるのではないかと気になった湊は、にょもろの手首を摑つかみ取とった。

「うっ──」

　ビクビクッ！

　にょもろの全身が一瞬飛とび跳はね、その後は断続的に震えた後、脱力していった。

「お、おい……。ホントどうしたんだ……？」

「うぅ、て、手を……」

「手を？」

「手を離はなしてください……」

「えっ？　あ、あぁ、すまん」

　湊みなとは言われるがまま手を離した。

　しかし何があったのだろうか。にょもろの表情は羞しゆう恥ちで染まっており、そこに怒りの様相まである。

「いやらしい……」

　未いまだ顔を赤らめつつ、にょもろは苦にが々にがしくつぶやいた。

「はぁ!?　どうしてそうなるんだよ！」

「では訴そ訟しようします」

「ちょっっ！　落ち着けって！　俺おれ、何をしたって言うんだよ！」

「私を辱はずかしめました。訴訟では必ず勝ちます」

　そうやって脅おどして優ゆう位いに立とうというわけか。そんな下手へたな脅し、通じるはずがない。

「んなこと言ったって、たかが学生が訴訟なんてできるわけないだろ？」

「私の母親は弁べん護ご士しです」

「よしっ、わかった！　示じ談だんといこう！」

　なんという恐おそろしい女の子だろうか……。暴力で排除してこようとしてくるだけでなく、まさか訴訟を起こそうとするとは……いずれ先せん輩ぱいとしての威い厳げんを見せつつやり込めなければならないだろう。

「お待たせしました！」

　美人店員がキンキンに冷えたおしぼり数個を持ってきた。

「本当に申し訳ございません！」

　よく見てみれば、コーヒーは上着にもかかっていた。せっかく今日のために買ったデート用の服装が台だい無なしである。

「もしよろしければ、代わりのお召し物を用意いたしますので、従業員の更衣室で着替えていかれてはいかがでしょうか？　無論、服の代金は弁べん償しようさせていただきます」

　この平ひら謝あやまり。ここまで謝られては怒るのも大人おとな気げない。それに美人だし。

　ここ重要。〝可愛かわいい女子大生風美人店員に平謝りされた〟と〝パートタイマー風のオバさん店員に平謝りされた〟では天と地ほど違うのである。

「まぁ、そこまでしてもらえるのなら……」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　ほら、こんなにも清すが々すがしい。

　オバさんが悪いんじゃない。美人が最高なのだ！

「じゃあにょもろちゃん。俺おれ、着替えてくるから話は後でゆっく──」

「にょもろって呼ばないでください！　訴そ訟しようしますよ！」

　湊みなとはため息をついた。

　訴訟と言っても二度目ならすでに慣なれてしまった。どうせハッタリだろう。

「あぁ、悪い。…………苗みよう字じ、なんだっけ？」

「神かん崎ざきです！」

　と答えたと同時に、にょもろは携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「…………あ、お母さん？　実は私、訴訟を行いたいんだけど──」

「オイイィィィィィ！　ストップストップ！　わかった！　反省してるから！　後でゆっくり話そう！」

　にょもろはふふんっと鼻で笑った。

「噓うそです。電話はかけていません。ふふっ、私の勝ちですね」

「よし、後で君を泣かせることに決めた」

「負け犬の遠とお吠ぼえですか？　あぁ、男の人って犬と変わらないですもんね」

　この後こう輩はいめ……一回懲こらしめてやらねばなるまい。

「あっ！」

「えっ？」

　湊がにょもろの背はい後ごを指差すと、にょもろが思わず首を反転させた。

　それが大きな隙すきである。

　湊みなとは先ほどと同様、にょもろの手首を摑つかみ取とった。

「うっ──」

　ビクンビクンッ！

　ボルテージは一気に最さい高こう潮ちよう。にょもろは赤面して、くたっと座席にもたれこんだ。

「ふふっ、勝った」

　女の子に暴力では絶対勝てない。もちろん道徳的にも男が女の子に暴力を振るうのは、いくら女の子のほうが腕わん力りよくが上でも良くないだろう。

　しかし、彼女には必勝法があることがわかった。これは大きな収しゆう穫かくである。

　問題は身体能力の差だった。にょもろも自身の弱点を悟さとっているだろうから、普ふ通つうなら絶対に触れさせてくれないだろう。

　だが注意を引いてしまえばこっちのものだった。いくら女の子がパワーアップしたといっても、油断していればその能力を満足に使い切れない。

「さて、にょもろちゃん。さっきからよく好き勝手言ってくれたね」

　屈くつ辱じよく的てきな名前をあえて口にし、湊は嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「ふ、ふんっ、私、負けてませんから」

「へ～、でも涙なみだ目めだよね？」

「な、泣いてません！　どこが泣いているっていうんですか!?」

　湊はにやっと笑った。

　何だろう、この子は。物もの凄すごくＳっ気を刺し激げきする。

　高たか飛び車しやな上から目線。余計な言葉の数々。なのに触れるだけで無力化できる。しかも脱力しているのに、反逆心だけは失わない。

　どうやったらこの子の心を屈服させられるだろうか考えるだけでワクワクしてしまう。

　後こう輩はいに対して、良くないことだ。良くないことだが……それだけに胸むねが躍おどるぞ！

「よしっ、君のことを俺おれは、『にょもろちゃん』と呼ぶことにした。いいよね？」

「くっ、そんな屈辱、受け入れるわけには……」

　湊はソフトタッチでにょもろの手袋をさすった。するとビクビクッ、とにょもろの身体からだが痙けい攣れんした。

「ひ、卑ひ怯きようれす！」

「ふふっ、好きなように言ってくれ。で、どうなんだい？　認めてくれたら解放するけど？　あ、もちろん解放した後も訴そ訟しようはなしだよね？　有あり栖すを尊敬している君なら、約束を破るなんて卑怯な真似まねをしないはずだよね？」

「わ、わらしは、そんな不当なことに屈しは──」

　ビクビクッ！

「えっ？　何か言った？」

「くぅ──あ、あとへ、おほえていへくらさい……。きっと、ふくしゅーしまふから……」

「つまり俺おれの意見を認めてくれた、と」

「……………………」

　無言はイエスだ。つまり、完全勝利である。

「ふふっ、良かった。じゃあ、これからもよろしく、にょもろちゃん」

　それだけ言って湊みなとは手を離はなした。

　そしてふと気がつく。店内中の客が、固かた唾ずを吞のんでこちらを見つめていたことに。

　先ほどコーヒーをこぼした美人店員が恐おそる恐る尋たずねてくる。

「あ、あの～、お着替えは……」

「あ、ああ！　すいません！　今すぐ行きます！」

「じゃ、じゃあ、案内します」

　美人店員の後ろをついていく際、湊は一度だけ振り返った。

　にょもろはテーブルに突つっ伏ぷし──放心していた。




　　　♀♀♂♀♀




「えーと、どれを着ればいいですか？」

　更衣室でロッカーに書かれた苗みよう字じを眺めつつ、湊は尋ねた。

　室内は十個のロッカーが左右に敷しき詰つめられており、二人がすれ違えるほどの狭さである。

　そのとき美人店員が中から鍵かぎをかけた。

「あ、あの、俺、ここで着替えるんですよね……？」

「ええ」

「じゃあ、中にいられると、脱ぎにくいんですが……」

　湊は汗あせを拭ぬぐった。

　嫌いやな予感がしていた。かつて同じことがあった。

　そのときの相手は瞳ひとみ。楽しく話した後だったし、瞳が魅み力りよく的てきなこともあって、心の奥底には期待があった。

　しかし現在、美しいけれども見知らぬ女性が相手である。それだけに危険を知らせる脳のう内ないアラームは緊きん急きゆう信しん号ごうを出しっぱなしだった。

　美人店員は扉とびらの前にはだかるように立つと、胸むねに手を当てた。

「あたし、明みよう神じん由ゆ姫き」

「へっ？　あ、久く我が原はら湊です」

「うん、知ってる」

「あ、そうでしたか、どうも」

「ね、湊みなとちゃんって呼んでいい？　呼んでもいいよね？」

「ど、どうぞお好きなように……」

「あのね、あたし、君のこと動画で見て、いいなって思ってたんだ」

「ども。光栄です……」

「あたし、ずっと君がお客さんとして来てくれたらなぁって祈いのってたの。そしたら本当に来てくれてびっくりしちゃった。これはもう運命よね」

「はぁ」

　どうやら快活な人のようである。

　もみあげから胸むねまで髪かみがあるけれど、後頭部はばっさりショート。そんなところに年上の女性の色気と思い切りの良さがにじみ出ていた。

　千ち湖こがもう少し年を取ったら近くなるかもしれない。千湖と同じようなパワーを感じる。

　ふと見上げると、由ゆ姫きの表情が変わっていた。営業用のスマイルから、どこか淫みだらさを感じるものへとチェンジしている。

「じゃあ、とりあえず脱いで」

「はっ？　今、なんて……」

「君が脱がないならあたしが先に脱ぐよ」

　由姫はメイド風の制服のボタンを外はずし始はじめた。

「なっ──」

　湊は驚きよう愕がくした。

　外からではわからなかったが、間違いない。巨きよ乳にゆうだ。

　豊満さと張りのバランスたるや見事なものである。何より生なまで見る谷間には抗あらがえない魅み力りよくがある。

（くそっ、見てはダメだ──）

　湊は両手で視界を塞ふさいだが、心に隠された欲望までは制せい御ぎよできない。いつの間にか指の隙すき間まからガン見していた。

「ふふっ、いい子ね」

　赤のレースが施ほどこされたブラジャーをさらけ出しつつ、由姫が歩み寄ってくる。

　嬉うれしい展開──だけれども、危険信号は未いまだ脳のう内ないに鳴なり響ひびいていた。だから湊は懸けん命めいに制止した。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「何を？　君、エッチなこと好きなんでしょ？」

「はい、大好きです！　って、ダメだろ、俺おれええぇぇ！」

「隠さなくてもいいのよ。動画を見て、あたしは確信したわ。あの青あお臭くさい言葉、野や獣じゆうのような目、君は間違いなくエッチな子よ！」

「くっ──」

　動画を見るだけでここまで見破るとは、なんて侮あなどれない人なんだ……。

　サバサバ系お姉さんなところがまた卑ひ怯きようだ。甘えさせてくれそうだな、なんて思ってないからな！

「ま、まずは着てください！」

「何を言っているの？　君は見たいのでしょう？　見ていいのよ？」

「マジッスか！」

「うん、マジよ♪」

「しゃっ！」

　ガッツポーズをかましたところで、湊みなとは我われに返った。

（って、そうじゃないだろ、俺おれええぇぇ！）

　見知らぬ人と密室で二人っきりにさせられるというのは、冷静に考えてヤバイ。さっき不ふ審しん者しやにムチでしばかれそうになったじゃないか。

　慌あわてるな。あの実りある大地の懐ふところに飛び込むのは、まず危険な人か素敵なお姉さんか見分けてからでも遅くはない。

「あ、あの～、お姉さんって、大学生ですか？」

「そうよ。どこの大学かは秘密♪」

「ど、どうしてこんなことまでして俺に？」

「あたしね、四年前──高校のころだけど、まだ恋愛がピンとこなくて。それで結局今まで誰だれとも付き合ったことがないの」

「そ、そうでしたか」

「これでも四年前までは結構モテたのよ？」

「そうですよね、モテそうですもんね」

「ありがと。でも全部振っちゃった。それでこの四年間、ずっと考えてたわけ。どんな男の子だったら良かったんだろうなぁって」

「はぁ」

「それで君を見た瞬しゆん間かん、ビビッと来たの。あたし、君みたいな子をペットにしたかったんだって」

　……………………ん？

「こう青あお臭くさくて、野や獣じゆうみたいで、でも年下だから可愛かわいさも持ってて、そういう男の子を飼いたかったんだ！　だから今までピンとこなかったんだって、わかったの！」

「あ、あの、ペットって……」

「あ、ごめんね。もちろん恋人兼けんペットよ♪　今まで十二番目のペットのワン蔵──あ、セントバーナードなんだけど、この子を恋人替わりにして舐なめてもらってたの♪　でもやっぱり本物に後ろから襲おそわれたいというか……ねっ♪」

「あの、いろいろと問題のある発言だと思いますけど、そもそもペットの部分がちょっと……」

「大だい丈じよう夫ぶ、トイレから散歩まで、ちゃんと教えてあげる♪　でもあたしがいないところで外に出ちゃダメよ♪　いい首輪を売ってる店知ってるから、あとで一緒に行こっ♪　尺しやくが合わなかったら改造してあげるから大丈夫よ♪」

　………………………………………………ヤバイ。

　ヤバイよヤバイよ!?　美人で可愛かわいがってくれそうだけど、これはマズイよ!?　かなり上級者向けだよ、この人!?

　逃にげなきゃいけない。しかしたった一つの出入口には鍵かぎがかけられ、しかも立ちふさがられている状況だ。正面突破は不可能と言っていいだろう。

　背せには窓があるが、女性とは身体能力が違いすぎる。逃げ出すほどの余裕はないに違いない。

（ん、女性……？）

　そうだ。この状況なら、自分で脱出しようとするのではなく、時間を稼かせいだほうがいい。

　音声は常磐ときわ先せん輩ぱいが拾っているだろうし、にょもろちゃんも遅ければおかしいことに気がつくはずだ。ならばもう少し会話を続けるんだ。

「いや、なの？」

「えっ？　いや～、まあ～」

　刺し激げきするわけにも行かず、曖あい昧まいな言葉でお茶を濁にごす。

「もしかして……湊みなとちゃんって、彼女いる？」

「えっ？　い、いえ……」

「じゃあ気になっている子は……？」

「そ、それは……」

「ふふっ、そうだよね。君の立場なら、選ぶ必要がないもんね」

「ど、どうしてそう思うんです？」

「だって決めちゃったら、他の人に手を出しにくいでしょ？　だから決められないんだろうなって」

「は、はい、おっしゃる通りで……」

「でも──」

　由ゆ姫きはロッカーを開けると、首輪を取り出し、強く引っ張った。皮と皮がぶつかり、破裂音が更衣室内を切り裂いていく。

「あたしのペットになったら、浮気許さないから」

　怖いよーっ！　誰だれかぁーっ！　まだ来てくれないのかーっ！

「う、浮気って、やっぱり女性にとってダメなんですね」

「もちろんそうよ。……って言っても、あたしの場合、浮気がダメなんじゃなくて、帰って来ないのが嫌いや」

「へっ？　それはどういうことですか？」

「例たとえばあたしがバイトしている間、湊みなとちゃんが外で遊んでいてもいいの。その相手が女の子で、恋愛が混じっていても、まあ見えないところならまだ許せる範はん囲い。でも問題は、他の子と恋愛していたら、あたしのところに帰って来なくなるかもしれないでしょ？　だから外に出さない。絶対あたしが一番で、あたしがいなきゃダメって思って欲しいの。そんなあたしのこと、おかしいって思う？」




　──女性に対して誠実であれ、と言っているんだ。




　ふと湊の心に常磐ときわが残した言葉が蘇よみがえった。

　あれってもしかして、女の子を安心させてやれって意味なのだろうか？　常磐先せん輩ぱいは何人と付き合ってもいいって言っていたが、それならば女の子が不安にならないぐらいの度量を見せろって意味だったのだろうか？

　考えれば考えるほど、ハーレムの難しさがわかってくる。もちろん女の子の心なんて全部無視して好きなようにやれば曲がりなりにもハーレムはできるのかもしれない。だがそれはさすがに良くないと冷静になるほど思ってしまう。

　そのとき扉とびらが引っ張られた。しかし鍵かぎがかかっており、開かない。

　その後、扉を叩たたく音が室内に木霊こだました。

「久く我が原はら先輩！」

　この声は──気がついてくれたか！

「にょもろちゃん、助けてくれ！」

「だからその名前で呼ばないでください！」

　──バキッ！

　怒りのためだろうか。ドアノブがえぐり取られ、扉が開いた。

「おっと、動かないで！」

「っ！」

　由ゆ姫きは湊の背はい後ごに回ると、首に腕うでを回した。

「動いたら湊ちゃんの身み柄がらは保証できないよ。いいから大人おとなしくしてて」

「くっ──」

　にょもろの背後には他の店員や客がいる。しかしこれだけの人がいても、人質になってしまっては動きようがない。

「うわっ！」

　湊みなとは思わず奇声を上げた。首を舐なめられた、と気づいたのは少し遅れてのことだった。

「湊ちゃん、ちょっと怖いかもしれないけど、我が慢まんしててね。必ず一緒に暮らそうね」

　にょもろの背はい後ごにいる女性たちが息を吞のむ。『うらやましい……』と不ふ謹きん慎しんな本音を出したのは二人だけだった。

　舐められた瞬しゆん間かん、湊は軽い衝しよう撃げきに襲おそわれていた。

　背せ筋すじに電気が走り、驚おどろきと同時に快感が走った後、脱力感に襲われる。そんな体験、初めてだった。

（……ん？）

　この症状、どっかで見たことあるような？　それもついさっき──

「久く我が原はら先せん輩ぱい、必ず助けますので少しだけ我慢してください」

　そう発したのはにょもろだった。

「にょもろちゃん……」

「だからにょもろって言わないでください！　助ける気がなくなるじゃないですか！」

「いや、でも君は俺おれを抹まつ殺さつしたいんだろ……？」

「ええ。しかしそれを抹殺会以外の人が、しかもこんなオバさんにされるのは我慢なりません。悪を滅するのは正義がしなくてはいけないのです」

「オバさん……？」

　由ゆ姫きの額ひたいに血管が浮き出る。

　にょもろはいつもの不快神経を刺し激げきする得意げな笑みを浮かべた。

「ふふっ、惨みじめなものですね。オバさんは」

「あたしはまだ二十一よ！　調子に乗ってるんじゃないわよ！　たっぷりとしつけ、してあげよっか！」

「下品なのは嫌きらいです。だから────消えてください」

「なに!?」

「先輩、伏ふせて！」

　湊はにょもろに言われるがまま、全力で伏せた。

　本来ならパワーが違うため、由姫の腕うでを外はずすことなんてできない。しかし今のタイミングなら可能だった。

　にょもろの言葉は、窓からの突入と同時だった。

「てやっ！」

　窓を突き破り、突入してきたのは千ち湖こだった。ガラスが飛び散ったことで注意が逸それ、由姫の手元が緩ゆるんだのである。

「お兄ちゃん！」

　続いて有あり栖すが室内に入り込む。

　慌あわてて由ゆ姫きが湊みなとに手を伸ばすが、すでに遅い。




　──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】




　有あり栖すは伸ばされた手を弾はじくだけでなく、腹はら、顎あごに打だ撃げきを加え、由姫をロッカーに叩たたきつけた。

　由姫との距きよ離りができたことで、有栖が駆かけ寄よってくる。湊は起き上がり、先ほど舐なめられた部分を袖そでで拭ぬぐった。

「大だい丈じよう夫ぶだった、お兄ちゃん……？」

「あ、ああ」

「ごめんね。捕まっていたのはわかってたんだけど、タイミングを迷っちゃって……」

「いや、助かった。ありがとう」

「ううん、いいの。お兄ちゃんが無事なら」

　また有栖に助けられてしまった。今日だけで二度目である。

　それだけに湊は自分の行動を反省した。

「しかし、凄すごいタイミングだったな？　にょもろちゃんとどんな打ち合わせをしたんだ？」

「それが……ほとんどしてないの」

「えっ？」

「神かん崎ざきさんは自分が注意を引きつけるから、いつでも突入していいって」

　うーん、その割に『伏ふせて』と言うタイミングが良すぎるんだよなぁ。これは彼女の〝固有能力〟なのだろうか。

　その間に由姫は打撃から回復していた。

　もはや逃にげられる状態ではない。それを悟さとった由姫は、この場でもっとも憎い人物に矛ほこ先さきを向けた。

「よくもあたしのワガママペットライフを……っ！」

　由姫が狂きよう気きに駆られ、にょもろに飛びかかる。

　だがにょもろは逃げようとせず、正面から受け止める姿勢を見せた。

「いいでしょう。遊んであげます」

　由姫が凶きよう悪あくなスピードで右フックをかます。それをにょもろは悠ゆう々ゆうとダッキングでかわした。

「あなた相手なら、目を開ける必要すらないですね」

　そう言うと、本当ににょもろは目をつぶった。

「おいおい、舐めすぎだぞ！　気をつけろ！」

「大丈夫ですよ。この人に本当の敗北を教えてあげます」

「まだ言うか……っ！」

　右、左、腹──由姫は間かん髪ぱついれず連続攻撃を行う。が、すべて読まれているかのごとく、にょもろは避よけていく。

「お兄ちゃん、神かん崎ざきさんは動き出すのとほぼ同時に避けてるよ……？」

「はぁ？」

　湊みなとでは目が追いつかなかったが、それが事実とすれば予言レベルの動きである。

「そういえば以前、彼女、わたしに固有能力を教えてくれたことがあったんだけど、そういうことだったんだ」

「どういうことだ？」

「神崎さん、敏びん感かん肌はだなんだって」

「……えっ？」

「──【その肌敏感にてキレイキレイ】。それが彼女の〝固有能力〟よ。たぶん、空気の動きとかまでわかるのよ。だから動き出したと同時にわかっちゃうんだ」

　空気の動きって……ああ、テレビで見た達人とかがそんなこと言ってたな……あいかわらず現在の女の子は凄すごすぎる……。

「これで終わりです」

　にょもろは由ゆ姫きの足を摑つかむと、そのままくるりと回転した。回転が力となり由姫が空中に浮く。

　地に足がついていない由姫はすでにまな板の上の鯉こいだ。受身も取れず地面に落ちると、にょもろにみぞおちを踏ふみつけられた。

「うっ──」

　由姫がうめき声をあげて気絶する。勝負はついたのだ。

「ふふっ、私の勝ちですね」

　にょもろが勝利宣言する。

　どうやらにょもろは勝ちにこだわる性格らしい。わざわざ目をつぶったのは、完かん膚ぷなきまでに相手を叩たたきのめそうとしたからに違いない。

　そして能力がわかったことで、もう一つ理解できたことがある。

「ありがとう、にょもろちゃん」

　湊が近寄ると、にょもろは一いつ瞬しゆんで不ふ機き嫌げんに戻った。

「汚いですから近寄らないでください。それとにょもろと呼ばないでください」

「ごめんごめん。でもお礼を言うくらいはいいだろ？」

「まあ……それくらいなら」

「本当にありがとう」

　お礼で注意を引いておいて、いきなり手を握にぎる。すると──

　ビクンビクンッ！

　港に上げられた魚のようににょもろは全身を震ふるわせ、その場にへたりこんだ。

（やはりそうだったか……）

　どうしてにょもろが触れるだけでこんな風になってしまうのか、湊みなとは確信した。

　ヒントは二つ。由ゆ姫きに舐なめられたときの感触と、にょもろの能力である。

　舐められた感触──あれは今までに感じたことがない快感と脱力感だった。きっと今のにょもろは、その状態に近い。

　ただ触れただけでそんな風になってしまうのは、にょもろが敏びん感かん肌はだであるためだ。普ふ通つうの人が舐められたのと同様の感覚を、にょもろは触れただけで感じてしまうのだろう。

　考えてみれば、平手打ちをしてきたとき、にょもろは正常だった。ということは、皮ひ膚ふを叩たたくのとソフトタッチではまったく違うように、軽く触れられるのがにょもろにとっての鬼き門もんに違いない。

　まったく神はこの少女になんという肉体を与えてしまったのだろうか……。〝生意気〟と〝美少女〟に加え、〝後こう輩はい〟がついては、もっといじめたくなってしまうじゃないか……っ！

『おい、久く我が原はら。聞こえているか？』

　突然の通信に、湊は耳を澄ました。

「常磐ときわ先せん輩ぱい、どうしたんです？　もう俺おれ、助かりましたよ？」

『久我原、残念だが、お前が思っているより事態はずっと悪い』

「どういうことですか？」

『お前の危機を知った市民が押しかけ、更衣室の外どころか、喫きつ茶さ店てんの外がい壁へき一帯がすし詰づめになっている』

「えっ？　それって、ただのやじうまですよね？」

『そのやじうまが、お前が人質になっていた姿を動画で撮さつ影えいし、アップロードしていたんだ』

　まあ、今も扉とびら辺りには人がうじゃうじゃいるし、そういう人がいてもおかしくないだろう。

『その動画にな、お前が舐められているシーンが映っていた』

「そりゃそうでしょう」

『刺し激げき的てき過ぎたんだ、四年間男がいなかった女性たちには──』

　常磐の口調は恐おそろしく深刻である。それでようやく湊は事の大きさを感じた。

「あの、もしかして……」

『外の音声を繫つないでやる。聞いてみろ』

　一度通信が切れる。するとすぐざわめきが聞こえてきた。

『あの犯人、舐めてたわよね……』

『わたしもひと舐めくらいなら……』

『それならあたくしも……』

『みんなでやれば、ちょっとくらい……』

　…………………………あれ？　冗じよう談だんじゃなく、みんな同じようなこと言ってるよ？

　音声が切り替わり、常磐ときわに繫つながる。

『というわけだ。人数は軽く見積もっても百人は超こえている。警けい察さつは突破され、完全に諦あきらめムードだ。生徒会としても防ぼう衛えいは不可能と判断し、撤てつ退たいを宣言した。また生徒には安易に加わらないよう警告を出してあるが、どう判断するものやら。あとは被害が少なくなるよう祈いのるしかないな』

「に、逃にげる方法は！」

『ない。諦めろ』

「と、常磐先せん輩ぱい！　あんたならもう少し気の利きいた策さくとか──ガッデム！　あの野郎、切りやがった！」

　怒りに任せ、イヤホンを地面に叩たたきつける。

　だが湊みなとが怒っていられる時間はなかった。おばさま方が扉とびらの前から獰どう猛もうな視線を湊に送っている。

「あ、有あり栖す、助けてくれるよな……？」

　一いち縷るの望みを託たくし、湊は語りかけた。

「お兄ちゃん、神かん崎ざきさんに何をやったか覚おぼえてる？」

「後こう輩はいに先輩の偉い大だいさを教えてやった。後悔はしていない」

「じゃ、わたし行くから」

「じょ、冗じよう談だんだから！　お、おい、有栖！　た、頼むよ！　有栖[image: ～][image: ～]！」

　懇こん願がんするが有栖は聞く耳を持たず、へたりこんでいるにょもろを両りよう腕うでに抱えると、窓から去っていった。

「あ、あの～、千ち湖こさんは助けてくださいますよね……？」

　千湖はにこっと笑うと、

「ミナトン、カンちゃんにやったあれ、アタシはセクハラだと思うな～。だからちょっとくらいセクハラされてもしょうがないんじゃない？」

　と言った。

「ちょっ、待ってくれ、千湖！　誤解だ！　あれはお礼の握あく手しゆをしただけで！」

「でもミナトンの鼻の下、凄すごく伸びてたよ？　絶対意図的にやってたよね？」

　さすがッスね、千湖さん。その通りです。

「お前しか頼れないんだ！　頼む！」

　マジ土ど下げ座ざ余裕でした。

　千湖はすぐに返答しなかった。その間にもおばさま方はじりじりと距きよ離りを詰つめてきている。

　千湖は深いため息をついた。

「ホントにやばくなったら助けてあげるから。まあ、ある程度落ち着くまでは頑がん張ばって。それじゃね！」

　それだけ言って、千ち湖こは【巨人殺しジヤイアント・キリング】で窓の外に消えていった。

「お、おいぃぃぃ！　置いてかないでくれぇぇぇぇ！」

　叫さけび声ごえは更衣室内に反はん響きようし、消えていく。そして完全にかき消されたとき、すでにおばさま方との距きよ離りは一メートルのところまで来ていた。

「あ、あの……勘かん弁べんしてくれませんか？」

「護ご衛えいはいなくなったわ！　今よ！」

「ノォォォォォォ！」

　人の波が更衣室になだれ込む。その波に湊みなとは飲まれていった。




　　　♀♀♂♀♀




　それから数時間後。

　どうにか騒そう動どうが収まった湊は、常磐ときわが所有しているワゴンに戻り──

「怖いよ……女の人怖いよ……」

　トラウマになっていた。

「うぉぉ、そんなところまで舐なめないでくれぇぇ！　お願いだからぁぁ！　うおっ、衝しよう撃げき波はが！　だから喧けん嘩かはやめてくれよぉぉ！　ああ、見えない速度で舐めるってどうなってるんだよぉぉぉぉぉ！」

　そんな姿を眺め、常磐はため息をついた。

「まさか一日でこれほどのことになってしまうとはな……」

　助手席から蘭らんが応じる。

「常磐様でも予定外でしたか？」

「ああ。せめて九十六人デートは完かん遂すいさせるつもりでいたのだが、ちょっと無理か……」

「ちょっとどころか、完全に無理ではないかと」

「いや、まだわからんだろう」

　ワゴン内にいるのは、湊を除けば常磐と蘭のみである。有あり栖すと千湖は湊の様子を伺うかがいたいと言ってワゴンへの同乗を嘆たん願がんしていたが、常磐はきっぱりと拒きよ否ひしていた。

「おい、久く我が原はら、そろそろ目を覚さませ」

「ごふっ！」

　常磐が無む造ぞう作さに湊の腹はらを蹴ける。その痛みで湊は正気に戻った。

「ハッ、俺おれはいったい……」

「お前に聞いておくことがある。明日、残り四十八人とデートをすることができるか？」

「うっ──」

　湊が恐きよう怖ふで固まる。

　常磐ときわはダメかと思ったが、湊みなとは歯の根が合わぬままこう言った。

「やります。ただし──学園内限定でやらせてください」

「ほう」

　常磐は率そつ直ちよくに感心した。まさかこの言葉が出てくるとはそれこそ『想定外』だった。

「どうしてだ？　お前、女が怖くなったんじゃないのか？」

「そりゃあんな目に遭あえば誰だれだって怖くなりますって！　でも──」

　湊は唾つばを飲み込み、震ふるえを抑おさえつつ言葉を絞しぼり出だした。

「今日、あるとき、先せん輩ぱいが『誠意ある対応をしろ』と言ったことを思い出したんです」

「ほほう、殊しゆ勝しようなことだ」

「それで、いろいろ俺おれ、考えたんです。俺が明日デートしないって言ったら、楽しみにしてくれていた子はがっかりしますよね？　なら一度スケジュールに組み込まれた子とはちゃんと会います」

「お前、少し変わったな」

「……誠意って言葉を考え直すきっかけがあっただけです」

「そうか。ならば一つ聞いておきたいが、ハーレムを作りたいか？」

　ハーレムって言葉は魅み力りよく的てきだ、と湊は思う。しかしその度量が少なくとも現在の自分にはなさそうだ、とも感じていた。

　だから湊は言った。

「今はまだ早いと思います。とは言いつつも、またすぐ作りたいと言い出すかもしれませんが」

「ふむ」

　常磐は足を組み替え、プリンを飲み込んだ。

「ならとりあえず誰かと付き合ってみたらどうだ？」

「け、結構簡かん単たんに言いますね」

「メリットは多いぞ？　興きよう味みのない女を断る理由になるし、困った状態になったとき、少なくとも彼女となった女はお前の味方となってくれるだろう。また彼女のいる男には手を出しにくいため、お前への攻勢も少しは歯止めがかかるはずだ」

「先輩は騒そう動どうを楽しんでいるんじゃなかったんですか？」

「私は楽しければいい。だが楽しむというのは、なかなかに多彩でな。別に騒動だけが楽しいわけではない。お前が誰か一人を選ぶのも面白そうだし、付き合ったら付き合ったでどうなるか、興味深いと思っている」

「そうですか……なら一人を選んでみるのもありかもしれませんね」

　常磐は間かん髪ぱついれず提案した。

「こういうのは勢いとタイミングが重要だ。そこで、だ。二週間後に一泊二日の野外活動が四し季きノの森もり学がく園えんにはある。三学年同時参加のイベントだ。その最終日に、告白したらどうだ？」

「こ、告白!?」

「お前が誰だれかと付き合いだしたら、どうせ翌日には全校に広がる。それなら皆の前でやっても同じだろう？」

「た、確かにそうかもしれないですけど、それはさすがに……」

「それにそれくらい追おい詰つめられなければ、お前は決めきれないだろう？」

「!?」

「男ならスパンッと決めてみろ。新あらたな問題が出てきたら、そのとき考えればいい」

　湊みなとは返答に窮きゆうした。確かに追い詰められなければズルズルと現状を維持しかねない。

　ただ現状を続けるのは無理がある。精神もそうだが、身体からだが保もたない。

　もちろん夢のハーレム生活は捨てきれないが、その前に死んでしまう。そうなってはハーレムどころではない。

　なら、これも一つの選せん択たくか──

　湊は力強く頷うなずいた。

「……わかりました。俺おれも男です。それまでに決めます！」

「いい心がけだ。じゃあ舞ぶ台たいは用意してやろう」

「頼みます」

　湊は頭を下げた。




　　　♀♀♂♀♀




「えっ……？」

　湊の様子が気になり、ワゴンまでやってきた有あり栖すは、自分の耳を疑うたがった。




　──お兄ちゃんが野外活動最終日に、告白する……？




　いずれそんなときも来るだろう、と有栖は覚かく悟ごしてきた。

　だが問題なのは散々覚悟していたにもかかわらず、想像以上に衝しよう撃げき的てきで──狂くるおしい気持ちに陥おちいったことだった。

　湊が誰か一人を彼女とすることに、有栖は賛成だった。むしろふらふらといろんな子と遊ぶくらいならそうして欲しいと思っていた。

　そして──この気持ちを断たって欲しい。ううん、本当は報むくわれたいけれど、それが無理ならいっそ断ち切ったほうがマシではないか、と思っていた。

　元々芽が出たのはずっとずっと昔のこと。でも兄妹だから無理だと諦あきらめていた。

　そして別れ、再会。

〝兄妹宣言〟を否ひ定ていしたとき、お兄ちゃんは動どう揺ようしていた。まったく相手にしていないのであれば、動揺さえしないはずだ。

　なら、チャンスは、まだある……？

「どうしよう……どうすればいいんだろう……」

　参考書に書かれていないことはどうしてこんなにも難しいのだろうか。

　こんな状況で頼りになるのは、親友の存在だった。













　　その二　暗中模索のオール・ナイト







「ふふふふっ……」

　野外活動当日──

　バスで隣となりとなったホルストのご機き嫌げん具合に、湊みなとは悪お寒かんを覚おぼえた。

「あいかわらず気持ち悪いやつだな……。何かあったのか？」

　ホルストはくわっと目を見開いた。

「何かあったどころじゃないよ。これを見なよ、ミナトくん！」

「これを見ろっつってもなぁ」

　ホルストは大げさな仕し草ぐさで手を広げた。

　現在、野外活動を行う山へ移動するバスの中である。どこをどう見渡しても気になる点はない。

　ホルストは明らかに車内を示していたが、もしかしてとは思い、外も覗のぞき込こんでみた。バスはちょうど山合に入ったようで、麓ふもとを流れる川が実に旅行情じよう緒ちよを盛り上げてくれる。

「いい景色だな」

「違うよ、ミナトくん！　ボクが言いたいのは、車内が男ばかりということさ！」

「ああ、そういうことか」

　運転手と理り沙さ以外は全員男である。

　こうなったのは、バスの座席で大きな騒そう動どうがあったためだった。

　今回の野外活動は学園全体──三学年共通の行事である。そのため女の子しかいないクラスを中心に、〝男と同じバスに乗りたい運動〟が勃ぼつ発ぱつ。全校生徒すべてを巻き込んでのクジ引きによる座席決定が校長に直じき訴そされる事態となった。

　相次ぐ直訴に困り果てた校長は、署名を集めるよう進言した。

　もはや執しゆう念ねんだった。通常ならばクラスごとにバスに乗ることが当たり前にもかかわらず、集められた署名は六百名。四し季きノの森もり学がく園えんは全校生徒千二百名であるため、半数が賛同したことになる。

　だが同じクラスに男がいる少女たちも黙だまってはいなかった。

『バスはクラス単位で』を合言葉に署名活動を行い、三百名の署名を集めた。

　苦悩したのは間に挟まれた校長である。数はクジ引き派はのほうが多いが、クラス単位派も全校生徒の二十五％に達しており、決して少ないものではない。

　その果てに出された決断が──『男専用のバスを作る』だった。

　こうして作り上げられた状況が、現在だった。

「ふふっ、男ばかりというのはやはり落ち着くね」

「お前とは違う意味でだが、少しは賛同する」

　ここには猛もう烈れつなアタックをしてくる少女がいない。そのことに湊みなとは安あん堵どを覚おぼえていた。

　九十六人とのデートはやはり不可能だった。

　土曜日があまりに大おお荒あれとなったため、翌日の日曜日は校内でデートを行ったが、それでも争いが勃ぼつ発ぱつし、生徒会とその直じき参さん部ぶ隊たいが抑おさえてくれなければ大だい惨さん事じになるほどヒートアップした。

（いや──大変なのは、その後だったかもしれない）

　湊は思い出す。九十六人デートを終えて迎えた月曜のことを。

　その日、湊はある少女に告白をされた。

「久く我が原はら先せん輩ぱい！　私と付き合ってください！」

　彼女は九十六人デートの中の一人だった。

　このとき湊は常磐ときわとの会話で決めた『野外活動最終日に告白する』を実行しようと思っていた。そのため少女は魅み力りよく的てきであったものの、こう答えた。

「少しだけ待ってもらっていいかな」

「……少しって、どのくらいですか？」

「野外活動最終日まで。そのくらいまでは考えたいんだ」

「じゃあ、それまでに誰だれか一人を決めるつもりがあるということですか？」

「……うん、まあ。常磐先輩ともそういう話をしてる」

「「「「「な、なんだって────────っ！」」」」」

　告白シーンを見ていた少女たちから叫さけびが巻き起こる。

　この時点で常磐はまだ準備段階にあり、告白のことは公おおやけにされていなかった。そのため公式発表を待たずして、少女たちの口コミによってこの情報は広まっていった。

『ちょっとちょっと、聞いてよ！　久我原くんが──』

『ええっ!?　うそぉ!?　それってヤバくない!?』

『まだわたし名前覚えてもらってないのに……』

『こんなことやってる場合じゃないわ！』

『メーデーメーデー！　久我原湊は野外活動最終日に告白をする模様！　……馬ば鹿か野や郎ろう！　今からでも紙面差し替えろ！　すぐに生徒会にアポを取れ！　今夜は寝られないぞ！』

　こうして翌日の校内紙の一面には『本命は誰だ!?』との煽あおり文ぶんと共に全校生徒に知れ渡ったのだった。

「ふう……」

　湊は窓から見える木々を眺め、ため息をついた。

　ここ二週間の女の子の強引さは限度を超こえていた。

　靴くつ箱ばこを開ければラブレターの束たば！（しかも一番近くのゴミ箱にラブレターの束があったところを見ると、他の女の子のラブレターを抜き出して捨てた少女がいると思われる）

　お昼休みにはお弁当ピラミッド！（最さい高こう記き録ろく八十五個）

　下校イベントはフラグが暴ぼう発はつし、トイレの中まで追いかけられ、心の休まる暇ひまなどありはしない。

　それを考えるとホルストが言った『落ち着く』に同調したくなってしまうのだった。

「ふふっ、ミナトくんも男の良さに気がついてきたみたいだね」

　手の甲こうにホルストの手がそっと重ねられる。

「気持ち悪いことすんな」

　すかさず湊みなとは裏うら拳けんをかました。

「甘いよ、ミナトくん」

「!?」

　がっちりと拳こぶしを摑つかまれる。すぐに湊は手を引っ張ったが、ホルストの握あく力りよくは凄すさまじく引きはがせない。

「ホルスト、お前、どうしたんだ!?　その握力、おかしいだろ!?」

「鈍にぶいミナトくんでも、ようやく気がついてくれたか」

「何だ？　筋きんトレでもしてたのか？」

「まあね」

「お前、そういうのするタイプじゃなかったよな？」

「そうなんだ。ボクも無む駄だな肉はつけたくなかった……でも、せずにはいられなかった」

「スポーツでもするつもりなのか？」

「違う。違うんだ、ミナトくん。実はここ一月、ボクは深い悩みを抱えていてね」

「悩み、ねぇ……」

　するとホルストは拳を握ったまま、空いた片手で器用に上着のボタンを外はずしていった。

「おい、何をしてんだ!?」

「〝国会事件〟のとき、ボクは君を守るため、全ぜん裸らになっただろう？」

「だからボタンを外すのをやめろ」

「そのときのことがきっかけで──」

「いいから人の話聞けよ」

「──脱ぐことに快感を覚おぼえるようになってしまったんだ」

「　ど　う　で　も　い　い　」

　右ストレートで頰ほおを打ち抜く。ホルストは通路側に吹っ飛んだ。

「久く我が原はら君！　ホルスト君！　バスの中では大人おとなしくしましょう！」

　理り沙さのお叱しかりが飛ぶ。湊みなとは『はい』とだけ答えてホルストを放置しておいた。

　理沙がため息をつく。そしてバスの先頭から豊満な胸むねとお尻しりを揺ゆらして歩み寄ってくると、気絶したホルストを空いた席に座らせた。

「久く我が原はら君、ちょっと話があるのだけれど、いいかしら？」

「もちろんです！」

　女の子からのアタックに疲れている湊も、相手が理沙なら別だった。大人おとならしい落ち着いた語りが同世代の少女にはない癒いやしをもたらしてくれる。

　湊は最前列に移動し、理沙の隣となりに座った。

「あの話……本当？」

「話って、何ですか？」

「あなたが野外活動最終日に告白するという……」

「ああ、それですか。まあ、ここまで広まってしないわけにはいかない、とは思ってます」

「そう。聞いていいかわからないのだけれど……誰だれにするつもり？」

「ええと……答えなきゃダメですか？」

「実は教師の間でトトカルチョが──じゃなくて、そうなると色々と影えい響きようがありそうだから、教師としてもそれ相応の対応をしなきゃいけないと思うから」

「ちなみに先生は誰に賭かけたんですか？」

「本命は私、対抗で紫し桃とうさんに一万円ずつ──」

「そうか、理沙先生も候こう補ほに入っていたのか！　これは盲もう点てんだったな……」

　完全に頭から抜けていた。

　大人の女性！　なんと甘美な響ひびきだろうか！

　理沙は赤面し、手を振って否ひ定ていする。

「ち、違うのよ！　これは……そ、そう！　酔よい止どめが悪いのよ！　いつもより強いのを飲んじゃったからそのせいよ！」

「じゃあ先生は酔い止めを飲んでいたら俺おれの告白を受け入れてくれるってことですか！」

「そ、それは……ダ、ダメよ……。先生と生徒だなんて、それは禁断の愛よ……！　ましてやこんな時世に……！　ふふふっ……ありよね」

「腐くされ妄もう想そうはやめろ。禁断の愛と言えばボクに決まってるだろう、淫いん乱らんクソババア」

「お前は死んでろ」

　突とつ如じよ現れたホルストの首をあらぬ方向に曲げる。

　理沙は咳せき払ばらいすると、何食わぬ顔で気絶したホルストを元の座席まで運んでいった。そして最前列に戻ってくると、完全に教師の顔に戻っていた。

「話が逸それちゃったわね。すでに意中の子は決まってるのかしら？」

「せ、先生。さすがにその話の戻し方には無理があるんじゃ……」

「何のことかしら？　記き憶おくにないわね」

　湊みなとは追及を諦あきらめた。ここまで先生としての顔を出されては、もう素の部分を見せてくれないだろう。

「わかりました。話を戻します。あの、先生だから言うんですけど……まだ決まっていないんです」

「あら、そうなの？　てっきり決まっているとばかり思っていたわ」

「凄すごく魅み力りよく的てきな女の子だらけで、無茶苦茶迷ってます。だって誰だれか一人に決めると、選ばれなかった子は悲しむじゃないですか。選ばれなかった子が嫌きらいだったら気にならないのかもしれないですけど、みんな魅力的で、もちろん嫌いとは程遠くて。そう考えると、誰を選んでも後悔が残りそうで……迷ってます」

「意外に真ま面じ目めね。……ううん、意外って言葉は忘れて。あ、でも、それだといろんな女の子と遊ぶのは良かったの？」

「だって付き合ってないじゃないですか。それなら自由っていうか、別にいいかなーって思うんですけど、誰かと付き合うとなると、それはもうやめたほうがいいなぁ、と」

「いいの、それで？」

「そりゃハーレムみたいにできればしたいっていうか、マジハーレム作りたいッス……っ！」

　ぐっと力ちから拳こぶしを作り、力説する。しかし──

「けど現実は厳きびしいというか、限界があることを知りまして……」

「まあ、あなたの場合、付き合う＝全校生徒が知るっていうのがあるから、おいそれと二ふた股またはできないわよね」

「そうなんですよ。かといって試しで付き合って、ダメならやっぱ次っていうのも、女の子には失礼な感じがして」

「そんな風に考えていて嬉うれしいわ。なら先生から言うことはないわね」

「もしかして先生、俺おれが適当に選ぶと思ってました？」

「ちょっとだけよ」

　理り沙さは親指と人差し指でほんの少し隙すき間まを作り、『ちょっと』をアピールする。

「じゃあ班はあれで良かったのかしら？」

「はい、結構です」

　バスの座席と同様、野外活動を共にする班決めも揉もめに揉めた。そのため教師は『男子生徒には学園全体からメンバーを選ぶことができる権利を与える』とした。これは建前上、まだ学園に不ふ慣なれな男子生徒の便べん宜ぎを図り、野外活動を満まん喫きつしてもらうため、とされている。だが実際のところ、バス決めであれだけ問題が発生したため、教師がゲタを男子生徒に預けたと言っていい。

　班は五人一組みである。班は夕食作りや夜の肝きも試だめしなどのイベントを共有するだけに、野外活動において重要なファクターだった。そのため湊みなとは自分を除いた四人を誰だれにするかずっと悩んでいた。

　結果決まったのが、〝有あり栖す〟〝千ち湖こ〟〝瞳ひとみ〟〝ホルスト〟の四人である。

　湊が最初に選んだのは、千湖だった。千湖なら友達として野外活動を一緒に楽しめそうであり、揉もめ事ごとがあった際、助けてくれる可能性がもっとも高いと思っているためだった。

　それを千湖に話したところ、『それなら有栖も選んで欲しい』と言われ、迷ったあげく有栖も決定。残り二人のうち瞳を選んだのは、学園に来て以来、もっとも会話し、近しいと感じる少女であったためだった。無論、有栖との相性が最悪なのは問題だったが、恋人を選ぶ際の有力候こう補ほという意味合いもあって、選んだ。

　湊は最後の一人にホルストを選ぶ予定はなかったが、ホルストが男子生徒に与えられた『メンバーを選ぶ権限』を使い、湊を選んだ。しかも他のやつなどどうでもいいと主張するため、教師間で話し合いが持たれ、結局湊と同班で落ち着くことになったのだった。

「楽しい野外活動になるといいわね」

「ええ」

　学校で泊りがけの行事となると、小学六年生に行った修学旅行以来だった。

　こうした行事もシェルター時代、憧あこがれていた。そのことを思い出し、湊は心から頷うなずいた。
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　山で野外活動と言えば、山登りは欠かせない行事である。しかし男女の体力差があまりに開いているため、山登りでは男子生徒にだけ負担がかかりすぎることになる。

　そのため学園はバランスを考こう慮りよし、ややサバイバル的な要素を取り入れた。

「じゃあプログラムにあるように、男子生徒は班員分のカレーの材料を受け取った後、全校生徒分の米を洗うこと。女子生徒は足りない分の材料を山と川で調達。川は山の中ちゆう腹ふく辺り……ここから約三キロの地点にあるから、そこで取るように。また山で畑を見つけても作物を取ることは厳げん禁きん。なお、久く我が原はらくんに対する食材のプレゼントは安全管理上、教師と生徒会による審しん査さを終えてから渡すこと。以上、解散」

　そう三年の学年主任の教師が言うと、少女たちは班ごとに別れ、頭とう領りように命じられた忍にん者じやのごとく散開した。

　少女たちが急いでいたのは、食材のプレゼントが湊の歓心を買う数少ないチャンスだと見ていたからだった。

　湊がシェルター時代に料理を好んでいたことは、湊に好意を持つ少女なら常じよう識しきと言っていい。そのため同じバスにもなれず、同じ班にもなれなかった少女たちはより良い食材を求め、山に川に突っ込んでいった。

『もう時間は少ない。だからこそ──』

『必ず──見つけてみせる』

『究きゆう極きよくの食材を』

　現在の時刻は十四時半。食事は十八時の予定である。調理する時間やテントの設営時間を考えると、約二時間程度が彼女たちに与えられた時間と言っていい。そのため少女たちは一刻の時間も無む駄だにしないよう駆かけていく。

　無論、学園の少女全員が湊みなとの興きよう味みを引きたいわけではないため、残った者も数多くいる。そうした少女たちは班ごとに集まり、役割分担を行っていた。

「じゃあお兄ちゃん、チコと食材探しに行ってくるね」

「また後でね、ミナトン。いいの取ってくるから、楽しみにしてて」

「おう」

　有あり栖すとの関係は、不思議と元通りとなっていた。というより、〝人質事件〟でうやむやになった。

　湊は助けに来てくれた有栖に感かん謝しやの気持ちがあった。それに千ち湖こも含めて三人で撮とったプリクラ──これが〝国会事件〟以降あった微び妙みような緊きん張ちようをほぐしてくれていた。そのため湊は携けい帯たいの裏にプリクラを貼はり、大事に取り扱っていた。

「久く我が原はら先せん輩ぱい、ちょっといいですか？」

　見み覚おぼえのある少女がテントの設営を予定している空き地から手招きしている。

　まさか向こうから話しかけてくるとは思っていなかっただけに、湊は軽い驚おどろきを覚えた。

「あれ、にょもろちゃん。どうしたんだ？」

「だからにょもろって呼ばないでください！」

「あれ？　にょもろちゃん、前ににょもろって呼んでいいって言ったよね？　約束破るんだ」

「くっ──」

　この苦にが々にがしげな表情には男心を狂くるわせるものがある。

　見ているだけで奥底に隠されたＳ心が刺し激げきされる。そのためつい、いじりたくなってしまうのである。

「……わかりました。今回は見み逃のがしてあげましょう」

　見逃してあげましょう、か……。

　あいかわらずの上から目線。これはちょっと痛い目に遭あわせなければなるまい。

　湊はそっと間合いを測った。そして機を見て、にょもろの手をめがけて腕うでを伸ばした。

「ふふんっ、お見通しです」

　にょもろは悠ゆう々ゆうとかわした。さすがに何度も通用しないらしい。

「わかっていればあのような失態、二度としません。もうこれから、あなたの勝ちはありませんから。邪よこしまな行動は金こん輪りん際ざいさせませんよ」

「何をやっているんだい、ミナトくん？」

　見知らぬ女の子と話していることが気になったのだろう。ホルストが声をかけてきた。

「何って──」

　にょもろの注意がホルストに引きつけられている。そのタイミングを湊みなとは逃のがさなかった。

「今だ！」

「うっ──」

　指をがっちりと摑つかみ取とる。

「っっ──」

　ビクンビクンッ！

　にょもろが全身を震ふるわせ、へたりこむ。あいかわらずの敏びん感かん肌はだに、湊は悪あく代だい官かん顔負けの笑みを浮かべた。

「ふふふっ、にょもろちゃん、また俺おれの勝ちだな」

「くっ……まだゃ負けてまへん……」

「でも二度と失態はしないって言ってたよね？」

「けがらわすぃ……。こんなうじゃい人が紫し桃とう先せんぴゃいにょ兄だにゃんて……！」

　苦くるし紛まぎれのセリフが嗜し虐ぎやく心しんを煽あおる。
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　しかし手袋越しでこの有あり様さま。もし素す肌はだに触ろうものならどうなるのだろうか。考えるだけでヨダレが──いやいや、この子が大だい丈じよう夫ぶか心配になってしまう。

　ふと、にょもろを観察していたホルストがぽつりとつぶやいた。

「このアマは……ＫＤＫだな」

「それ、あだ名か？　いつもとは違う雰ふん囲い気きだが、どういう意味なんだ？」

「くやしい・でも・かんじちゃうの頭文字」

　くやしい（Ｋｕｙａｓｈｉｉ）でも（Ｄｅｍｏ）かんじちゃう（Ｋａｎｚｉｔｙａｕ）でＫＤＫか。

「なんてことだ……。お前を天才だと思ったのは初めてだ……」

「ふふふっ、ようやくボクの才能をわかってくれたみたいだね」

「死んでください」

　いつの間にか脱出していたにょもろが湊みなととホルストにローキックをかます。ピンポイントにすねを狙ねらわれた二人は悶もん絶ぜつした。

　にょもろは湊に触れられた部分や、たった今蹴けりで接触してしまった部分を消毒スプレーで浄じよう化かすると、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「絶対絶対ぜ───ったい訴そ訟しようします！　私を辱はずかしめたこと、許しませんから！」

　ホルストがくわっと目を見開き立ち上がった。

「ふんっ、いいだろう！　やれるもんならやってみろ！　男と女、どちらが上かはっきりさせてやろうじゃないか！」

　あいかわらずホルストは女の子を嫌きらうという点で妥だ協きようがない。

　湊はホルストの袖そでを引いて囁ささやいた。

「やめておけ。あの子の母親、弁べん護ご士しだぞ」

「弁護士？　そんなもの恐おそれるに足りないよ、ミナトくん。ボクが恐れるのは君が幸せになれないことだけさ。君が訴訟を脅おどしに使われているのなら、ボクが真正面から受け止めてみせよう！」

「ホルスト……」

　ほんとにたまーにだが、頼りになるやつである。それが自分のためというところに、誠意を感じなくはない。

「気持ち悪い……」

　にょもろは距きよ離りを取りつつ、ジト目でつぶやいた。

「男同士なのに目と目で見つめ合って『俺おれ、お前のこと好きだぜ』って確認し合っているだなんて変態すぎます……」

「オイイィィィ！　事実とまったく違うぞ！」

　何言ってんの、この子!?　頭腐くさってるんじゃないのか!?

「噓うそをつかないでください。私にはわかりました。噓がバレたとき、みんなそう言うんです。ごまかそうとしたって、騙だまされません」

　ホルストは大きくため息をつく。そして芝居がかった仕し草ぐさで肩かたをすくめた。

「バレては仕方がない……実はその通りさ！」

「ホルストは黙だまってろ！」

　必殺のリバーブローを繰くり出だす……が、ホルストは読んでいたのか、華か麗れいなフットワークで身をかわした。

「君に見せつけるために鍛きたえに鍛えたこの身体からだ……っ！　どうだい、素晴らしいだろう！」

　と言いつつホルストはパンチをかわしながらシャツのボタンを外はずした。

「誰だれもてめぇの裸はだかなんて見たくないんだよ！」

　そのとき、よだれを垂らしてホルストの胸きよう筋きんを写真に収めていた〝ホモが嫌きらいな女の子はいません〟派はの少女たちから湊みなとはにらまれたが、あくまで余談である。

「まったく野や蛮ばんで、汚らしくて……これだから男は気持ち悪いんです……」

　その毒舌をホルストは見み逃のがさなかった。

「黙だまれ、ＫＤＫ！　ボクの肉体美、ミナトくんの輝かしい容姿！　そして二人の愛！　すべてこんなにも美しいじゃないか！」

「アホかっ！　どこにも愛情なんてねーよ！」

「二人で何イチャついてるんですか！　それが気持ち悪いんです！」

「だからにょもろちゃん、イチャついてないって！」

「だからその名前で呼ばないでくださいって何度も……っ！」

「ふんっ、忙しい小こ娘むすめだ。ならこっちの名ならいいんだな？　美しいボクが声高に謳うたってやろう！　Ｋ・Ｄ・Ｋ！　Ｋ・Ｄ・Ｋ！」

「浄じよう化かされてください」

「ぎゃっ！」

　うおっ、消毒スプレーをためらいもなくホルストの目にかけやがった……。

「あなたも浄化されたいですか？」

「お、おし、落ち着こう、にょもろ──」

　にょもろの眼光が鋭するどく光る。

　慌あわてて湊はそこで口を止め、

「じゃあ略してにょろちゃんでいい？」

　と聞いてみた。

「浄化されてください」

「ぎゃ──っ！」

　ノータイムで消毒スプレーを吹きかけるとは、なんて鬼き畜ちくな……っ！　目が見えなくなったらどうすんの!?

「くっ……もういいです！」

　そう吐き捨ててにょもろは背せを向けた。

　湊みなとはその後ろ姿を見ながら、ぽつりとつぶやいた。

「……結局何を話しに来たんだ？」

　湊は用件が気になったが、千二百人分のお米を洗って飯ごうに入れるだけで大変な作業である。そのため後うしろ髪がみ引かれる思いで調理場へと向かった。
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　そのころ有あり栖すは川のほとりで顔を洗っていた。

「ど、どうしよ、チコ、お兄ちゃんの顔、まともに見れないよぅ……」

「はいはい、もうちょっと顔洗って、頭冷やして」

　川の水の冷たさが有栖の心を落ち着けてくれる。何度も顔を洗い、深呼吸を行ったことで、有栖の呼吸はようやく正常に戻っていった。

「はい、使って」

「……うん、ありがと」

　千ち湖こが差し出してくれたハンカチで顔を拭ぬぐう。ほんのり香る香水の匂においが有栖の心に安らぎをもたらした。

「もう二週間かぁ……こんなんでアリス、大だい丈じよう夫ぶ？　関係、全然進んでないじゃん？」

「でも最善は尽つくしてる」

　湊が恋人を作ると聞いて以来、有栖の心のブレーカーは外はずれた状態にあった。

　湊のことを考えると、落ち着かず、顔が熱くなり、何も考えられなくなる。

　それにトドメを差したのが、湊が携けい帯たいの裏にプリクラを貼はっていることだった。

　それほど自分のことを大事に思っているんだ──そう思うと、有栖は心が熱くなった。

　もちろん千湖も写っていることはわかっている。でも、大事な一部となっていることが目に見える形で確認できたことに、例たとえようのない喜びがあった。

　またプリクラを貼っていたことで、自分が恋人に選ばれるかもしれない、という期待が増してしまった。その結果、強く意い識しきしすぎてしまい、懸けん命めいに心を抑おさえないと赤面してしまう状況に陥おちいっていた。

　千湖が言うように、関係はさほど変わっていない。いや、元の兄妹関係に近いところに戻っているのかもしれない。

　だとしても、近くにいたい。くだらない話でもいいからしたい。そういう思いがあった。

　現状できるベスト──それが平常心の振りをして話すこと。そう有栖は判断した。

　もしこれがいつも顔を真っ赤にしていたら、話すことすらできなくなる。それを有あり栖すは恐おそれた。

「今のお兄ちゃんに押し付けはよくないと思うの。普ふ通つうに近くにいることが、お兄ちゃんがもっとも求めているものじゃないのかな。班で最初に声をかけたのがチコだったというところを見ても、合ってると思う」

「大変だからねぇ、ミナトンも。……そうだね、今は近くにいて、チャンスを待つのがベストかもしんないね。でももしチャンスがあったら、ちゃんと素直に言わなきゃダメだよ」

「わかってる。ありがと、チコ」

「いえいえ、どういたしまして。……じゃあ、食材取りに行こうか。ミナトン、料理が上手だから美味おいしいもの持っていけばきっといいの作ってくれるよ」

「うん」

　そう言って、二人はめぼしい食材を探し始めた。
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　山中──

　新緑が茂り、動物たちが春の日差しを求めて走り回る中、少女たちが食材を求めてつばぜり合いを行っていた。

「こ、これは……まさか……トリュフ！　や、やったわ！」

　そんな中、少女の一人が山の奥深くで高級食材を発見し、歓喜の声を上げる。

　彼女は素早く採取し、審しん査さが行われる特設テントへと足を向けた。

「これできっと湊みなとくんに──」

「待って」

　突とつ如じよ見知らぬ少女が現れたことにトリュフを発見した少女は驚おどろき、トリュフを胸むねに抱えた。

「な、何よ、あんた……」

「それ、偽にせ物ものよ」

「えっ!?」

「よく見てみなさい。手触り、違うでしょう？　匂においも違うはずよ」

　トリュフを画像でしか見たことがない少女は戸と惑まどった。

「ほ、本当……？」

「ちょっと貸してみて」

　恐おそる恐るトリュフらしきものを渡す。その瞬しゆん間かん、トリュフを受け取った少女はにやっと笑った。

「トリュフ──いただいた！」

「なっ──」

　トリュフを奪うばい去さり、少女は去っていく。慌あわてて追いかけても遅い。すでに彼女は山の奥地へと消え去っている。

「ぐっ──ちっくしょおおおおぉぉぉ！」

　トリュフを奪われた少女は地面を叩たたいて悔しがる。

　こんな光景があちこちで発生していた。

『あー、米ばっか洗うの面倒臭くさいなー。早く料理してー』

『ボクは洗うの好きだけどね。もちろん、ミナトくんの身体からだ限定だけど』

『お前、病院行けよ。言っておくが、ちゃんと頭のほうの病院に行くんだぞ』

『ふふっ、さすがミナトくん。君のドＳプレイにボクは絶頂寸前さ』

『よしっ、逝いってこい』

『ぐふっ！』

　と湊みなととホルストがくだらない会話をしている間にも、各地では争いが激げき化かしている。

「──また、会ったな」

「偶然とは恐おそろしいものね──」

　ソフトボール部エース敷しき原はら玉たま美み、空手部エース手て塚づか鞠まり奈な。二人の邂かい逅こうは、抹まつ殺さつ会かいの特とく務む隊たい長ちようとゲット会の特務隊長の看かん板ばんを背負っての争いでもある。

「もう語るべきことは以前語ったな」

「そうね。もう十分ね」

　二人は合わせるつもりがないにもかかわらず、同時にセリフを吐く。

「「──さあ、殺やり合あおうか」」

　山の開放感と男への歪いびつな感情が入り混じり、山は戦場さながらの危険地帯へと変へん貌ぼうしていた。

　こうした中で生き残るのは、実力がある者か、運がいい者である。

　そして──第一陣じんが湊のところへと戻ろうとしていた。
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　少女たちが山や川に食材を求めて駆かけ回まわっている間、調理場の周囲は殺さつ伐ばつとした緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。これは〝審しん査さ会かいを無視して湊に直接食材を持っていこうとする少女がいる〟と考えられていたためだった。

　現在、調理場を取り囲むように簡かん易い的てきな柵さくが作られ、等とう間かん隔かくで警けい備びの者が立っている。

　しかし警備にはあまりにも人数が足りなかった。教師十名に、常磐ときわの直じき参さん部ぶ隊たいが二十名ほど。その他生徒会が募集した警備員が十名程度であり、この人員で千人以上の少女たちに潜ひそむ悪意を阻そ止ししなければならない。

『もし生徒会の許可なくこの柵さくを越えようとする者があらば、予告なしで我われ々われの〝能力〟によって殲せん滅めつする──』

　と直じき参さん部ぶ隊たいは宣言をしているが、追おい詰つめられた少女たちがいつ凶きよう行こうに及およぶかわからなかった。

　調理場の前には生徒会が特設のテントを設置していた。テントの中には教師三名と生徒会役員五名が常駐しており、現在、食材の審しん査さが行われていた。

「よしっ、合格だ。久く我が原はらのところに持って行っていいぞ」

「やったぁ！」

　一番手に審査を合格したのは、ゲット会、抹まつ殺さつ会かいに所属していない、言わばフリーの少女だった。

　湊みなとは米を洗っている途中、その少女と出会った。そして──声を失った。

「あの、これって……」

「うん、プレゼント！　今日の食材に使って！」

　少女は強調するように、肩かたにぶら下げたイノシシを強調する。その豪ごう快かいさ、またぎのごとしである。

　ただでさえ女の子のアタックが恐おそろしくなりかけている。そんなときにこれほど露ろ骨こつにパワーをみせつけられては、女の子に慣なれてきた湊も思わずのけぞらざるを得なかった。

　しかしそれでもお礼は言わなければならないと思い、湊はおずおずと口を開いた。

「あ、ありがとう……。凄すごいね……。一人で捕まえたの……？」

「うん！」

「そ、そう……。とにかくありがとう……」

「いいえ、どういたしまして！」

　少女がまぶしい笑顔でドスンッ、と目の前にイノシシを置く。だがそのまま去ろうとはせず、もじもじとし始めた。

　湊は首を傾かしげたが、少女はなかなかしゃべろうとしない。急せかせるのも悪いと思い粘ねばり強づよく待っていると、ようやく少女が口を開けた。

「あの、久我原先せん輩ぱい──」

「久我原、次がつかえているぞ！」

　常磐ときわの檄げきが飛ぶ。よく見てみると、少女の後ろには食材を携たずさえた女の子の列が出来始めていた。

「あ、そうですよね……。忙しいですよね……。それじゃ、失礼します……」

　少女が反転し、とぼとぼと歩いていく。

　彼女はきっと何かしら期待を持っていただろう。だが今、期待は打うち砕くだかれたのだ。

　それが見て取れたため、湊は心が痛くなった。

　確かに女の子は強くなっている。それに恐きよう怖ふを覚おぼえることもある。

　でも心は変わっていない。それだけに申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「ちょっとだけ待ってて」

　湊みなとは少女にそう告げ、常磐ときわのもとに駈かけ出だした。

「何だ、久く我が原はら」

　常磐が腕うでを組んだままにらみつけてくる。強い日差しを浴びてなお黒々と光る長ちよう髪はつは、太陽さえひれ伏ふさんばかりの冷れい徹てつさを秘めている。

「あの、食材ってこれからも増えるんですよね？」

「当たり前だろう。それがどうした？」

「せっかくもらっても、俺おれたちの班のメンバーだけじゃ到底調理できませんし、食べ切ることもできないと思うんですけど、どうするつもりなんですか？」

「…………」

「…………」

「…………」

　無言が続き、湊がもう一度声をかけようとしたところで常磐はポンッと手を叩たたいた。

「無論、食材を差し入れた生徒にも調理をしてもらう予定だ」

「いやいやいや！　完全に忘れてましたよね！」

「はて、何のことだかわからんな。そうだ、良い食材を得られなかった生徒のために、調理を手伝うなら食材を分け与えることにしよう」

「今、『そうだ』って言いましたよね？　ちゃんと俺、聞いてましたよ？」

「文句を言うのはその口か？」

　口をつままれ、引っ張られる。

　あいかわらずの絶妙な力加減……これじゃあ、また憎まれ口を叩きたくなっちゃうじゃないか！

「そういうことであれば、警けい備びの現場指し揮きを兼かねて私が調理の指揮をしましょうか？」

　テントから蘭らんが出てくる。それで湊への責めは解放された。

「蘭先せん輩ぱいって、料理もできるんですね」

　何気なく言った一言だった。しかし蘭はとたんに顔を背そむけ、居心地が悪そうにする。

「……えっ？　蘭先輩って料理できないんですか？」

「やめろ、久我原」

　常磐が止める。その口調の強さに湊は驚おどろきを隠せなかった。

「ど、どういうことです？」

「蘭を辱はずかしめるな。料理ができないことなど、珍めずらしいものではない」

「へっ？」

　辱はずかしめるってほどのことだろうか？　イマイチピンとこない。

「あれを見ろ」

　常磐ときわが指を向けたのは、騒そう動どうに一切関与せず、普ふ通つうに調理している班だった。

「……………………」

　その班の少女たちは今、包丁片手にジャガイモに向き合っている。表情は真剣そのものだ。

　彼女たちはどうやら皮をむきたいらしい。

　だがジャガイモに包丁を入れたとたん──

　ヒュンッ！

　包丁は皮一枚どころか身の大半削けずり取とったあげく、危あやうく指まで切るところだった。

「ああ、もう、難しい～」

　と少女は事もなげに言う。湊みなとは冷ひや汗あせがドッとあふれた。

「あの、見ているほうが怖いんですけど」

　よく眺めてみれば、ほとんどの少女たちが似たり寄ったりの状態となっている。

　四年前、小学校でやった調理実習でさえここまでひどくはなかった。これはどういったことだろうか……？

　湊が戸と惑まどっていると、今度は別の少女がやらかした。

「きゃっ！」

　パツンッ！　とけたたましい音を立ててジャガイモが破裂する。別に爆ばく薬やくが仕込まれていたわけではなく、単に力の加減を誤あやまったらしい。

（な、なるほど……）

　湊は汗を拭ぬぐった。

　食堂のおばちゃんは普通に料理をしていただけに、女の子だから料理ができないわけではないだろう。

　しかし肉体の強化のせいで難なん易い度どが急きゆう激げきに上がっているようだ。

「こういうことだったんですね」

　湊は蘭らんに声をかけた。

「ええ。料理には適切な力加減が必要ですが、その〝適切〟が難しいのです」

「でも普段生活しているとき、物を壊こわしてませんよね？」

「慣なれたからです。私でも肉体の強化がわかり始めたころは、よくコップを割りました」

　なるほど。料理は日常生活と違った力加減が必要となる。そのため肉体が強化された初期と同じような惨さん状じようが起こってしまうというわけか。

　これじゃ料理をできなくてもしょうがない。常磐先せん輩ぱいが注意したのも、みんなができないことをあげつらうのは可哀かわい想そうだからだったのだろう。

「でもあの様子じゃジャガイモ全滅しちゃいますよ。俺おれ、手伝ってきましょうか？」

「関係ない生徒を巻き込むと危険なのでやめてください」

　そう蘭らんが断言する。湊みなとはちょっといいところを見せたかったため、残念だった。

「でも確かに皮むきは難しいので、久く我が原はらさんには持ち寄った食材で皮むきが必要なものを担当してもらうことにします。ちょっと待ってください。全体計画を立てますから」

　蘭はノートパソコンを取り出し、キーボードを叩たたいていく。

　常磐ときわが口を挟む。

「久我原、お前はシェルター時代、毎日のように料理を作っていたらしいな？」

「あ、はい」

「では献こん立だてを作れ。ネットが必要であれば蘭のノートパソコンを使え。私はまた審しん査さに戻る」

「わかりました」

　言うだけ言って、常磐は特設テントの中に戻っていった。

「しっかし、常磐先せん輩ぱいが調理のことを忘れるなんて、珍めずらしいですね」

　湊はノートパソコンに向かう蘭に話しかけた。

「警けい備びと今日の肝きも試だめしのことで頭がいっぱいだったのでしょう」

「ああ、そういえば肝試しは生徒会主しゆ催さいでしたっけ？」

「ええ」

「常磐先輩のことなんで、またよからぬことを企たくらんでいるんですか？」

「秘密です」

　蘭が少しだけ笑顔を見せてくれる。

　ああ、やっぱりこの先輩、可愛かわいい人だ。

　湊は俄が然ぜんやる気になり、献立作りに勤いそしむことにした。
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　時を追うごとに食材は増えていった。

　どこから取ってきたかわからぬ大振りの鮭さけ、苦労した跡が読み取れる山やま芋いも、どうして食材として認められたのかわからぬイモリなどなど、山のように積み上げられている。

　それらは特設テントの横に急きゆう遽きよ作られた日よけの下に並べられていた。

「じゃあそろそろ俺おれ、皮むきに行きます」

「はい、よろしくお願いします」

「お任せください！」

　湊は意気込んで調理場に向かった。

　珍しく女の子にいいところを見せられるチャンスである。

　スポーツで見せるところがない以上、これは張り切るっきゃない。

「ちょっと俺おれに貸してみて！」

　湊みなとは皮むきスペースにいた少女から包丁を借りると、手早く山やま芋いもの皮をむき始めた。

　プロの料理人に比べればまだまだだろうが、これでも四年間毎日やっていたこと。そう簡かん単たんに負けるものではない。

「きゃ～！　湊くん、凄すごい～！」

「ねっ、ねっ、どうやってやるの～。教えて～」

「いや～、困っちゃうな～」

　湊は体育になると張り切ってしまった小学校時代を思い出した。女の子に追い回されるのにはさすがに疲れたが、こういう歓声なら別である。

「あなたたちは真ま面じ目めにやらないようなので、別の役目が与えられることになりました。すぐに戻って御み堂どう先せん輩ぱいの指示を仰あおいでください」

　そう冷や水を浴びせたのはにょもろだった。

「何よ！　ちょっとくらい、いいじゃない！」

　一人の少女が言い返す。しかしにょもろはひるまない。

「抹まつ殺さつ会かいは今、生徒会の顔を立てて調理場内での行動を控ひかえています。しかしいつ始めても構かまわないんですよ？」

　大戦争のきっかけをあなたが作るのか、と言わんばかりの口調である。

　少女たちはその凄すごみに怯ひるんだ。

「わ、わかったわよ」

「行けばいいんでしょ」

　波が引くように少女たちが場を後にする。

　一連の様子を見ながら、湊はにょもろの直接的な脅おどしにびっくりしていた。

　有あり栖すは明らかに怒っていても、こんな脅しは使わなかった。普ふ段だんから抜き身なのだ、この子は。それだけ不器用で正直なのだろう。

　湊が蘭らんの様子を伺うかがうと、表情一つ変えず頷うなずいただけだった。

　生徒会が抹殺会の会長を知らないはずがない。その上でゴーサインを出している以上、安全は保証されていると考えるべきだろう。

「にょもろちゃんは料理できるの？」

「だからにょもろって呼ばないでください！」

　そう言いつつ、にょもろが白い手袋越しにジャガイモを摑つかみ取とる。

「あれ、手袋取らないの？」

「代えはいくらでもありますから」

「そうなんだ」

　にょもろは何気なく包丁を山芋に入れた。先ほどの少女たちとは違って、危なげなく皮をむいていく。

　これは〝固有能力〟のせいだろうか、それとも元々慣なれていたためだろうか。さすがにスピードで負けないものの、素人しろうととしてはなかなかの手つきである。

「さっき聞き忘れたことなのですが──」

　そう前振りを入れてにょもろは言った。

「先せん輩ぱいの現在の本命は誰だれですか？」

「いってぇぇぇ！」

　予想だにしていなかった言葉に湊みなとは手がぶれて指を切ってしまった。

「ドジですね」

　にょもろがゴミでも見る目つきで見下す。

　しかし何を思ったのだろうか。所持していたポーチから絆ばん創そう膏こうを一枚取り出した。

「いります？」

「あ、ああ、よければ」

「では今後私のことは名前で呼ばないでください」

「やっぱりそう来たか！」

　そんなことだろうと思っていた。だからこそ言ってやった。

「いらねぇよ、これくらい！」

「そうですか。猿さるは猿らしく素直に受け取っておいたほうがいいと思いましたが、いらないならそれはそれでいいです」

　あいかわらずひどい言いようだが、案外あっさり引いたことに湊は違和感を覚おぼえずにはいられなかった。

　あのとき──〝九十六人デート〟のときのことを思えば、数々の言葉責めをしてきてもおかしくない場面である。

　なのにどうしたのだろうか。妙に淡たん々たんとしている。

「それより本命についてはどうなのですか？」

「それは……別に誰でもいいだろ」

「どうでもよくありません。これは重大なことです」

「どうしてだよ。にょもろちゃんには関係ないだろ？」

「にょもろと呼ばないでください。それで、もしやと思うのですが、紫し桃とう先せん輩ぱいは候こう補ほに入ってないですよね？」

「いっってぇぇぇぇ！」

　また切ってしまった。

　つーか、いきなり何言い出すんだよ、この子!?

「あ、あああ、有あり栖すが恋人候補に入ってるだなんて、あるはずないだろ！」

「そう思ってますが、念には念を入れて、です」

「馬ば鹿か言うなよ！　有あり栖すは妹に決まってるだろ！　兄妹と恋愛は別！　当たり前だろ！」

「ですよね。安心しました」

　にょもろは新あらたな山やま芋いもに手を伸ばしかけ、いきなり振り返った。

「紫し桃とう先せん輩ぱい！」

　にょもろが満面の笑みを浮かべる。湊みなとも振り向くと、有栖が棒ぼう立だちになっていた。

　有栖との距きよ離りは結構ある。にょもろはおそらく【その肌敏感にてキレイキレイ】を使っていたから感じ取れたのだろう。

　しかし……今の発言、有栖に聞かれてしまったのだろうか。だからといってどうこうする訳じゃないが……何となく胸むねがもやもやする。

「神かん崎ざきさん、あなたも皮むき？」

「ええ、先輩もですか？」

「うん、わたしこういう作業、得意だから」

　そうか、【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は繊せん細さいなタッチを要する技。力加減の調節はお手の物というわけか。

　逆に千ち湖こは繊細な作業が苦手。だから一緒にいないのだろう。

「わぁ、嬉うれしいです！　先輩、よければ教えてください！」

　にょもろちゃん、完全にキャラ違ってるよ！　どんだけ有栖のことが好きなんだよ！

「ええ、いいわよ。もしかしたらわたしのほうが下手へたかもしれないけど」

「そんなことないですよ！　私なんてまだまだですから！　あ、包丁はこれを使えばいいみたいですよ！」

　有栖が皮をむき始める。その手つきはにょもろよりやや上だった。

「ああ、やっぱり紫桃先輩って凄すごいですね！」

「そんなことないわよ」

　にょもろちゃん近い近い。百合ゆりじゃないって言っていたけど、ホントだろうか。怪あやしくなるほどのべったり具合である。

　しかし有栖は嫌いやがる雰ふん囲い気きはない。丁てい寧ねいにコツを解説する。

「包丁を入れて、その後は右手の親指で引く感じで……」

「あ、できました！」

「そうそう、そういう感じ」

「さすが紫桃先輩ですね！」

「別に大したことじゃないわよ」

「紫桃先輩って、普ふ段だんから料理しているんですか？」

「お母さんがよく家を空けるから、そのときにね。でもお兄ちゃんには負け──」

　有あり栖すはそこまで言って、言葉を止めてしまった。

　そしてちらりと見てきて、すぐさま視線を逸そらす。

　湊みなとは何か言おうとして──タイミングを逃のがした。

「じゃあ後は数をこなすだけだから、一緒に頑がん張ばろ」

「はい！」

　有栖がにょもろと山やま芋いもと向かい合う。

　二人だけの空間ができてしまったことで、湊は有栖に話しかけることを控ひかえた。

　それでもどこかしらで会話になると湊は思っていたが、有栖は一度も視線すら向けてこなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　常磐ときわは少女たちが湊への貢みつぎ物ものの調理でわき返る様子をテントから見ていた。すると離はなれたところで一人座っている瞳ひとみの姿を発見したため、話しかけた。

「お前は良かったのか？」

「えぇ、実は目に変なのが入っちゃって、よく見ぇなぃんです」

「ほう、それは大変だったな。保険医には見せたか？」

「特に問題ゎなぃって言われましたけど、どぅもかすむんで」

「そうか、手伝っていないのはそのためだったか」

「まぁ、どぅせあたし、卵焼きも作れなぃですから」

「失点を恐おそれているのか？　お前らしくないな」

　瞳は不敵に笑って返す。

「違ぃますょ。勝負がここじゃなぃってゎかってるだけです」

「……やはりお前はいいな。実にいい」

　瞳は肩かたをすくめた。

「会長こそらしくなぃですょね？　ぃつもの企たくらみゎどぅしたんですか？」

「企みとは人聞きが悪い。私は欲望に従っているだけだが？」

「ゃっぱりあたし、会長のこと好きになれそぅになぃです」

「残念だったな。私はお前のことを気に入っている」

「どぅでもぃぃですけど、邪じや魔まだけゎしなぃでくださぃ」

「できればそうしたいと思ってるよ」

　瞳が不快さを隠さず顔を背そむける。常磐は瞳の背せ中なかに向けて一笑し、その場を去っていった。




　　　♀♀♂♀♀




　夕食を終えるころには日が完全に落ちていた。この後あるのは、生徒会主しゆ催さいで行われる肝きも試だめしである。

　ルールは簡かん単たん。班ごとに山の頂上にある神社に行くだけ。

　湊みなとを狙ねらう少女たちは、これを〝最後のチャンス〟と見ていた。このため様々な策さくが錯さく綜そうしていたが、少女たちの狙いは一致していた。




　──闇やみに乗じて、久く我が原はら湊を拉ら致ちする。




　ただ、虎こ視し眈たん々たんと策を練ねる少女たちにとっても、拉致という強きよう硬こう手段を取ることは本意と言えなかった。

　あくまで優ゆう雅がに、そしてエレガントに恋人関係になれるのが最上だった。しかし夕食の準備、テントの設営など、イベントが過ぎ去り、決定打を得られなかった少女たちにとっては、肝試しが最後のイベント。もはや手段を選んでいられる余裕はなかった。

　一定の歯止めとなっているのは、すでに無なくなった常磐ときわ会かいの教えだった。

　彼女たちの心の奥底に恥はじらいは潜ひそんでいた。例たとえ手段を選ぶまいと決断しようと、それは確実にあった。

『まだ終わっちゃいない……でも……っ！』

『色仕掛けもすでに出で尽つくした感があるし……』

『かといって力ずくでものにするのは──』

『そんなことしたら、ミナトくん、たぶん好きになってくれないよね……』

　といった会話があちこちで飛び交っていた。これにより諦あきらめる者が続出した。

　しかしさらなる豪ごうの者ものはすでに解決方法を見出していた。

（そう、力ずくで拉致しても湊くんは好きになってくれない。これは間違っていない──）

（でも拉致されたと気づかせなければいいのよ……）

　彼女たちとて、湊の前に行けば赤面するような純真な少女たちである。

　しかし人は追い込まれることで、新あらたな道に踏ふみ出だす者が多い。

　強引さと恥じらい。一見矛む盾じゆんした感情を持つに至いたった少女たちは、心の中で折り合いをつけ、最後の戦いに赴おもむこうとしていた。




　　　♀♀♂♀♀




　影を落とした山に悲鳴が木霊こだまする。それを麓ふもとの駐車場で聞く生徒たちは、自みずからの番になったときのことを思い浮かべて戦せん慄りつした。

　生徒会主しゆ催さい、肝きも試だめし──

　久く我が原はら湊みなとを落とすために策さくを巡めぐらす少女も、純じゆん粋すいに肝試しを楽しもうとする少女も、三さん条じよう常磐ときわの名は無視できない。そのため〝生徒会主催〟の響ひびきに一ひと筋すじ縄なわで行かないと想像し、その仕掛けに恐きよう怖ふした。

「じゃあ次、百二班、準備はいいか？」

「はい」

　事前に配られた懐かい中ちゆう電でん灯とうを手に、湊は立ち上がった。

　有あり栖す、千ち湖こ、瞳ひとみ、ホルストが側にいることを確認し、湊は出発した。

　駐車場の端にある小さな階段がスタート地点だった。

　周囲は懐中電灯の光がなくては一寸先も見えぬ深い闇やみ。木々の囁ささやきが不気味に響ひびき渡わたり、いつ何が飛び出てきてもおかしくない雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「瞳、目の調子は大だい丈じよう夫ぶか？」

「ぅん、もぅ大丈夫。まぶしぃのがダメだったから、今ゎ結構平気だょ」

「そっか、ならよかった」

「でもちょっと怖ぃから、端っこつまませて」

　瞳が湊の袖そでをつまむ。

　すると反対側から有栖が近寄ってきた。

「お、お兄ちゃん……わたしも……いい？」

「あ、ああ」

　先ほどまではなぜか顔を向けて来なかった有栖も、恐怖には勝てなかったらしい。

（そういえば有栖は昔から怖いものが苦手だったな……）

　雷かみなりやホラー映画はもちろんのこと、ドラマで殺人シーンがあるだけで目を閉じてしまうのである。

　両袖から伝わってくる震ふるえに、湊の鼓こ動どうは上がっていった。

　ここ最近女の子には押されっぱなしだっただけに新鮮だ。怯おびえている様子を見ると、〝男として守ってやらなきゃ！〟と心が奮ふるい立たつ。

「騙だまされちゃダメだ、ミナトくん！　こいつらは噓うそをついている！」

　湊はため息をついて振り返った。

「ホルスト、黙だまってついて来いよ」

「いいや、それはできないね。この垂たれ乳ちちと偽善者は君の気を引こうと演じているだけだ！」

「お前なぁ……。少なくとも有あり栖すが怖がりっていうのは、よく知ってるんだよ。昔、遊園地に行ったときもこんな感じだったし」

「じゃあボクも怖いんだ！　凄すごく怖いんだよ！　だから君の服をつまませてくれ！」

「お前なら死神でも平気で追い返しそうなイメージがあるが、一応何が怖いか聞いておいてやろう」

　ホルストは深刻な表情となると、額ひたいに手を当てつぶやいた。

「ボクが怖いのは、君のぬくもりがボクから離はなれてしまうことさ……」

「よしっ、死んでいい」

　湊みなとがヤクザキックをかますと、ホルストは十字ブロックで跳はね返かえした。

「ふふっ、だから君の攻こう撃げきはもうボクに通用しないと──」

「はいは～い、ホルホルは少し黙だまっていましょうね～」

「うぐっ！」

　千ち湖こがホルストにボディーブローをかます。ただしちゃんと知り合いの範はん囲いに制限したのだろう。ホルストは倒れず、すぐさま復活した。

「このっ、アーパー娘むすめが！　やってくれたな！」

「そりゃねぇ、ちょっと見み逃のがせなかったし」

「くくっ、やはり貴様が立ちふさがるか……」

「ミナトン、先行ってて。アタシ、ホルホルと少し話つけてくから」

「しかしせっかくなんだから──」

「あたしの足を甘く見ないで。すぐに追いつくよ」

　千湖は引ひき締しまった太ももを叩たたいた。この細い足で【巨人殺しジヤイアント・キリング】を繰くり出だすのは今でも不思議である。

「……わかった。もし言うこと聞かなかったら、沈めて先生に渡しておいていいから」

「あはは、そうするよ」

「ちょ、まっ……行かないで、ミナトく──ん！　ボクを見捨てないで──っ！」

　湊はホルストの声を右から左に受け流し、階段を上っていった。




　　　♀♀♂♀♀




　肝きも試だめしのルートは普ふ段だんハイキングコースとして使われている。

　このコースに沿った草むらに少女たちは陣じんを取り、湊を拉ら致ちするため今か今かと待ち受けていた。

　現状、大きな争いが起こっていないのは、いくら現代の少女たちと言えど闇やみの中では目が利きかないからだった。

　中にはこうした状況を想定し、暗視スコープを鞄かばんに潜ひそめていた猛も者さもいた。しかしこれは教師の持ち物チェックにより、すべて没収の憂うき目めにあっていた。

　あまり派は手でな戦いができないため、先に来た者から近場の良立地を押さえ、後からやってきた者はもう少し山頂に近いほうに移動するということが行われている。

　なお、先に来た者の中には湊みなとより後に出発する班の少女もいた。こうした少女たちは班内に了解を取り、肝きも試だめしをバックれた少女である。

　しかし山中に隠れる少女たちより前に、手を打っていた少女がいた。




　──夏なつ秋あき瞳ひとみである。




「みなとくん、汗あせかいてるね……」

「暑くてな」

　まだ五月とはいえ、日中は三十度に達していた。冷えてきたといっても春の夜では暑い部類と言えた。

　そこに長なが袖そでの体たい操そう服ふく、山の斜面のきつさが加わり、湊は肩かたで息をするようになっていた。ただし女の子にとっては斜面のきつさは苦にならないため、汗を気にするほどに至いたっていない。

　湊が汗を拭ぬぐおうとする。その前に瞳が動いた。

「みなとくん、懐かい中ちゆう電でん灯とう持ってるもんね。あたしが拭ふぃてぁげるょ」

　素早くハンカチを取り出し、湊の頰ほおをそっとなでる。

「あ、ありがとう……」

　湊の鼓こ動どうが跳はね上あがる。夜の幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きに包まれ、瞳の色っぽさには磨みがきがかかっているように見えた。

「瞳、目の調子は？」

「さっき言ったように、もぅ大だい丈じよう夫ぶだょ。でも──」

　瞳は一いつ拍ぱく空けて、震ふるえた声を押し出した。

「夜の山って、凄すごく怖ぃょね……。だからぉばけが出てきたときゎ、みなとくんが守ってね……」

　怯おびえた表情に湊は心しん臓ぞうを摑つかまれた。

　瞳はやっぱり可愛かわいい。容姿だけじゃなく、仕し草ぐさや言葉が溢あふれんばかり〝女の子〟でいっぱいで、身体からだ全体から可愛いオーラが発せられているように感じる。

「ありすゎ大丈夫？」

　瞳が反対側の袖そでにしがみつく有あり栖すに声をかけた。

「な、何よ、ひとみ……。あ、あなたがわたしを心配するなんて……」

「あ～、ひどぃんだ。あたしって、怖がってる人に何かするょうな風に見ぇてたんだ……」

「あ、あなたならそれくらいやりかねないわよね」

「そんなことしなぃょ。あたしだって怖ぃから、気持ちゎかるもん」

「そ、そうやっていい子ぶったって──」

「有あり栖す、それくらいにしとけよ。人のこと悪く言うの良くないぞ？」

「うっ──」

　有栖は湊みなとに注意され、口をつぐんだ。

　そして、それこそが瞳ひとみの狙ねらいだった。

（怯おびえてぃる有栖ゎ狙ぃ目だけど、それをゃったら印象悪ぃょね……）

　だからこそ、瞳はあえて有栖を心配する方法を取った。そのおかげで有栖が不信感に陥おちいり、墓ぼ穴けつを掘った。

（ねぇ、有栖、どんな気持ち？　守ってくれるはずのみなとくんから責められたのゎどんな気分？）

　瞳が視線で語りかける。そしてそれに気づかぬ有栖ではない。

（くっ、やられた……っ！）

　まんまと瞳の策さく略りやくに嵌はまったことに気がついたときにはもう遅かった。

　恐きよう怖ふで完全に警けい戒かいが緩ゆるんでいた。しかしそれは言い訳にしかならなかった。

（怖い……けど、瞳の好きなようにはさせない……。それに──）

　有栖は身体からだの内側から這はい上あがる恐怖を押さえ込み、自みずからに言い聞かせる。

（お兄ちゃんをさらわせはしない──）

　有栖は湊が拉ら致ちの対象となっていることを耳にしていた。それだけに自分はどうなろうと、湊だけは絶対守ると心に誓ちかって臨のぞんでいた。

　そんなとき──




　──ガサッ！




　大木の枝が、大きく揺ゆれた。

「きゃっ！」

　有栖が驚おどろいて湊に抱きつこうとする。

　しかしそれを瞳は許さなかった。

「助けて、みなとくん！」

　有栖より早く湊に飛びつき、二人は山道に倒れ込んだ。

　湊はいきなりの事態に驚いたが、本当に驚いたのは湊をさらおうとしていた少女だった。

　そのとき彼女は大木の枝を利用し、トランポリンの要領で反動をつけて上空十五メートルの位置にいた。これは彼女が体たい操そう部ぶでトランポリンに慣なれていたからできた芸当である。

「──【流星の煌やきダイブ・トウー・ブルー】」

　そうつぶやき、彼女は一転急降下する。

　彼女の狙ねらいは空中から一気に迫せまり、着地と同時に発生する土つち煙けむりに紛まぎれ、有あり栖すと瞳ひとみを排除。迷子の振りをして湊みなとと二人きりになろうというものでる。

　しかし──

『助けて、みなとくん！』

　その計算は、瞳の飛びつきによって狂くるわされていた。

　上空で身動きを取ることは難しい。彼女は緻ち密みつな計算のもと、上空へとジャンプしていた。そのため狙いを外はずしたまま着地を余よ儀ぎなくされていた。




　──ドンッ！




　下手へたな少女なら骨折するほどの高さから落ちたにもかかわらず、きっちり衝しよう撃げきを吸収したのは、彼女の技の冴さえと言える。そして適度な土煙を上げることもまた彼女の手の内だったが、排除すべきターゲットの場所が捕ほ捉そくできていない現状、すでに計画は破は綻たんしていた。

　それでも彼女は諦あきらめていなかった。だが相手が悪かった。

「すべてぉ見通しだょ」

　瞳が少女の目前に現れ、そう囁ささやく。

　そう、すべてが瞳には見えていた。

　瞳の能力は【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】。その目を使えばほとんどの動きを見切ることができる。

　しかしそんな彼女にも弱点があった。闇やみ、である。

　類たぐいまれなる動体視力も、闇に覆おおわれてしまえばその力を存分に発はつ揮きできない。

　その弱点を瞳は〝明るいうちから目をつぶり、闇に目を慣らす〟ことによって解決を図っていた。

　だからこそ見える。葉の揺ゆれ、草の囀さえずり、そのすべてが。

　その心の奥底まで覗のぞくような目に、少女の戦意は完全に消失した。

「くっ──覚おぼえてなさいよ」

　少女は土煙に紛れ、慌あわててその場を去っていく。

　瞳はその背中を見送ると、上空に向かって人差し指を立てた。周囲に向けた華か麗れいなる勝利宣言である。

　その意味を、草むらに陣じん取どっていた少女たちは正確に受け取った。

『まさか完封されるだなんて……』

『ヤバイよヤバイよ！　瞳ひとみは夜が苦手って誰だれ情報!?』

『あれ以上大だい胆たんになると久く我が原はらくんにバレてしまう可能性が高い……。でも消極的な方法では夏なつ秋あきさんを退しりぞけるのは厳きびしい……』

『ましてや紫し桃とうさんもいるのよ……これじゃ手が出せない……』

　こうした情報は高速で共有され、すぐに頂上に陣じん取どっていた少女たちにまで広まっていった。

「なな、何があったんだ!?」

　一方、湊みなとは状況をまったく理解できていなかった。

　瞳に抱きつかれ、地面を転ころがったと思ったら、いきなり先ほどまでいた場所に何かが落下してきた。そして気がついたら瞳がいなくなっており、おまけに瞳に抱きつかれた拍ひよう子しに懐かい中ちゆう電でん灯とうまで落としていた。加えて土つち煙けむりによって視界はほぼゼロのため、混乱せずにはいられなかった。

「おい、有あり栖す！　瞳！　いるか！」

　湊が声をかけると、懐中電灯を持った瞳が姿を現した。

「これ、落としてたょ」

「瞳！　よかった！　大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん、ありすも大丈夫みたぃだょ」

　風が吹いて、視界が晴れていく。すると有栖はすぐ横の草むらで震ふるえていた。

「有栖、もう大丈夫だぞ？」

「お、お兄ちゃん……」

　有栖は完全に涙なみだ目めだった。その光景に湊の記き憶おくが呼び起こされていく。

『雷かみなり怖いよ、お兄ちゃん……きゃっ！』

『大丈夫だって。うるさいけど、それだけだって』

『でも当たっちゃうことだってあるんでしょ……？』

『そりゃそういうこともあるかもしれないけどな……』

『だったら怖いよ……きゃっ！』

『だーっ、もう！　抱きつくなって！　動けないだろ！』

『でも……きゃっ、また！』

『だから抱きつくんじゃねーっ！』

　今思い起こして見ると、馬ば鹿かげたやり取りである。有栖が怖いのだったら、ちょっと抱きつかせてあげることくらいさせてあげれば良かったのだ。

　湊は肩かたの力を抜くと、有栖に手を差し伸べた。

「ほら、有栖。立てるか？」

「う、うん……」

　有栖が手を取ると、湊は引っ張って立たせた。

「ほら、もっとちゃんと摑つかまっていいから」

「でもお兄ちゃん……嫌いやじゃないの？」

　湊みなとは直感的に悟さとった。有あり栖すは同じ情景を思い出していたのだ。

　その共感が、何となく笑えた。

「……さすがに抱きつかれるのは勘かん弁べんだが、怖いならちゃんと摑まってろ」

「うん、ありがと、お兄ちゃん……」

　そう言って、有栖は湊の腕うでに身体からだを押し付けた。




　──ギリッ。




　瞳ひとみが奥歯を嚙かみ締しめる。

　湊を魔まの手てから守ったのは瞳だった。だが結果だけを見れば、有栖にすべてを持ってかれた感がある。

　努力がすべて報むくわれるわけではない──

　そのことを知っている瞳だったが、目の前の不条理にはめまいを覚おぼえた。

　それでも負の感情に身を任せる愚おろかさも知っているから、瞳は不条理を丸ごと飲み込んだ。

「あたしも……ぃぃかな？」

「えっ？」

「あたしも怖くなっちゃって……。ぃきなり空から何か降ってきたし……」

「あ、ああ、もちろん」

　少し違和感を覚えた湊だったが、有栖に片手を貸した以上、瞳に譲ゆずらぬ理由がない。

　湊が腕を差し出すと、瞳は手を絡からめ、思い切り胸むねを押し付けた。

「うひょーっっ！」

　湊があまりの柔やわらかさに感かん激げきの咆ほう哮こうを上げる。

　それを見て、密着して心の余裕が生まれた有栖は自みずからも行動することに決めた。そう、自らも胸を押し付け、湊の顔を惚ほうけさせてやろうと考えたのである。

　恥はずかしいけれど、瞳がやっているのであれば同じ舞ぶ台たいに立たなければ不利となる。だから──

　そう一大決心を行い、有栖は胸を押し付けた。

「（くいっくいっ）」

「……？」

「（ぎゅー）」

「何だ、有栖？　胸がかゆいのか？」

「お兄ちゃんなんて死んじゃえ！」

「ぐほっ！」

　有あり栖すの鉄てつ拳けんをくらい、湊みなとは吹き飛ばされた。




　　　♀♀♂♀♀




　そのころ千ち湖こは【巨人殺しジヤイアント・キリング】を使って先回りし、湊たちより頂上に近い位置にいた。

　そしてこう言いふらしていた。

「今なら頂上でホルホルに触り放題キャンペーン中だよー」

「「「「「ええええっっ!!」」」」」

　無論、噓うそである。しかしホルストが頂上にいることだけは本当だった。

　千湖とホルストの勝負は僅わずか〇・一二秒で千湖の勝利に終わった。

　千湖は気絶したホルストを置いて湊たちを追っても良かった。彼女の足を使えば、すぐに追いつくことは簡かん単たんだった。だがそうするより、有栖の邪じや魔まを減らすことを選んだ。

　決断したら行動は早かった。ホルストを肩かたに担かつぎ、先に頂上に到達。その後下山しながら噓を言いふらすことで、湊をさらおうとしていた少女たちの気を引いて回った。

　少女たちにとって、ホルストに触り放題というのは例たとえようもなく魅み力りよくだった。湊をゲットすることが難しいのであれば、乙女おとめの好奇心を満たすほうが得に思えた少女も少なくなかった。

　この行動により一部少女たちが持ち場を離はなれ、登頂を始めた。

「ふう……アタシにできるのはここまでかな」

　千湖が本気になれば瞳ひとみを排除し、湊と有栖を二人きりにすることも不可能ではなかった。しかしそこまでするつもりはなかった。

（アリスは、もっと自分の力でミナトンの気持ちを摑つかまなきゃ）

　瞳くらいは乗り越えて当然のハードル。そう千湖は考えていた。

　元妹といういいポジションにいるにもかかわらず、有栖はプライドからか、長く兄妹だったからか、他の子に比べて押しが弱い。

　恋愛戦国時代なのである。いつ後ろから刺されてもおかしくないのだから、迷っている暇ひまなどない。曖あい昧まいな関係にすぐ終しゆう止し符ふを打ち、〝一人の女の子として好きだ〟とはっきり言うべきなのだ。なのに──

（アリスは贅ぜい沢たくだ。アタシだって、アリスの親友じゃなかったら──）

　千湖は思考の危あやうさに気がつき、頭を振った。

（バカだな、アタシ──）

　ありえないことを想像してもしょうがないのに、有栖とは親友で幸せになって欲しいのに。




　──でも、なら、どうしてそんな想像をしてしまったのだろうか……？




　胸むねに黒い霧きりがかかる。その霧は抑おさえようとしているにもかかわらず、恐おそるべき速度で広がっていく。

（ダメだ！）

　千ち湖こは【巨人殺しジヤイアント・キリング】を発動させ、一気に頂上を目指した。

　一人でいるからダメなのだ。誰だれかと話していれば気は紛まぎれる。

　すぐに頂上にはたどり着いた。しかし千湖の目に映ったのは、話に花を咲かせる少女たちではなく、ホルストに群がる少女たちでもなかった。

「どうしたの、みんな……？」

　神社の前にたむろしていたのは、帽ぼう子しとマスクを着用した集団だった。

　その数、およそ百。

　頂上までやってきた人数を考えれば少なすぎた。しかし異様な格かつ好こうをしている人数にしては多すぎた。

「この空気の揺ゆれ……やはり千ち賀が浦うら先せん輩ぱいでしたか」

　リーダーらしき少女が千湖に歩み寄る。

　千湖は警けい戒かいレベルを最大限に上げ、いつでも動けるよう構かまえを取った。

「大人おとなしくしてくれませんか？　私の言う通りにしてくれれば、危害を加えるつもりはありません」

「へぇ、アタシを抑え切れるつもりなんだ」

「ええ。気に入らないのならどうぞ、いつでもかかってきてください」

「ふーん。その自信、高くつくよ？」

　間かん髪ぱついれず千湖は【巨人殺しジヤイアント・キリング】を発動させた。

　次の瞬しゆん間かんにはリーダーらしき少女の背はい後ごに回っている。このスピードについていける者など、四し季きノの森もり学がく園えんには存在しない。

「もらった！」

「甘いですね」

　後頭部に放った蹴けりが完全に防ぼう御ぎよされる。そんなこと、千湖にとって初めての経験だった。

「これで私の勝ちです」

　リーダーらしき少女が千湖の足を摑つかんで回転する。千湖は空中で一回転し、地面に叩たたきつけられた。

「そんな、まさか……っ！」

　自信があっただけに、千湖は目の前の現実をすぐに受け止められなかった。

　その隙すきを逃のがさず左右からマスクの少女がやってきて、千湖は拘こう束そくされた。

「なっ──離はなして！」

「【巨人殺しジヤイアント・キリング】は恐おそるべき能力ですが、私の能力との相性が悪いですね。いくら速いと言っても無む駄だな動きが多すぎます。それだけの無駄があれば私なら対応は簡かん単たんです」

　どこか聞きき覚おぼえのある声色に千ち湖こは目をしばたたかせた。

「もしかして、君──」

「そうですね。先せん輩ぱいならすぐにわかってしまいますから、こんなもの無意味ですね」

　リーダーらしき少女が帽ぼう子しとマスクを取る。その素顔に千湖は息を吞のんだ。

「この場は抹まつ殺さつ会かいが占せん拠きよしました。今後は私の指示に従ってもらいます」

　そう言って、にょもろはいつもの不ふ機き嫌げんそうな表情のまま笑顔を形作った。




　　　♀♀♂♀♀




　千湖の拘こう束そく後ご、抹殺会は山の頂上にある神社の占拠を大々的に発表した。

「私たち〝久く我が原はら湊みなとを抹殺する会〟は神社を占拠しました。それに伴ともない、現在多くの生徒を拘束しています。彼女たちは人質です。私たちの行動を邪じや魔まするようであれば、人質の安全は保証できません。逆に邪魔をしないようであれば丁てい重ちように扱あつかうことを約束します。そのため警けい察さつへの通報、その他おおごとになるようなことは控ひかえ、私たちの命令には素直に従ってください」

　この放送は山中に広がっており、湊のもとにも届いていた。

「この声……にょもろちゃんのものだよな？」

「うん、わたしもそう聞こえた」

　有あり栖すが同調したことで、湊は自分の考えが間違っていないことを確信した。

　しかしなぜにょもろがこんなことをしでかしたのか。それが皆目見当がつかなかった。

「有栖はにょもろちゃんと仲がいいだろ？　動機、わからないか？」

「仲がいいって言っても、委員会で多少話す程度よ。だから神かん崎ざきさんが抹殺会の会長をしていたことさえ今初めて知ったの」

「でも俺おれより知ってるだろ？　にょもろちゃんって、こんなことをしでかす子なのか？　俺にはそんな風に見えなかったんだが」

「うん、わたしも神崎さんがこんなことをする子だなんて思えない。あの子、凄すごく真ま面じ目めで、委員会活動も一いつ生しよう懸けん命めいやってたのに……」

「でも事実ゎ事実で受け止めなきゃ」

　瞳ひとみの指摘は正せい鵠こくを射いている。まずは現状を受け止めなければならない。

　その間にも放送は続いている。

「では、私たちからの要求を告げます。──これから名前を呼ぶ人たちは頂上にある神社まで来てください。要求はそれだけです」

　要求は非常にシンプルだったが、悩ましいものだった。

　頂上まで来い──それはつまり囚とらわれに来いと言っているのと同じだ。自みずから囚われに行くのは当然勇気がいる。それなら山の中に潜ひそんでいたほうが安全だと思う女の子がいても不思議はない。

「みんな、行くかな？」

　湊みなとは有あり栖すと瞳ひとみに尋たずねてみた。

「神かん崎ざきさんなら危害を加えてくることはないと思うけれど……」

「難しぃところだょね」

　しかしある人の登場で空気は一変した。

「あー、あー、三さん条じよう常磐ときわだ」

　常磐の声が山全体を貫つらぬいていく。

「現在、私も人質の身だ。今のところひどい扱あつかいは受けていない。だが今後、どうなるかはわからない。正直なところ刺し激げきをしたくないというのが現状だ。そのため、素直に抹まつ殺さつ会かいの指示に従ってくれることを望む」

　三条常磐は言わずと知れた四し季きノの森もり学がく園えん最大の有力者である。そんな彼女が人質になっていると聞き、一帯は騒そう然ぜんとした。

「なお、名前を呼んでも来ない人には追っ手を出しますので、覚かく悟ごをしておいてください」

　ヒソヒソ声があちこちで上がる中、覆おおい消けすようににょもろの声が木霊こだまする。

「では名前を呼び始めます。先ほど言いましたように、名前が呼ばれた人は速すみやかに登頂してください。──井い戸と田だ桜さく子らこさん、桧ひ原ばら涼りよう子こさん、菊きく原はら萌もえさん、今いま崎ざき美み由ゆ紀きさん、蒲かま田た美み々みさん、石いし榑くれ莉り子こさん、土は倉くら燕つばめさん……」

　名前が呼ばれたのに応じ、山から物音がする。

　湊が立ち止まって聞いていると、後ろから来た少女が抜かしていく場面に遭そう遇ぐうした。

　それも一度や二度ではない。数えきれないほどの少女たちが次々と登頂していく。それで素直に従う少女が相当数いることがわかった。

「どう思う？」

　湊が問いかけると、有栖が口を開いた。

「三条先せん輩ぱいがいるから、安全は保証されてると思うの。先輩が本気になったら抹殺会なんて簡かん単たんに消し飛ぶわ」

「同感。下手へたに逃げ回るょり、会長と一緒にぃたほぅが安全って考えた子も多ぃんじゃなぃかな？」

「問題は、名前を呼ばれたら行くかどうかだが……」

「当然、お兄ちゃんは呼ばれるよね……」

　有栖の返答は答えになっていない。呼ばれるのは当たり前だからこそ、湊は先に行動を決めておきたかった。

「みなとくんゎ行かなぃほぅがぃぃと思う」

　そう瞳ひとみは断言した。

「きっと狙ねらぃゎみなとくんだょ！　だってみなとくんを抹まつ殺さつする会なんでしょ？　なら絶対行っちゃダメだょ！　大だい丈じよう夫ぶ、あたしが守ってぁげるから！」

「瞳……ありがとう」

　瞳の力強い言葉に、湊みなとは感動した。

　正直、女の子に襲おそいかかられてはひとたまりもない。女の子から逃にげるには、女の子の助けが必要だ。

　しかし助けようする人間には身の危険が及およぶ。そのリスクがあるにもかかわらず即座に助けると言ってくれた瞳に対し、湊は深く感かん謝しやした。

「もちろんわたしもお兄ちゃんは行かないほうがいいと思う。安心して、お兄ちゃん。わたしは絶対にお兄ちゃんを守り切るから」

「ありがとう、有あり栖す」

　この暗くら闇やみだ。頼もしい二人がいれば逃げきれるかもしれない。

　そう思ったときのことだった。

「──紫し桃とう有栖さん」

　有栖の名が呼ばれた。

　すでに名を呼ばれた少女は百名を超こえている。そろそろ三人のうち誰だれかが来てもおかしくないタイミングだった。

「わたしはもちろん行かないよ。お兄ちゃんを守るために」

　湊は無言で頷うなずいた。

　すでに覚かく悟ごをしてくれているのはわかっている。それだけに言葉はいらなかった。

　そして緊きん張ちようが続く中、名前は次々と呼ばれていき──

「渡わた辺なべ初う衣いさん──以上です。名前が呼ばれても来ない人には追っ手を出しますので、今すぐ登頂してください。また呼ばれていない人に対しては改めて指示を出しますので、それまでその場で待機をしていてください」

　湊は首を捻ひねった。

「俺おれたち、呼ばれなかったよな……？」

「ぅん、そぅだね……」

　これだけ名前を呼ばれて、湊と瞳は呼ばれなかった。

　呼ばれて当然。なのにスルーされたことに湊は混乱した。

「抹殺会は俺を抹殺したいんだろ？　何で俺を呼ばないんだ？」

「ぅん、確かにぉかしぃょね」

「目的はお兄ちゃん以外……？　なら抹殺会で行動する意味がわからないし……神かん崎ざきさんは何を考えているんだろう」

　話は堂どう々どう巡めぐりとなり、一向に結論は出なかった。

「それょり、ありすゎどうするの？」

「？」

　湊みなとは瞳ひとみの問いかけの意味がわからなかった。

「瞳、どうするって、どういうことだ？」

「だってあたしとみなとくんゎ呼ばれなかったんだょ？　それならあたしとみなとくんに追っ手ゎ来なぃょね？」

「あ」

「あの抹まつ殺さつ会かい会長の子が何を考ぇてぃるかゎからなぃけど、ありすが行かなければ確実に追っ手ゎ来るょ？　それを考ぇると、ありすと一緒にぃるほぅが危険かもって思って」

「……確かに。にょもろちゃんは約束を守るタイプだと思うし」

　もちろんへにゃへにゃになってるときに無理やり結んだ約束は別である。

「そう考えると、有あり栖すが行ったほうが互いに安全かもな」

「でも……そう！　お兄ちゃんを守ろうとする人を減らしておいて、確実に捕らえようとしているかもしれないじゃない！」

　有栖は間接的に〝自分は残る〟と訴えている。だが──

「そうなると瞳が呼ばれない理由がわからないだろ？」

「け、けど……」

「それに、そんな周まわりくどぃ真似まねをするなら、初めからみなとくんを呼んだほぅが早ぃんじゃなぃ？」

「…………」

　反論できるだけの案が浮かばなかったのだろう。有栖は押おし黙だまった。そしてたっぷり三秒考えた後、再び口を開いた。

「わかった、わたし行く。お兄ちゃん、行って欲しいみたいだし」

「そんなこと言ってねぇって。ただそっちのほうが追っ手が──」

「いいよ、フォローしなくても」

「何すねてるんだよ。しょうがないだろ」

「すねてないよ」

「それがすねてるって言ってるんだよ！」

「しっ！　みなとくん、静かにしなぃと位置ばれちゃぅょ」

「ああ、すまん、瞳」

　湊は口をつぐんだ。

　静せい寂じやくが戻ると、気まずさが浮き彫りとなる。その空気に耐え切れなくなったのか、有栖が歩き出した。

「じゃあ、わたし行く。懐かい中ちゆう電でん灯とうはいらないから」

「お、おい、有あり栖す。無理しなくても……」

「いい、行く。じゃあ気をつけてね、お兄ちゃん」

　有栖を追い出すつもりはなかった。でも形的にそうなってしまった。

　その背せ中なかが寂しげで、湊みなとは胸が苦しくなった。

「有栖！」

「……何？」

　有栖は背中を向けたまま立ち止まった。

「やっぱり行くなよ。夜道、一人じゃ怖いんだろ？」

「そ、そんなことないわよ」

「それにお前一人で行ったら危ないかもしれない。みんなでいれば何とかなるからさ」

　有栖は迷う素振りを見せた後、横顔を向けた。

「……やっぱり行く。わたしがいたほうが、お兄ちゃんが危ないと思うから」

「ホントにいいのか？」

「……うん」

　決意が固そうな口調。これ以上引き留めるのは難しいと湊は感じた。

「……わかった。夜道、気をつけろよ。怖くなったら戻ってきてもいいんだからな」

　フッと有栖の肩かたから力が抜ける。

　有栖は振り返ると、笑顔を浮かべた。

「うん、ありがとね、お兄ちゃん」

　そうして有栖は山道を登っていった。

　入れ替わるように、今度は放送が流れる。

「再度忠告します。名前を呼ばれて頂上に来ない人には追っ手を出します。与える時間は五分です。五分後、追っ手を出発させます。そのためまだ登頂していない人は急いでください」

「俺おれたち、確かに呼ばれてないよな……？」

　湊はもう一度確認してみた。

「ぅん、だと思ぅけど……それゎそれで不安だょね」

　これだけ名前を呼ばれて、自分たちだけ呼ばれないのは明らかにおかしい。それだけに瞳ひとみは顔を青くし、心細そうだった。

　──ここは元気づけなければ。

　そう思い、湊は胸むねを張った。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　いざとなれば俺が守るから！」

「……ホント？　頼りにしちゃぅょ？」

「ああ、任せてくれ」

「……ありがと、みなとくん」

　瞳ひとみがそっと背せ中なかに手を回して抱きついてくる。一連の仕し草ぐさがいつもの積極的な姿と対照的で、湊みなとの鼓こ動どうは跳はね上あがった。

　守ってやりたい。必ず守ってみせる。そういった気持ちが心の奥底から溢あふれ出でてくる。

　鼓動は激はげしく鳴りっぱなしだ。でも迫せまられているときと違って、全身から力が湧わき出でてくるような胸むねの高まりだった。

「ねぇ、みなとくん。今のぅちに隠れょぅょ。みなとくんが狙ねらわれたとしても、隠れてぃれば大だい丈じよう夫ぶだょ」

「確かに」

　意図は見えない。だからといって準備しないのは間違いだ。抹まつ殺さつ会かいの名を背負っている以上、攻こう撃げきしてくると見るべきだろう。

「どこがいいかな？」

「山に入ろぅょ。身を隠せるくらぃの穴がぁるかもしれなぃし」

「そうだな」

「じゃあ懐かい中ちゆう電でん灯とう消して。大丈夫、あたしの目なら危なぃところくらぃ余裕でゎかるから」

　夜の山道で懐中電灯を消すのは自殺行為だ。しかし同時に目立つのは極力避けたい。

　──ここは瞳の力に頼るしかないか。

　湊は了解し、懐中電灯の光を消した。

　瞬しゆん時じに周囲は暗くら闇やみに覆おおわれる。でも──

「それじゃ、行こっ、みなとくん」

「ああ」

　握にぎり合あった手があれば、はぐれずに済む。

　湊は瞳と共に安住の地を求めて草を分け入った。




　　　♀♀♂♀♀




　有あり栖すは頂上に向けて走り始めていた。

　一人で山道を登ることが怖かった。それ以上ににょもろの真意が知りたかった。

「神かん崎ざきさん……っ！」

　登頂すると同時ににょもろを呼ぶ。マスク姿の少女たちと打ち合わせをしていたにょもろはマスクを外はずし、満面の笑みを浮かべた。

「紫し桃とう先せん輩ぱい……っ！　よかった！　無事でいてくれて安心しました！」

　無事でいてくれて……？

　有あり栖すは表現が引っかかったが、先に疑問をぶつけることにした。

「どうして神社を占せん拠きよなんかしたの？」

「ああ、そのことですか」

　にょもろは何でもないことのように言う。

「そのことですかって……こんなことしたのに！」

「先せん輩ぱいがそんなに焦あせるだなんて、企画した甲か斐いがありました」

「どういうこと!?」

「どうぞこちらへ」

　にょもろが賽さい銭せん箱ばこの横を通り過ぎ、境けい内だいの中に顔を向ける。

　有栖が恐おそる恐る覗のぞき込こんで見ると──何百人もの少女たちが中でおしゃべりに興きようじていた。

「えっ？」

　あまりにも和なごやかな雰ふん囲い気きだった。恐きよう怖ふで怯おびえている少女は一人もいない。

「どうかな？　生徒会主しゆ催さいの肝きも試だめし、堪たん能のうしてもらえたかな？」

　常磐ときわが境内の中から現れる。それですべての合が点てんがいった。

「これ、もしかして……」

「まあ、有あり体ていに言ってしまえば狂きよう言げんだ」

　常磐はイタズラっ子の表情で説明する。

「女は強くなりすぎてしまった。そのため山を登る程度では肝が震ふるえないようになってしまった。そこでどうするべきか悩んでいたところで神かん崎ざきから提案があり、それに乗ったというわけだ。だがクライマックスはこれからだ。もうすぐここに来なかった者たちに追っ手を出す。暗くら闇やみでの鬼おにごっこ……どうだ、楽しそうだと思わないか？　現在、この場にいる者たちの中から鬼になりたい者を募つのっている。それにお前も一口乗らないか？」

「そんな……」

　有栖はその場にへたりこんだ。

　何があってもお兄ちゃんだけは守り抜いてみせる。例たとえ人質になろうとも。

　そう考えていた有栖にとって、完全に肩かた透すかしだった。

　しかし頭の中で状況の整理がつくと、おかしな点が浮かび上がってきた。

「……ちょっと待ってください」

「何だ？」

「それならどうしてお兄ちゃんは呼ばれなかったんですか！　それとひとみも！　そういう企画なら、登頂していない人全員の名前が呼ばれないとおかしいです！」

「まあ、当然気がつくか。残りの説明は神崎に任せる」

「わかりました。でも少し待ってください。そろそろ放送の時間です」

　にょもろはお辞じ儀ぎをして場を離はなれた。

　常磐ときわもまた踵きびすを返す。しかし行こうとして、振り返った。

「そうだ紫し桃とう、いいことを教えてやる。今回私は何もしていない。ただ提案されたこと、お願いされたことに対して何でも受け入れてきただけだ。四し季きノの森もり学がく園えんにおいて、余計なルールは一部であるが解除された。その後、私が興きよう味み深ぶかく見ていたのは、生徒たちが得た自由をどのように使うか、だ」

「じゃあ例たとえば私が三さん条じよう先せん輩ぱいに何かをお願いした場合……」

「大きな問題が発生するようなものでない限り、受け入れただろうな。私は行動した者にはそれなりの評価や恩恵があってしかるべきと考えている。そのため久く我が原はらの特別ルール適用後、様々な企画に協力してきたというわけだ。どうだ、まるで聖母みたいだろう？」

　二日間で九十六人とのデートというのも、その一貫だったに違いない。おそらくたくさんの少女たちから『久我原くんとデートを私もしたい』との願いを受け、叶かなえたに過ぎなかったのだ。

　有あり栖すは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　ならば自分がお兄ちゃんと仲良くなりたいと言い出していれば、便べん宜ぎを整えてくれたのだろうか……？

　きっと叶えてくれたに違いない。

　付き合いたいとか独ひとり占じめにしたいとか言い出せば、各所で問題が発生するため願いを叶えてはくれなかっただろう。しかしデートに自分も入れて欲しいとか、〝国会事件〟の誤解を解くための時間を作って欲しいと言えば、きっと協力してくれただろう。




　──私は行動した者にはそれなりの評価や恩恵があってしかるべきと考えている。




　これは皮肉だ。いつまでも素直になれない自分に対しての、強きよう烈れつな皮肉。欲しければ動けと言っているのだ、この人は。

「私が言いたかったのはそれだけだ」

　そして常磐は境けい内だいの奥に消えていった。

　有栖はにょもろに話の続きを聞こうと思い、姿を探した。するとにょもろは賽さい銭せん箱ばこの前でマイクを手に放送を始めたところだった。

「これから追っ手を出します。逃にげている人は覚かく悟ごしておいてください。──以上です」

　その声に応じ、〝鬼おに〟となったマスク姿の少女たちが散っていく。

　有栖はにょもろがマイクを置いたところを見み計はからって話しかけた。

「神かん崎ざきさん」

「はい」

「聞かせて。どうしてお兄ちゃんとひとみは名前を呼ばれなかったの？」

　にょもろは神妙な顔つきで言った。

「それは、この企画を最初に作ったのが夏なつ秋あき先せん輩ぱいだからです」

「!?」

　ひとみがこの企画に嚙かんでいた……？

　有あり栖すは血の気が引いていくのを感じた。

「〝九十六人デート〟の後、夏秋先輩は抹まつ殺さつ会かいを訪れてこう言ったんです。同盟をしないか、って」

「同盟!?　何のために!?」

「久く我が原はら先輩とカップルになるためです」

　湊みなとと瞳ひとみがカップルとなって抹殺会にメリットはあるのか。

　そのことが有栖には理解できなかった。

「紫し桃とう先輩はご存知だと思いますが、私たち抹殺会は久我原先輩の抹殺を目的として作られた会です。しかし抹殺と言っても手法は様々です。紫桃先輩はどうすれば抹殺になると思いますか？」

「えっ？」

　有栖はとっさに言葉が出なかった。抹殺会は兄に対して危険な組そ織しきと認識しているだけで、それ以上考えたことがなかった。

「真っ先に思いついたのは怪け我がをさせることだけど……」

「それは一部の過か激げきな人が持っている考えです。抹殺会としては怪我をさせる方法を禁じています。なぜなら久我原先輩が怪我をした場合、怪我をさせた人が責められ、引いては抹殺会の存続に関わるからです」

　言われて初めて有栖は気がついた。

　害を及およぼすと言っても四し季きノの森もり学がく園えんの生徒。一方的に傷つけては暴力事件だ。気に食わないというだけでやるにはリスクが大きすぎる。

「じゃあ転校とか？」

「もちろんそれができればベストです。しかしこれだけ有名になった久我原先輩を転校させるには相当な理由がなければできません」

「……わからないわ。教えて」

「私たちが望んでいるのは、久我原先輩が大人おとなしくしてくれることです。抹殺会は久我原先輩の行動に不快を感じた人が集まっています。つまり不快な行動をしなくなってくれれば……せめて他の男子生徒と同程度に落ち着いてくれればいいのです」

「そのためにどうしようと思っていの？」

「対処法としては、強い警けい告こくをしようとしていました。まあゲット会があったのでそれすら阻はばまれていましたが」

「ゲット会はお兄ちゃんが警けい告こくで萎い縮しゆくしてしまうことで、チャンスが減ると考えていたのね」

「そんなところだと思います」

　抹まつ殺さつ会かいとゲット会の争う理由はわかった。でもそれがどうして先ほどの会話と繫つながってくるのだろうか。

「勢力的にはゲット会のほうが大きく、抹殺会は警告するチャンスを伺うかがいながらも、他の道を模も索さくしていました。そこに飛び込んできたのが『久く我が原はら先せん輩ぱいが野外活動最終日に告白する』という話です」

　そこでようやく有あり栖すは話が見えてきた。

「お兄ちゃんが誰だれかと付き合えば大人おとなしくなると抹殺会は考えたのね？」

「そうです。そのことを夏なつ秋あき先輩はどこからか摑つかんだのでしょう。同盟の提案をしてきたのは抹殺会の目的を見切ってのことだと思います」

　なるほど、それなら抹殺会にも十分なメリットはある。

「抹殺会として一番困るのは、久我原先輩が告白をしなかったり、うまくいかなかったりすることです。だから一人の有力候こう補ほを支し援えんすることで、確実にカップルとなってくれることを望んでいました」

　皮肉な話ね──と有栖は思った。

『久我原湊を抹殺する会』と掲かかげているにもかかわらず、実際はカップルができるよう後押しをしていた。外から見ているだけはわからないはずである。

「夏秋先輩の話は渡りに船でした。そのため同盟することになり、企画を受け入れ、抹殺会から三さん条じよう先輩に提案したというわけです」

「じゃあ、お兄ちゃんとひとみだけ呼ばれなかったのは──」

「〝吊つり橋ばし効果〟です。緊きん張ちよう感かんがある舞ぶ台たいで二人きりになれば、距きよ離りは自然と近くなります。今回の出来事は肝きも試だめしの狙ねらいもありますが、本命はそっちでした」

「行かなきゃ！」

　このままでいてはひとみに奪うばわれてしまう。

　そう焦あせった有栖は反転した。

　しかし──行く手をにょもろに阻はばまれた。

「紫し桃とう先輩、目を覚さましてください」

「神かん崎ざきさん、どいて！」

「行かせません。……先輩、どうしてそんな風になってしまったのですか？　先輩はもっと優やさしくて、落ち着いていて、可か憐れんな人のはずです」

「どうしてって言われても……わたしは元々こういう人間よ」

「いいえ、違います。先輩は素晴らしい人です」

「……本当に違うの、神崎さん」

　有あり栖すは諭さとすように語りかけた。

「わたしは弱いの。今は多少外から見れば立りつ派ぱに見えるかもしれないけど、Ｂ─ＤＡＹ以前はひどかったのよ。泣き虫で、怖がりで、いつもお兄ちゃんに助けてもらっていたの」

「小さいころはそういうものです」

「ううん、今も内心は変わってないの。今日も暗くら闇やみが怖くてお兄ちゃんに助けてもらっちゃった」

「誰だれしも弱点の一つくらいはあるものです。それくらいのことなら今度から私に言ってください。いつでも助けに行きます」

「ありがとう。でもね、私はお兄ちゃんに助けられたことが嬉うれしかったの」

「……っ！」

「お兄ちゃんに、助けて欲しかったの」

　にょもろは奥歯を嚙かみ締しめた。

「そんなに久く我が原はら先せん輩ぱいがいいんですか!?　そんなに久我原先輩が好きなんですか!?」




「──うん」




　有栖は静かに、だけど強く首を縦たてに振った。

　千ち湖こにもはっきりと言ったことがなかった。しかし言わずにはいられなかった。

　思ったよりずっとすんなり言葉は出てきた。あんなに想おもいを口にするのが恥はずかしかったのに、今は不思議なほど落ち着いた気分だった。

「久我原先輩とは元兄妹なんですよね!?」

「血は繫つながってないわ。だから問題ないはずよ」

「目を覚さましてください！　紫し桃とう先輩と久我原先輩は釣つり合あっていません！」

「釣り合うか釣り合わないかを勝手に決めないで。それに釣り合うかどうかなんて、好きになるのに関係ないでしょ？」

「でも、でも……っ！」

「これで話はおしまいよ。わたし、行かなきゃ」

　有栖はにょもろの横を通り過ぎる。だがにょもろは回り込み、眼前に立ちふさがった。

「意地でも通しません！」

「そう、なら力ずくでも行かせてもらうわ」




　──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】。




　にょもろは【その肌敏感にてキレイキレイ】によって空気の振動を感知し、予知と思えるほど攻こう撃げきを読むことができる。

　しかしいくら読めても、身体からだの反応が追い付かなければどうしようもない。

　有あり栖すがにょもろの首くび筋すじをソフトタッチで触れる。

　力が抜けたにょもろは隙すきだらけとなっていた。

　その隙をついて有栖が素早く横に回り、首に手刀を落とす。

「しとう……せん、ぱい……」

　有栖は崩くずれ落おちるにょもろを受け止め、床に寝かせた。

　そして境けい内だいを出る。にょもろの嘆きを思い出しながら。

「あれ、アリス？　奇遇だね」

　境内を出たところで千ち湖こは待ち受けていた。

「ミナトンのところに行くの？　アタシ、探すの手伝おうか？」

「……千湖、聞いてたんでしょ？」

「聞いてないよ。……聞いてたけど」

「聞いてたのね」

「さあ、どっちだろうね。それより手伝いはいるの？」

「──お願い。手伝って」

「了解」

[image: ]

　千ち湖こが『もういいよね？』とマスク姿の少女に向けて尋たずねる。それで有あり栖すは抹まつ殺さつ会かいが千湖に対して動きの制限をしていたことを知った。

　おそらく登頂した人にはすぐネタばらしがされる。しかし千湖の場合、事情を知ったとたんに伝えに行くかもしれない。それを恐おそれて動きを制限していたのだろう。

「どうぞ。結構です」

　とマスク姿の少女は答えた。

　すでにマスク姿の少女はほとんど追っ手となっており、数人しか残っていない。

　この人数なら千湖はものともせず脱出できる。元々追っ手を出すまで拘こう束そくすれば十分と考えていたことが伺うかがえた。

「とりあえずお兄ちゃんと分かれたところまで戻るわよ。たぶんそこから離はなれているけど、そんなに遠くにまでいけないはずだから」

「そうだね」

　有栖と千湖は頷うなずき合あうと、一気に山道を降り始めた。




　　　♀♀♂♀♀




　湊みなとは獣けもの道みちを瞳ひとみと手を繫つなぎながら歩いていた。

　月明かりだけが頼りの山はまるで気を抜けない。斜面の危あやうさや草に隠れた大きな石は、一歩踏ふみ出だすたびに背せ筋すじを凍こおらせる。

「あっ！　みなとくん、ぁそこに穴がぁるょ……っ！」

「どこだ？」

　湊には見えなかったが、瞳にはきっと見えているのだろう。

　山道を逸それてからも瞳の足取りは安定していた。おそらく【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】によって見えているのだ。

　瞳が言っていた通り、小さな穴があった。

　奥行きはほとんどなく、中は二人が入ってギリギリ程度しかない。

　それでも見つかるよりはいいと考え、湊は入り込んだ。

「何かかまくらみたいだな」

「あたし、かまくら作ったことなぃの。みなとくんゎぁるの？」

「親父おやじの実家が富山でさ。遊びに行ったとき、よく作ってたんだ」

「へぇ、そぅなんだぁ～」

　瞳が動くたび、肩かたがこすれる。そのことに湊はドギマギとしていた。

　山奥で女の子と二人っきりで身体からだを密着させている。まるで冬の山で遭そう難なんしたようである。

　不安と心細さとほんのり甘い期待が入り混じって心に押し寄せてくる。

　喉のどがカラカラだった。もっと水を飲んでおけばと湊みなとは後悔した。

「ねぇ、みなとくん」

「何だ？」

「明日、告白する人ってもぅ決まった？」

「んぐっ！」

　湊は喉が詰つまった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あ、ああ」

　咳せきをして喉の通りをよくする。それで何とか落ち着いた。

「無理して答えなくてもぃぃょ。ただもし決まってぃるなら聞きたぃなって思って」

「…………」

　湊はどう答えていいか悩んだ。

　実のところ、まだ決まっていない。しかし最有力候こう補ほのところに瞳ひとみはいる。

　この場で瞳が最有力候補と答えれば、瞳に決めたと言っているに等しい。それだけに迂う闊かつに言えなかった。

　湊はもう一晩悩んでみたいと思っていた。ギリギリまで悩んで、覚かく悟ごを決めたかった。

「ねぇ、みなとくん」

　名を呼ばれる。しかしその響ひびきは先ほどとは違い、香かおるような甘さが入っている。

「明日の告白、あたしにして欲しぃな」

「!?」

　心しん臓ぞうを握にぎられたような衝しよう撃げきが走る。

　これはもはや告白されていると取ってもいい内容だ。

「あたしにしてくれれば、絶対オッケーするから。だから、あたしにして」

　瞳がもたれかかってくる。こつん、と肩かたに瞳の頭が当たった。

「あたしとみなとくんの相性、絶対ぃぃと思ぅんだ。だってみなとくんと一緒にぃると、こんなに楽しぃんだもん。みなとくんゎ違ぅ？」

　異論などあるはずがなかった。

　瞳とは話がしやすいし、ちょっと強引なところにはいつもドキドキさせられる。

　可愛かわいくて、胸むねが大きくて、エッチなことに寛かん容ようで、ストレートに好意を向けてくれて──こんないい子、男女半々だったら絶対に手が届かない。

　そんな女の子が今、腕うでの中にいるところまで来ている。

　後は抱きしめるだけ。たったそれだけで、素晴らしい女の子と共に歩むことができる。

　最高だと思った。他人が羨うらやむような人生って、こういうものではないだろうか。

『お兄ちゃん！』

「うわっ！」

　湊みなとは思わず背せ筋すじを正した。

　慌あわてて周囲を見回す。しかし有あり栖すの姿はどこにもなかった。

「どうしたの、みなとくん？」

「あ、いや、幻げん聴ちようが……」

　骨ほねの髄ずいまで有栖の恐きよう怖ふが染しみ付ついているのだろうか……？

　いつもなら有栖が飛び込んでいるタイミングだった。それだけに出てこないほうが不自然に感じてしまった。きっとそういうことなのだ。

「俺おれも瞳ひとみと一緒にいると楽しいよ」

　そう言って湊は話を戻した。

「ホント？」

「ああ」

「嬉うれしぃ！」

　瞳が抱きついてきた。

　胸むねが正面から押し当てられている。いい匂においが肩かた口ぐちから漂ただよってきてくらくらする。頭がどうにかなってしまいそうだ。

　瞳が額ひたいに額を当ててきた。

　超ちよう至し近きん距きよ離り。僅わずか数センチ近づくだけで唇くちびるは触れ合う。

「ねぇ、みなとくん……」

「ひとみ……」

「あたし……あたしね、みなとくんのことが好──」

「ダメぇぇぇぇ！」

　闇やみに少女の姿が浮かび上がっていく。こんな真似まねができる少女を湊は一人しか知らなかった。

「ダメです！　そんなことをしちゃ嫌いやです！」

　目の前に現れた小こ萌もえが悲痛と言える叫さけびを上げる。

「久く我が原はら先せん輩ぱいが付き合うのはもっと……そう、魅み力りよく的てきな人と……っ！　じゃないと私は──」

「あんた誰だれ？」

　瞳が冷静に尋たずねる。小萌はその迫力に涙なみだ目めとなりながらも、健けな気げに答えた。

「私、一年生の水みず島しま小萌って言います。常磐ときわ先輩の側でいろいろさせてもらっています」

「そぅ。また会長が邪じや魔まを──」

「違います！」

　小萌はきっぱりと否ひ定ていした。

「常磐先輩は今回私に何も命じてません！　これは私が気になって勝手に久我原先輩を追いかけていただけで──」

「なら邪じや魔ましなぃで」

　瞳ひとみはあっさりと突っぱねた。しかし小こ萌もえは引き下がる様相を見せなかった。

「でも、でも──」

「じゃあ聞くけど、あんたが許す〝魅み力りよく的てきな人〟って誰だれなの？　あたしは〝魅力的な人〟じゃなぃゎけ？」

「いえ、あの……先せん輩ぱいは十分魅力的な人ですけど──」

「それじゃぁ、あんたが嫌いやなだけじゃなぃ」

「っ──」

「それなら〝魅力的な人〟じゃなぃとダメだなんて言い訳をしなぃで」

　小萌が押おし黙だまる。するとジャージを握にぎり締しめ、ポロポロと泣き始めた。

「お、おい、瞳……ちょっと言い過ぎじゃ──」

「あたしゎみなとくんが好き」

「!?」

　瞳ははっきりと『好き』と言った。瞳は冷静だったが、湊みなとは落ち着いていられなかった。

　気持ちはすでに伝わっていた。しかし告白されるとまた感覚は違った。

　嬉うれしさ、恥はずかしさが急きゆう激げきに湧わき、顔が赤くなっていくのがわかった。

「だから邪魔をしなぃで欲しぃの」

　瞳の言葉はさっきと一転して優やさしい。

「お願ぃ、ゎかって」

「……………………」

　小萌は沈ちん黙もくしている。瞳は追い打ちをかけず、ただじっと見守っていた。

　そしてたっぷりと間を空けた後、小萌は消え入るような声でつぶやいた。

「嫌です……」

「何て言ったの？」

「嫌です、と言いました」

　その言葉にカチンと来たのだろう。瞳が声を荒あらげた。

「あんたね──」

「だって私も、久く我が原はら先輩が好きだから！」

「!?」

　言ったとたん、小萌の両目からまた涙なみだがこぼれ落ちた。

「言わないつもりでした……。だって、私なんかよりずっと綺き麗れいで、魅力的で、素晴らしい人はたくさんいますから……。でも言わずにはいられませんでした……っ！」

「小萌ちゃん……」

　湊は胸むねが締しめ付つけられた。

　小こ萌もえは十分に魅み力りよく的てきな少女だった。でも自分では気づかず、卑ひ下げしている。

　にもかかわらず心を奮ふるい立たたせて告白してくれたことに、湊みなとは感動を覚おぼえた。

「ふ～ん、そぅ。なら認めてぁげる」

「えっ!?」

　小萌が戸と惑まどいの声を上げた。

「何驚おどろぃてるのょ。あんたゎ告白した。なら邪じや魔まするだけの立りつ派ぱな理由がぁるじゃなぃ。じゃぁしょぅがなぃでしょ」

「あ、ありがとうございます！」

「ぉ礼を言われることじゃなぃょ」

　こういう場合、取っ組み合いの喧けん嘩かにでもなると湊は思っていた。

　しかし瞳ひとみは正々堂々受け止めた。その公正さが湊は立派だと感じた。

「邪魔が入ったんじゃ、今日ゎここまでだね」

　瞳が腰こしを上げる。そして振り返り、こう言った。

「あたし、本気だから。だからみなとくん、明日、あたしを選んで。絶対に後悔をさせなぃから」

「わ、私も本気です！　も、もしよろしければ、私を選んでください！　よろしくお願いします！」

　二人の少女の告白に、湊はただ頷うなずくしかなかった。




　　　♀♀♂♀♀




『あたしゎみなとくんが好き』

　山を探たん索さくしていた有あり栖すの耳に届いてきたのは、そんな声だった。

「アリス、今の声って」

　千ち湖こがつぶやく。しかし有栖は相あい槌づちを打つほどの気力が湧わかなかった。

　有栖はその場で硬こう直ちよくし、ただ聞こえてくる声を受信することしかできなかった。

『だって私も、久く我が原はら先せん輩ぱいが好きだから！』

　続けざまの告白。千湖が袖そでを引っ張った。

「ねぇ、アリス。行こうよ。このままじゃ──」

「ダメ、チコ……。わたし、行けないよ……」

「どうして！　今行かなきゃどうするの！」

「怖いの……。どうして来たんだって言われるんじゃないかと思うと、足が動かないの……」

「そんなの言われるに決まってるじゃん！　それでアリスも告白すればいいじゃん！」

「でもわたし、お兄ちゃんから恋愛対象として見られてないのに、いきなり告白しちゃったら今の関係もぐちゃぐちゃになっちゃう……っ！」

　有あり栖すの頭の中で、湊みなとが調理場で言った言葉が駆かけ巡めぐる。

『馬ば鹿か言うなよ！　有栖は妹に決まってるだろ！　兄妹と恋愛は別！　当たり前だろ！』

　わかっている。元と言っても、兄妹は兄妹。そこを切り捨てることなどできないのだ。

「みんなそうだよ！　今の関係が崩くずれちゃうかもって思ってるけど、それでも告白してるんだよ！」

「でも……っ！」

　重い。足が重くて動かない。今動かなければダメだとわかっていても、どうしても動いてくれない。

「………………………………もういい」

　千ち湖この言葉は今までにないほど冷たかった。

「ここで動けないなら、アリスには無理だよ。アタシ、もう応おう援えんするのやめる」

「えっ……？」

「アリスはここで好きなだけ見ていればいいよ。アタシは帰るから」

「チコ！」

　千湖が反転して駆け出していく。

　有栖は足が震ふるえて、その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　翌朝、朝食を終えた湊は常磐ときわのテント前まで呼び出された。

「ああ、久く我が原はら。昨日は──と、お前、どうした？」

「えっ？　どうかしましたか？」

「くまがひどいぞ。寝られなかったか？」

「ええ、ああ、はい……」

　魅み力りよく的てきな美少女からの告白──しかも二人連続だなんて、そんな一大事件が起こって眠れるはずがなかった。しかも悩む時間さえ限られていたため、一晩中悩んで悩んで悩んで……そして朝を迎えたのだった。

「誰だれに告白するか決まったか？」

「一応」

「つまりボクだね！」

　ホルストが湧わいてきたので湊と常磐は同時にパンチを繰くり出だした。

　さすがに同時攻こう撃げきには耐えられなかったのだろう。ホルストはその場に崩れ落ちた。

　常磐が蘭らんに縄なわを用意させ、ホルストを縛しばる。それを見て湊は、『もっときつくしておいてください』と注文をつけた。

「……まあいい。それで、告白する相手を呼んでおくか？」

「いえ。たぶん来てくれるのでいらないです。もし来てくれなくても、そのままでいいです」

「わかった」

　告白を聞きに来るのは希望者のみとなっている。そのため告白対象がいない可能性もあったが、そのことは湊みなとにとってどうでもよかった。

「会場はすでにできている。行くぞ」

　湊は常磐ときわの後を付いていった。

　場所は駐車場である。行ってみると、すでに人ひと垣がきができるほどの人数が集まっていた。

　人が分かれ、道が形作られる。

　その先に、ぽつんとみかん箱が置いてあった。

「あれですか、会場って」

「あれだ」

「先せん輩ぱいにしては手抜きじゃないですか？」

「少し高い位置で話すことができれば十分だろう？」

「まあ、そうですね」

　視線が湊に集中する。湊は手の平に〝人〟の字を書き、飲み込んだ。

　そしてみかん箱に近づき──登とう壇だんする。

　一段高い場所に立ったことで、湊は少女たちの表情が手を取るようにわかった。

　祈いのる少女、ただじっと見つめてくる少女、ニヤニヤしている少女。

　そんな少女たちに囲まれる中、司会役の常磐がマイクを受け取り、口火を切った。

「今日は〝久く我が原はら湊告白祭〟──通称〝告白祭〟によく集まってくれた」

「えっ、そんなタイトルついてたんですか!?」

「それ以外につけようがないだろう」

　そりゃまあそうだけれども、あいかわらず仰ぎよう々ぎようしい。

　そう湊は思ったが、これ以上文句をつけるのはやめることにした。

「これから片付けの予定が入っているため、さっそく始めたいと思う」

　蘭らんが二本目のマイクを湊に渡す。

　痛いほどの視線。緊きん張ちよう感かんは否いや応おうなく上がっていく。

「久我原、この中に意中の女はいるか？」

　湊は深呼吸をし、答えた。

「……います」

「「「おおおおおぉぉぉぉぉぉ！」」」

　感嘆の声が上がった。

　盛り上がりを見せる舞ぶ台たいを常磐ときわが鮮やかに進行する。

「ということらしい。じゃあ、どんなところに惹ひかれたんだ？」

「そ、そうですね……。話していて心が安らぐところでしょうか」

「きゃあああぁぁぁぁ！」

　観客から悲鳴が上がった。

『わたしよ！　絶対わたし！』

『何言ってるのよ！　自他ともに癒いやし系けいと言われる私に決まってるじゃない！』

『いい気なものね……。湊みなとくんの心は、すでにあたしのものなのに……』

　根拠のない自信と願望が入り混じり、場のテンションはさらに上がっていく。

「では長引かせるのも意味がない。告白してもらおうか」

「……はい」

　湊は大きく息を吸い込んだ。

「俺おれが好きなのは──」

　湊は視線を少女たちに向けた。

　有あり栖すがいる。千ち湖こがいる。瞳ひとみがいる。小こ萌もえがいる。にょもろがいる。一緒に昼食を取った少女たちがいる。〝九十六人デート〟をした少女たちがいる。その他にも告白してくれた少女やラブレターをくれた少女、お弁当をくれた少女、たくさんの少女がいる。

　それらの期待や不安、興きよう味みを一身に浴び、湊は手足が震ふるえた。

　それでも決めたからには言わなければ──と思い、湊は喉のどの奥から言葉を押し上げた。




「千湖、お前だ──」




「……………………」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

　無言が一帯を覆おおう。

　それは湊の意図を少女たちが正確に受け取ったからだった。

『逃にげたわ』

『逃げたわね』

『逃げましたわ』

『茶番よね』

『そうね、茶番ね』

　囁ささやきが段々と広がっていく。

　湊みなとと千ち湖こが幼なじみであり、唯ゆい一いつの親友と言えるような間あいだ柄がらであることは学園内では常じよう識しきだった。

　だからこそ読める。湊が結局誰だれか一人を選ぶことができず、『親友』に振ることで助けを求めたことが。

　そして彼女たちの読みは、正解だった。

　湊は結局選べなかった。

　一晩中考え、湊が絞しぼったのは瞳ひとみか小こ萌もえかだった。

　告白してくれた二人。それだけに強きよう烈れつな印象として残っていた。

　もちろん魅み力りよくの意味でも二人は双そう璧へきだった。

　友達感覚の延長で付き合える瞳には心が惹ひかれた。

　かといって小萌も引けを取らない。健けな気げで時折大だい胆たんな後こう輩はいもまた同様に魅力的だった。

　突然の告白。それが甲こう乙おつつけがたいほど魅力的な美少女。もし時間が許されるなら、一ヶ月は悩み抜いて決めたいところだった。

　しかし本当に悩んだのは、二人のうちどちらかを選ぼうとするたび、

『お兄ちゃん！』

　と幻げん聴ちようが聞こえてくることだった。

　有あり栖すは最終選考どころか、予選にすら入れていない。

　兄と妹なのだ。当然候こう補ほに入るわけがない。

　なのに繰くり返かえし木霊こだまする有栖の声が瞳と小萌の間をかき回し──朝まで結論が出ることはなかった。

「えっ？　アタシ？」

　千湖が驚おどろきの声を上げる。

　すかさず蘭らんが円の中央部に千湖を案内して、三本目のマイクを手渡した。

「まったくもう、しょうがないなぁ、ミナトンは」

　マイクを摑つかんでの第一声がこれだった。

「ミナトンはずっと前からの友達で、仲がいいって言っても恋愛感情とは別だって」

　湊は胸むねをなでおろした。

　さすが千湖、わかってくれている。千湖ならばきっとこう言ってくれることを期待していた。

「だからミナトンとは付き合えません！　──────────とでも言うと思った？」

「「「！！！！！！！？？？？？？？？」」」

　湊に、少女たちに、緊きん張ちようが走る。

　まさか千湖に限って──と思って誰もが見つめるが、千湖は視線を一切考こう慮りよしなかった。

「アタシはミナトンが好きだよ。ずっと前からね」

「噓うそ……。チコ、本当なの……？　そんな、噓だよね……？」

　有あり栖すの顔は青ざめるのを通り越え、白く透すけている。

　だが有栖を今まで支え続けた親友は、表情を変えなかった。

「噓だと思う？」

「……わからない」

「だからダメなんだよ、アリスは」

　優やさしくて、でもどこか突っぱねている。

「アタシはチャンスを逃のがさないよ。もう後悔しないって、今決めた」

「チコ……」

　有栖のつぶやきを切って捨て、千ち湖こは湊みなとをまっすぐ見み据すえた。

　湊はそんな千湖の姿にドキリとした。

　今までの千湖とは違っていた。雰ふん囲い気きが友達のものから、女の子のものに変わっている。

　成長したのだ、千湖は。男友達同然だった彼女の姿はすでにない。

　今いるのは、魅み力りよく的てきな容姿と色気を持ち、心を何度も交わしあった、一人の女の子だった。

「ミナトン、アタシは告白を受けます。これからよろしくお願いします」

　深々と千湖が頭を下げる。
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　周囲は静まり返り、ただただ起こった現実を呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。










　あとがき




　三み河かわ先生にはちゃんと焼肉おごりました（ドヤ顔）。

　どうも二に丸まるです。このたびは「女の子は優やさしくて（以下略）」の二巻をお買い上げいただきありがとうございます。




　さて今回のあとがきなのですが、四ページあります。

　ちなみにギフテッドの二巻はあとがき一ページでした。

　ネタありません。どうしましょう。

　いろいろ考えた結果、少し前に大だい腸ちよう検査というものを生まれて初めて受けたので、それをレポートすることにしました。

　なお、大腸検査という代しろ物もの上、どうしても卑ひ猥わいとなってしまうところがあります。そうなると、ご飯を食べながら読んでいる人はほとんどいないと思いますが、コーヒーを飲みながら読んでいる人はいると思うので、問題のありそうな箇か所しよを【ピー】という擬ぎ音おんで自主規制することにしました。そんなのでよければ続きをどうぞ。




　風が冷たくなり始めた十月某ぼう日じつ──

　二丸は空くう腹ふくの限界に達していた。

　──食事制限。

　検査前日は病院から出された自宅で食べられる流動食（おかゆや腸に残らない材料によるクッキー）のみの食事、当日は朝から二リットルにも及およぶ下げ剤ざいを飲んで【ピー】を垂たれ流ながすことで、胃も腸もすっからかんとなっていたためだった。

　そんな状態で二丸は病院に足を踏ふみ入いれた。

　古ぼけているビルの二階だが、病院の内装は綺き麗れいで、淡あわい色に統一されていて心地ここちよい。

　散々待たされると思いきや、受付を終えたとたん、看かん護ご師しからお呼びがかかった。

「二丸さん、こちらへどうぞ」

　二丸は心の準備をする時間が欲しかった。なぜなら聞くところによると、大腸検査というのは【ピー】に【ピー】を挿そう入にゆうすると聞いていたからだ。

　しかし無む慈じ悲ひな看護師は笑顔で更こう衣い室しつまで案内すると、置かれたビ二ールの服を指した。

「全部脱ぬいで、これに着替えてください」

　二丸はとりあえず半ズボンを広げてみた。

「なん……だと……？」

【ピー】に穴があいている……。普通は前があいているはずなのに、これは後ろがあいているのだ。

　まさに衝しよう撃げきだった。今後起こることを想像し、二に丸まるの【ピー】はきゅっとすぼまった。

　だがためらっている暇ひまなどない。待っている人のことを考えて進まなければならない。

　着替えて更こう衣い室しつを出ると、次に案内されたのは検査台が置かれた部屋だった。

　台に併へい設せつされた機械には複ふく数すうのモ二ターが設せつ置ちされており、中の中まで隅すみ々ずみ見てやろうという気き概がいがうかがえる。

　二丸は悟さとった。

　これは羞しゆう恥ちプレイか、と。

　そうこう考えている間に台に横たわるよう促うながされ、ついにそのときである。

「うっ！」

　二丸は心の中で叫さけんだ。このとき二丸の【ピー】の【ピー】は永遠に失われたのだ。

　鈍どん痛つうと喪そう失しつ感かんが二丸を襲おそう。

　だがここでうめき声をあげては男がすたる。またドＳな医師や看かん護ご師しだった場合、被ひ虐ぎやく心しんを満足させるのも面白くない。

　二丸はクールな表情を形作った。太陽に向けて手をかざし、「今日は日差しがまぶしいな」とつぶやくときにする顔である。

　しかしその間にも出ちゃうものは【ピー】しちゃっている。

「あ、ふきますね～（笑）」

　の言葉の中に、嘲ちよう弄ろうが混じっているのはうがちすぎだろうか。

　だがこれは──そう、羞恥プレイなのだ。ならばご褒ほう美びと取るべきだろう。

　そうこうすること十五分。検査は終わった。

「異常はありませんでした」

　長い戦いを終えた二丸は、まずケンタッキーフライドチキンに飛び込み、チキンをむさぼった。そして感かん慨がい深ぶかく空を見つめた。

　この経験をいつか自分の作品の読者に伝え、教きよう訓くんにしてもらおう、と。




　さてここからは謝しや辞じをば。

　まずは担当編集の粂くめ田た様、サブ編集の小お野の寺でら様。いつもご指し摘てきいただきありがとうございます。イラストレーターのモフ様。美び麗れいなイラストありがとうございます。ＷＥＢサイン会で応おう募ぼいただいた方々。私なんかのサインに応募いただきありがとうございます。個人名を入れてサインを書くのは初めてだったのですが、読んでいただけていることが実感できてとても嬉うれしかったです。そして最後に私を応おう援えんし、支ささえてくれたすべての人に心よりの感謝を。





二〇一四年　一月　　二丸修しゆう一いち
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二に丸まる修しゅう一いち

岐阜市生まれ。岐阜市在住。

少し前からツイッター始めました。あれです、冷やし中華始めました的な感覚です。でもつぶやく際に漠然とした不安がよぎります。何だろうこれは、ネットの海に飛び込む怖さかなぁとか考え中。
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イラスト／モフ

岡山県在住のフリーイラストレーター。

自分が、このお話の世界で生き残っていたとして、

こうはならないんだろうなあ。と、よく考えます。切ない！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「二丸修一先生」係

「モフ先生」係











本書は書き下ろしです。
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女おんなの子こは優やさしくて可愛かわいいものだと考かんがえていた時じ期きが俺おれにもありました2








二に丸まる修しゅう一いち
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